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１．審議事項 

１号議案 ２０２３年度理事候補者会議における決議事項承認の件 

２号議案 公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度理事長 

（代表理事）選定の件 

         ３号議案 公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度 

副理事長・専務理事選定の件 

         ４号議案 公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度 

委員長・特別委員長・会計任命の件 

         ５号議案 公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度 

事務局長・事務局次長・事務局員任命の件 

         ６号議案 公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度 

副委員長及び委員任命の件 

         ７号議案 ２０２３年度会員会費徴収の件 

         ８号議案 創立７０周年記念式典開催日決定の件 

１．依頼事項 

１．監事講評 

１．閉会・点鐘 

 

配布資料 

Ｎｏ．１   ２０２３年度第１回理事会のご案内 

Ｎｏ．２   第一回理事候補者会議議事録 

Ｎｏ．３   第二回理事候補者会議議事録 

Ｎｏ．４   第三回理事候補者会議議事録 

Ｎｏ．５   ２０２３年度理事候補者会議における決議事項承認 

Ｎｏ．６   公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度理事長 

（代表理事）選定 

     Ｎｏ．７   公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度 

副理事長・専務理事選定 

     Ｎｏ．８   公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度 

委員長・特別委員長・会計任命 

     Ｎｏ．９   公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度 

事務局長・事務局次長・事務局員任命 

     Ｎｏ．１０  公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度 

副委員長及び委員任命 

     Ｎｏ．１１  ２０２３年度会員会費徴収 

     Ｎｏ．１２  創立７０周年記念式典開催日決定 

以上 





１． 理事長報告  

橋本 理事長候補者 

 皆様、こんばんは。いつもなら１９時開始ですがいつ

もより早い時間の１８時にお集まりいただきありがとう

ございます。理事長報告としては例年では一ヵ月以内で

あったことを報告させていただくのですが、１つだけ言

いたいことがありまして、この前始めて滋賀ブロック協

議会の会員会議所に行きました。青木委員長が他の委員

長に負けないぐらいの華麗な答弁をされていまして、凄

く立派だと僕は思いました。その中で滋賀ブロック協議

会の会員会議所に行くと議案の上程後すぐに理事長連が

たくさん意見を言って、それに対して青木委員長や他の

委員長がすぐに答えていました。去年でいいますと効果

効率というような理事会は素晴らしいなと思って聞いて

いました。彦根は彦根のやり方があるのでそれはそれで

よいと思うのですがただメンバーの時間をいただいて理

事会を開催していますので、そこは臨機応変に対応して

いってもらえると良いなと思いました。資料発送も一週

間前ですので意見は事前に考えられると思いますので無

駄な時間を出来るだけなくしていきたいと感じました。

本日の１２号議案に関しまして、拡大の議案が上程され

ます。来年１５名拡大すると言い切っていますので、ま

ず執行部が拡大しないと皆さんが拡大についてこないの

は解っています。私が拡大委員長をした時は１１人でし

たが、それをメンバー全員で行えば１１人が１５人にで

きると思っております。常設の３委員会に関しましては

３名ずつの拡大をお願いしています。執行部で６名、合

わせて１５名の拡大を掲げております。１月度新年交流

例会で１５名並んでもらえるか分かりませんが、その様

な気持ちで拡大に取り組んでいただきたいと思っていま

す。２０１８年の第一回候補者会議で私が委員長を行っ

た時の事ですが、緊張してうまく話せなかったです。自

分の想いを理事にわかっていただくために話していただ

きたいと思います。言葉なので気持ちは伝わりにくいこ

ともありますが、自分の想いを精一杯話すと理事にも想

いは伝わると思いますので、委員長３君の皆さんは自分

の想いを一生懸命伝えていただきたいと思います。そし

て北村理事は理事会での発言や質問にすごくなれていら

っしゃると思いますので、より良くなるよう意見をよろ

しくお願いします。中西理事、青木理事、園理事にはい

つも通りの理事会の発言をよろしくお願いします。藤井

理事、北川理事、上田理事は間違った事を言わないと思

います。自分の考えは間違っていないと思いますし、間

違っていたらいけないというわけでもないので、恥ずか

しがらずに疑問に思ったことを発言していただきたいと

思いますのでよろしくお願いします。では本日の第 1 回

候補者会議が皆さんにとって有意義な時間になりますこ

とと、２０２３年度が良いスタートを切れますことを祈

念いたしまして挨拶と代えさせていただきます。  

 

１． 会務報告  

夏原 専務理事候補者 

 皆様、改めましてこんばんは。まず１８時と早い時間

から多くのメンバーの皆様に集まっていただきまして誠

にありがとうございます。会務報告につきましてはメー

ルで送らせていただいおりますのでご確認よろしくお願

い致します。本日多くの議案が上程されますので長丁場

になるかと思いますがよろしくお願いします。 

 

（出席確認）上田 事務局長候補者 

出席 夏原 慶 君      出席理事数 １４名 

 

１． 副理事長報告 

大野 副理事長候補者 

 皆様改めましてこんばんは。地域共創委員会の副理事

長をさせていただきます大野です。１年間どうぞよろし

くお願い致します。また、西村委員長、精一杯方針を仕

上げて参りました。理事の皆様、忌憚のないご意見よろ

しくお願いいたします。それと私から新年交流例会の議

案も上程させていただきますのでこちらのほうも忌憚の

ないご意見よろしくお願い致します。 

 

飛松 副理事長候補者 

 総務広報委員会の副理事長の飛松です。本日ですが総

務広報委員会は方針と別に３議案上程させていただきま

す。その中でも月報は例年の紙面を廃止して新たなチャ

レンジとゆうことで上程させていただきます。厳しい意

見もあるかと思いますが、是非とも建設的なご意見でよ



ろしくお願い致します 

 

西川 副理事長候補者 

 組織の輪確立委員会の担当副理事長の西川と申します。

本日は丸山委員長の方針を上程させていただきます。そ

して執行部より会員拡大、拡大王に俺はなる。を上程さ

せていただきますのでどうぞよろしくお願い致します。 

 

澤井 理事長候補者 

 副理事長兼７０周年特別実行委員長を務めさせていた

だきます。一年間よろしくお願い致します。そして本日

委員会方針、７０周年合同部会開催の件を上程させてい

ただきますのでよろしくお願い致します 

 

１． 資料の確認 

上田 事務局長候補者 

 資料に関しましては事前にメールにて配信しておりま

す。なお予算書の不備があったため本日１５時に資料の

差し替えを行っております。ご確認のほどよろしくお願

いいたします。つづいて本日配布しております資料の確

認を行います。本日配布の資料は仮入会会員承認、ロゴ

マークデザイン図以上になります。 

 

（出席確認）上田 事務局長候補者 

出席 宮川 佳典 君      出席理事数 １４名 

 

１． 報告事項 

夏原 専務理事候補者 

 本日お送りしている資料の中で配布資料の審議事項以

外の資料について簡単にご報告させていただきます。Ｎ

ｏ．１２の資金調達及び設備投資の見込みについてです

が、こちらはどちらも検討していませんので０としてあ

げさせていただいております。続きましてＮｏ．１４の

公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度組織図案に関

しましては御覧の通りでございます。続きましてＮｏ．

１５公益社団法人彦根青年会議所理事法動議リストＮｏ．

１６公益社団法人彦根青年会議所理事会における申し合

わせ事項一覧Ｎｏ．１７ 公益社団法人彦根青年会議所委

員会事業会計勘定科目一覧表につきましては前年度から

変更はございませんのでご確認よろしくお願いいたしま

す。Ｎｏ．１８ 公益社団法人彦根青年会議所２０２３年

度出向者名簿につきましたは滋賀ブロック協議会の出向

に関しましてＪＣ連携推進委員会の委員長として青木克

実君に出向していただいております。そして各委員会メ

ンバーの出向に関しましては御覧の通りです。以上とな

ります。 

 

〇事前資料 

配布資料 

Ｎｏ．１  ２０２３年度第１回理事候補者会議の 

ご案内 

Ｎｏ．２  事業計画 ２０２３年度理事候補者会議及 

      び理事会開催 

Ｎｏ．３  事業計画 ２０２３年度事業計画（案） 

承認 

Ｎｏ．４  事業計画 ２０２３年度職務分掌（案） 

承認 

Ｎｏ．５  事業計画 ２０２３年度収支予算書（案） 

承認 

Ｎｏ．６  事業計画 ２０２３年度ＬＯＭスローガン 

承認及び掲出物作製 

Ｎｏ．７  事業計画 会員拡大～拡大王に俺はなる！ 

～開催 

Ｎｏ．８  事業計画 創立７０周年ロゴマーク承認 

Ｎｏ．９  事業計画 彦根青年会議所公式ＷＥＢ 

サイト開設・運営及びＳＮＳ運営 

Ｎｏ．１０ 事業計画 月報配信 

Ｎｏ．１１ 事業計画 １月度（新年交流）例会 

～初志貫徹！新たな時代の魁に！～開催 

Ｎｏ．１２ 事業計画 ７０周年合同部会開催 

Ｎｏ．１３ 資金調達及び設備投資の見込みについて 

Ｎｏ．１４ 公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度 

組織図（案） 

Ｎｏ．１５ 公益社団法人彦根青年会議所議事法 

動議リスト 

Ｎｏ．１６ 公益社団法人彦根青年会議所理事会に 

おける申し合わせ事項一覧 

 



Ｎｏ．１７ 公益社団法人彦根青年会議所委員会事業 

会計勘定科目一覧表 

Ｎｏ．１８ 公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度 

出向者名簿 

 

〇当日配布資料 

・Ｎｏ．１２ 仮入会会員承認 

・ロゴマークデザイン図 

 

１． 動議提案 

西川 副理事長候補者 

 本日仮入会会員承認の件を動議として上程させていた

だきます。 

 

（セカンド） 飛松 副理事長候補者 

 

議長 

 １君のセカンドがございましたので、第１２号議案と

して審議事項に追加いたします。 

  

１． 審議事項 

１号議案 ２０２３年度理事候補者会議及び理事会開催の

件 

 

（補足説明） 夏原 専務理事候補者 

 よろしくお願いいたします。２０２３年理事会運営に

ついて説明させていただきます。本年度も文教スタヂオ

様５階を理事会会場として使用させていただきます。理

事会構成メンバー数は年間オブザーバーであるセクレタ

リー含め２３名。年当初に理事会構成費として１万円ず

つ徴収させていただきます。これは原則として本年度理

事会の会場費として使用させていただきます。臨時開催

の可能性、また２０２３年度開催される会議の会場費と

して使用される可能性も加味しておりますのでご了承下

さい。残金はすべて本会計に繰り入れさせていただきま

す。また本日第一回理事候補者会議におきましては食事

をご用意しておりますが、基本的に食事はこの第一回理

事候補者会議のみでございます。理事会の設営は事務局

が担当させていただきます。以上よろしくお願いいたし

ます。 

 

（質問） 木田 監事候補者 

 ＷＥＢ開催をされるということですが、ＷＥＢで開催

される場合どのように開催されるのか、何を使って開催

されるのか決めていることがあれば教えてください。 

 

（応答） 夏原 専務理事候補者 

 基本的には現地開催ではあるのですが本年度同様に状

況を加味してＷＥＢ開催も視野にいれて開催させていた

だこうと考えております。何を使うかというものに関し

ましては、ＺＯＯＭにてＷＥＢ開催しようと考えており

ます。 

 

（質問） 木田 監事候補者 

 ＺＯＯＭを使われるということですが、その費用等は

どこから捻出をされてどのように処理されるのか教えて

ください。 

 

（応答） 夏原 専務理事候補者 

 ＺＯＯＭに関しましては例年同様の形で彦根青年会議

所にて登録しているものがありますので、そちらのアカ

ウントを使用させていただいて開催したいと現状は考え

ております。ＷＥＢ開催の可能性も置いてはいるのです

が基本的に２０２３年度においては現地開催を極力させ

ていただく流れにさせていただきたいと考えております。 

 

（意見） 木田 監事候補者 

 理事会は何があっても必ず開催をしなければいけない

ものですからＷＥＢ開催は視野にいれていただいて、ツ

ールをどの様に使うのか何を使うのか、来年のルールは

どうするのかといったところをしっかりと、委員長を含

めて理事の皆さんに御提示をいただくようにお願いした

いと思います 

 

（決定） 全会一致をもって承認 

 

 

 



２号議案 事業計画 ２０２３年度理事候補者会議及び理

事会開催 

 

（補足説明） 橋本 理事長候補者 

 公益社団法人彦根青年会議所定款第３章第２２条第２

項の規定に基づき、１２月通常総会上程議案である２０

２３年度事業計画（案）について承認を得るために、本

議案を提案いたします。この議案に関しましては来年一

年間の一番重要な議案となりますので皆さんご審議の程

よろしくお願いします。 

 

（補足説明） 澤田 総務広報委員長候補者 

総務広報委員会方針一読 

２０２３年度総務広報委員会方針の主なポイントは２

つあります。１つは、組織や広報のあり方の見直しです。

例えば彦根青年会議所が古くから続けている新聞新年号、

月報発行、公式ＷＥＢサイトの運営などの広報活動につ

いては、その伝統を守りつつも時代の変遷とともに、そ

の手法については従来から少しずつ工夫と改良が加えら

れてきました。理事長方針のなかに「常に新しい情報を

取り入れ、本当に必要で効果的な情報ツールをしっかり

検証していくべき」という一文があるように、メンバー

数の減少にともなう予算の縮小や、ＳＤＧｓの観点から

も紙媒体を無くし、その代替案として、より効果的な情

報ツールによる情報発信のために予算を取るというよう

なことを考えています。このように、従来から見直され

てきた組織や広報のあり方について、もう一歩踏み込ん

だアプローチをしていきたいと考えています。もう１つ

は、会員拡大です。彦根青年会議所が地域に無くてはな

らない存在になるような活動を展開し続けるためには、

より多くのメンバーが集い、強い絆で結ばれ共に成長し

ていく必要があると考えます。しかしながら、２０２４

年度に多くのメンバーが卒業を迎えることで、会員拡大

をしなければメンバー数が著しく減少してしまうことが

見えています。そこで、委員会方針に会員拡大の要素も

入れることにより、全メンバーに対して橋本理事長が最

重要課題と認識されている会員拡大の意識を高めてもら

う意図があります。また、「効果的な情報ツール」という

表現を入れることにより、目的によって適切な情報ツー

ルを使って、会員拡大につながる情報発信をしていくと

いう意図があります。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 上段の「活気に満ちた組織として運動を展開していく

ためには」と書いてあるのですが総務広報委員会が思う

活気に満ちた組織とはどういった組織のことを指すのか

教えてください。 

 

（応答） 澤田 総務広報委員長候補者 

 活気に満ちた組織というのは人数の事もあるのですが、

人数以上に総会への参加、例会への参加、事業への参加

等出来るだけ多くのメンバーが参加いただいて組織の帰

属意識を高められるような状態が活気に満ちた組織だと

考えます。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 例会に参加とか事業に参加とかは確かにそうだとは思

うのですが総務委員会でそういった活動や運動を促すよ

うなこともするのですか。 

 

（応答） 澤田 務広報委員長候補者 

 総務委員会の担いとしては主に総会の場で一番大事な

ことを決めるのが総会の場だと思いますし総会につきま

しては全員に連絡はもちろんのところですけども少しで

も多くの方に参加いただいて組織の方向性をめていく重

要な所に参加いただくような活動はしていきたいと考え

ております。 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 今ほど参加とおっしゃられていたのですが、橋本理事

長が方針の中で掲げられているのは「多くのメンバーが

積極的に参画したくなるような組織を構築していく」と

書いてあります。参加と参画では違うと思うのでそのよ

うな取り組みが必ず必要だと思うのですが、参画しても

らえるような取り組みはあるのでしょうか。 

 

（応答） 澤田 務広報委員長候補者 

 参加といいましたが参画ですね。積極的に参画をして



いただくという意味では総務の担いもそうなのですけれ

ども、今回総務広報委員会となっておりますので、新し

いツールも使いまして、動画とかも取り入れたいと思い

ます。そういったところで地域の方々含めメンバーにも

そういった情報を発信することによって、ただの参加で

はなくて、積極的に参画していただけるような流れに持

っていけたら良いと考えております。 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 それは例えばＦａｃｅｂｏｏｋや Instagram を見てい

ただいてメンバーももちろんそうですし、地域の方々に

参加してもらえるような工夫をすることでしょうか。 

 

（応答） 澤田 務広報委員長候補者 

 その発信の所を強めていき、今までになかったチャレ

ンジとしては動画でそういったところを周知し、特に事

業とかですと事前の動画でただ参加するだけでなく、自

分たちが作っていくような意識も高められるようなもの

を作って行きたいと考えております。 

 

（意見） 北村 理事候補者 

 メンバー専用のＦａｃｅｂｏｏｋページでいいねとか

も押されているのですが、結構固定されていまして大体

１４名ぐらいで押す人も一緒の人なので、その辺の見て

いただく工夫も必要だと思います。参加してない人をど

の様にして参画してもらえるかを考えていただいて、１

年間取り組んでいただきたいと思います。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 今、情報ツールの話があって聞きたいことがありまし

た。様々な情報ツールの中から効果的なツールを用いて

と書いてあるのですが、様々な情報ツールとは何なので

すか。と、効果的なツールとは何ですか。 

 

（応答） 澤田 務広報委員長候補者 

 現在Ｆａｃｅｂｏｏｋ、Instagram、を使用していまし

て、２０２２年度上田委員長が LINE の公式アカウントを

取っていただきまして、ＴｗｉｔｔｅｒやＴｉｋＴｏＫ

を追加しようと考えています。効果的なツールを用いて

というところですが、それぞれのＳＮＳ情報発信ツール

において、閲覧される年齢の層が違うと思いましてＦａ

ｃｅｂｏｏｋだと年齢が３０代以上、４０代以上と万遍

なく広がっているのですが、Instagram だと２０代、３

０代女性とかＴｉｋＴｏｋだと１０代、２０代前半ぐら

いです。Ｔｗｉｔｔｅｒであると幅広く見られているの

で拡散性があります。ＳＮＳによってそれぞれの特徴が

ありますのでその中で効果的なツールとは、情報の発信

の内容とかによっても変わってくると思います。そのツ

ールの中でどれが一番刺さるかというのは、検証してか

らとなるのですが、様々な層の方に届けられるようなツ

ールを用いてやっていきたいと思っております。場合に

よってどれが一番というのは変わってくると思いますの

でそれぞれを使い分けていきたいと思います。 

 

（意見） 園 理事候補者 

 ということはほとんどのツールを使うということです

ね。この書き方だと一個だけを選び使用するように思い

ましたので、このような質問をさせていただきました。 

 

（質問） 青木 理事候補者 

 二段目の「伝統を受け継ぎつつ」と、あるのですが委

員長の思う伝統とは何ですか。 

 

（応答） 澤田 務広報委員長候補者 

 伝統とは多々ありますが、彦根青年会議所が昔から受

け継いでいるハンドブックにも記載されている定款も、

変わりつつ受け継がれているものの１つです。あとは活

動を伝統という形とは無いのですが、彦根青年会議所が

理事会の設営等のマニュアルがあるものや、無いものに

ついても彦根青年会議所の伝統だと思います。まず、自

分自身が知るところからですが、そういったところを総

会の空き時間などで伝えていけたら良いと思います。形

のあるものでは無いですが、運営の仕方等が伝統なのか

と思います。 

 

（質問） 青木 理事候補者 

 伝統については理解しました。上段の部分を見ている

と総務としての役割に偏っているように思うのですが、



広報的な背景はどこを指しておられますか。 

 

（応答） 澤田 務広報委員長候補者 

 広報の部分としては全体的に書かれているのですが、

特に時代の流れに柔軟に対応出来るというところです。

組織運営を見ると総務のような形にはなるのですが、広

報として先程補足説明させていただいたように、紙媒体

の月報を無くす等の意味をこのようなところに汲んでい

るというところと、メンバー一人ひとりが我々の運動に

自信と誇りを持ちのところに関して、我々はこのような

運動・活動を、地域の方やメンバーに発信したりするこ

とで、地域の方々に彦根青年会議がどの様な組織なのか

知ってもらうことで帰属意識を持ってもらうところに繋

げていますので、そのようなところに広報の部分は含ま

せています。 

 

（質問） 青木 理事候補者 

 理解しました。今おっしゃられた運動と帰属意識を持

っての活動と書かれているのですが、運動と活動の違い

は何ですか。 

 

（応答） 澤田 務広報委員長候補者 

 運動とは彦根青年会議所が組織としての方向性に運動

することで、活動とは運動の元でそれぞれ個々が活動す

ることだと思っています。 

 

（意見） 青木 理事候補者 

 僕も同じ意味で捉えています。運動は対外的なもの活

動は対内的なもののように捉えております。総務広報な

ので対内も対外も運動・活動もされる委員会ですので、

積極的に対内だけでなく対外にも発信されることをお願

いしたいと思います。 

 

（質問） 北川 理事候補者 

 方針の４段目に、「組織の在り方を今一度見直しより効

果効率的な組織運営を目指す中で」とありますが、総務

広報委員会で考えられている見直すべきところは何かあ

りますか。 

 

（応答） 澤田 務広報委員長候補者 

 見直すとは何か変えるイメージもあると思うのですが、

「見」「直す」ということで私たちが彦根青年会議所とし

て普段活動しているのですが中々ハンドブックに書かれ

ている内容や彦根青年会議所が昔から培っているものの

情報を組織内で共有されていないと思います。そういう

ところを共有出来るように次年度例会で８月に組織の在

り方について考える例会を企画しています。総会の投票

集計時間の間で少しずつでも共有したいと考えておりま

す。 

 

（質問） 藤井 理事候補者 

 下段３行目の「地域の方々に我々の組織の魅力を伝え」

と先程おっしゃられたＳＮＳ等のツールを使用して組織

の魅力を伝えられると思うのですが、その後の理解と共

感を得ると書かれています。なかなか文章や動画では理

解と共感を得るのは難しいと思うのですが、澤田委員長

が理解と共感を得る為に考えていることはありますか。 

 

（応答） 澤田 務広報委員長候補者 

 理解と共感をしてもらうのは難しいと思うのですが、

今回は発信を行うツールを増やしていますので、多くの

人の目に触れ注意を引くのが大事だと思います。今回シ

ョートムービーや動画にチャレンジし、１つの動画を

色々なＳＮＳにて発信を行うことで、目に触れる機会を

増やそうと思っています。例えば写生大会の様な事業で

すと地域の魅力や愛郷心を育むことが出来、そのような

場所ですと活動していることが多くの人の目に入ります

ので分母を増やして、一人でも多くの共感していただけ

る人を少しでも増やしていければと思います。 

 

（質問） 中西 理事候補者 

 帰属意識をもって活動に邁進出来る組織と上段にも書

かれているのですが、下段の「活動に取り組む環境を整

える」とも書かれているのですが、どの様に環境を整え

ようと考えておられますか。 

 

（応答） 澤田 務広報委員長候補者 

 帰属意識とは組織に属し誇りを持てることと思います。



まずは総務の担いにはなりますが総会に出来るだけ多く

のメンバーに参加いただき、それに加え我々の活動を出

来るだけ多くの方に知っていただけるように発信を行い

ます。自分たちの活動や自分たちの組織に誇りを持って

貰えるように地域の方々に彦根青年会議所が地域に貢献

されているなと知ってもらうことで帰属意識を高める。

それが環境を整えることだと思っております。 

 

（質問） 中西 理事候補者 

 帰属意識を持つことの説明は良くわかったのですが活

動に取り組む環境に対し周りに理解があること以外に例

会等に参加してもらえる様な取り組みやまた、ほかの取

り組みを行うことで環境を整えることは考えられていま

すか。 

 

（応答） 澤田 務広報委員長候補者 

 今具体的には考えてはいませんが、そういったことを

考えられるように活動していきたいと考えます。 

 

（質問） 中西 理事候補者 

 多くのＳＮＳのツールを使われると聞いているのです

がＦａｃｅｂｏｏｋや Instagram 共に運用に手間が掛か

ると思います。委員長の負担が多く掛かると思うのです

が委員会メンバーで役割分担等は考えられていますか。 

 

（応答） 澤田 務広報委員長候補者 

 分担等を決めていませんが発信する内容については分

担を行う予定です。発信につきましては同じ内容をそれ

ぞれのＳＮＳに発信を行いますのでそこまで負担になら

ないと考えております。動画については仮入会会員の岡

本君が動画クリエイターですので、その様な動画の作成

をお願いしたいと思っております。その他につきまして

は今後の委員会で割り振りを考えたいと思います。 

 

（意見） 中西 理事候補者 

 例年総務広報委員長は忙しくされているイメージがあ

りまして、メンバーの帰属意識を高めるのも委員会の役

割だと思いますので、委員会メンバーにしっかりと協力

いただいて一年間活動していただけると良いと思います。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 「永続的に魅力溢れる運動を展開出来る組織づくりを

目指します」と書いてありますが、永続的に魅力溢れる

運動というところで委員長の思うものは何ですか。 

 

（応答） 澤田 務広報委員長候補者 

 会員拡大にも関しまして永続的に活動していくにはメ

ンバーがいなければ永続的に活動出来ないと考えます。

一定数のメンバーを確保しつつ、永続的に活動出来る組

織という意味で永続的という言葉を使わせていただいて

います。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 最終的に総務広報委員会では拡大を行い運動展開出来

る組織を目指すということですか。 

 

（応答） 澤田 務広報委員長候補者 

 拡大は１つのテーマでありますので総務、広報を含め

て拡大に取り組むのは大きなポイントではあります。総

務の担いとしては総会や大事なことを決める場の設営を

行い、皆さんに組織の在り方等を考えていただくことも

大事ですので両輪でやっていきたいと考えます。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 事業計画の会員拡大のところで内容で仲間の輪を広げ

る活動と書いておられるのですが、どの様な活動をしよ

うと思っておられますか。 

 

（応答） 澤田 務広報委員長候補者 

内容につきましては委員会と共通の仲間の輪を広げる

活動とはなっていますが、総務広報委員会としては広報

が会員拡大に繋げられる１つの委員会になるので、広報

の部分を使用して仲間の輪を広げて行きたいと考えてお

ります。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 解りました。褒章申請の上の空白は必要ないと思いま

すので訂正お願いします。それと、３月度例会組織の魅



力を伝える手法を学ぶ例会では組織の魅力より手法を学

ぶことでしょうか。 

 

（応答） 澤田 務広報委員長候補者 

 総務広報委員会だけでＳＮＳ等を行ってもなかなか拡

散力が無いと思いますので、できるだけ早い段階の３月

の例会で、例えば総務広報委員会で作った投稿をシェア

する等、メンバーの方から魅力を伝える手法を学ぶ例会

を考えております。 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 ８月度例会の組織の在り方について考える例会とりま

すが方針のどの部分ぐらいにあたりますか。 

 

（応答） 澤田 務広報委員長候補者 

 下段の一行目の所の「組織の在り方を今一度見直し」

の所です。歴の浅いメンバーも多いので組織の在り方と

いうところをもう一度再認識するべきと考えています。 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 僕は歴も深いのでそういったところを知っていなけれ

ばならないのですが、例えばすべてを把握しているメン

バーの方がその例会に参加した時や、歴の浅いメンバー

が参加して最終的にどうなってほしいかのイメージはあ

りますか。 

 

（応答） 澤田 務広報委員長候補者 

 歴が長い方ですべてを把握している方はもしかしたら

いるかもしれないのですが、灯台下暗し的に知らないこ

ともあると思いますので、再確認をするというところと

歴の浅いメンバーにレクチャーをしていただくことで学

びになると考えます。 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 その例会に参加して結果どうなりますか。知らないこ

とを学び今一度見直して確認は出来ると思うのですが、

それでどの様になるのですか。 

 

 

（応答） 澤田 務広報委員長候補者 

 結果的には彦根青年会議所の在り方を学んだうえで、

今後の活動に活かして欲しいと考えます。組織として活

動について学ぶことで参画の仕方等変わってくると思い

ますので、無駄にはならないと考えます。 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 僕も総務広報委員会の委員長でしたので、すごく良く

分ります。方針を見ていると自分の方針とよく似ている

と思いますので、今年一年で澤田委員長の色を出してほ

しいと思いました。あと方針の中で「役割と責任を理解

し」と書いてあるのですが、来年の僕の役割と責任とは

何ですか。メンバーの一人ひとりが役割と責任を理解い

ていないといけないということですよね。 

 

（応答） 澤田 総務広報委員長候補者 

 役割と責任を理解し活動に取り組む環境を整えると記

載していますので、役割や責任を理解出来るように環境

を整えていこうと思います。 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 役割と責任を理解していないとダメだと思うのですが、

どこかでメンバー一人ひとりが役割と責任を理解する場

がないといけないと思います。委員長はどう思われます

か。 

 

（応答） 澤田 総務広報委員長候補者 

 今後委員会で役割と責任といったことを理解できるよ

うな場を考えていきたいと思います。 

 

（意見） 北村 理事候補者 

 ８月度例会の内容を見ているとここらへんなのかと思

います、メンバー一人ひとりが役割と責任を理解出来る

ような例会にしていただきたいと思います。 

 

（質問） 中西 理事候補者 

 ３月度例会がメンバー向けですが次年度では公式訪問

はないのでしょうか。 

 



（応答） 澤田 総務広報委員長候補者 

 次年度では公式訪問はないとお聞きしていますので３

月はメンバー向けの例会をしようと考えています。 

 

（応答） 夏原 専務理事候補者 

 次年度の公式訪問に関してまだ確実な情報ではないで

すが、公式訪問というかたちではないですが、滋賀ブロ

ック協議会から各ＬＯＭに対して、本会のお話を伝える

ような取り組みの予定はされています。 

 

（質問） 中西 理事候補者 

 もしかしたらあるという可能性もあるのですか。その

場合は事業計画の変更の可能性もあるのですか。 

 

（応答） 夏原 専務理事候補者 

 例会という形ではさせていただかない予定で考えてお

ります。 

 

                           

議長判断により休憩 

休憩時間  ３０分   １９：００～１９：３０ 

                           

 

（補足説明） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

組織の輪確立委員会方針一読 

 地域のために自ら行動を起こせる人間として、積極的

に活動を続けるためには、メンバー一人ひとりが目的を

持って活動し、強い意志で切磋琢磨し彦根青年会議所で

の貴重な時間を共有する中でお互いを大切に思い、かけ

がえのない友情を育む必要があると考えます。組織の輪

確立委員会では意識の向上を図り、メンバー同士での魅

力を磨き上げ、困難に負けず目標に向かい、活動を通し

て心の底から語り合う機会を創出し、仲間への感謝の気

持ちや思いやりを持つことにより、生涯の宝となる仲間

の強い絆で結ばれると考えます。 

 

（質問） 夏原 理事候補者 

 下段に「会員拡大で意識向上を図り」と書かれている

のですが事業計画の中のどこで取り組みをされるのです

か。 

 

（応答） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

 事業計画には書いていないのですが、懇親会やそうい

った場で少し会員拡大について話をする等、多くの会員

拡大をされた人にどの様にされたのか話を聞きたいと思

っております。 

 

（質問） 夏原 理事候補者 

 来年コロナの状況にもよりますが懇親会等開かれない

場合はどの様にお考えですか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

 そのような場合は例会の時間を少しお借りして行いた

いと思っております。 

 

（意見） 夏原 理事候補者 

 各委員長としっかりと連携を取り、頑張ってください。 

 

（質問） 藤井 理事候補者 

 方針を見ていると四文字熟語が沢山使われているので

すが何か想いはありますか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

 四文字熟語は言葉の意味が凝縮されていますので簡潔

に想いが伝わると思いました。 

 

（質問） 藤井 理事候補者 

 下段の一行目の相互研鑽の意味を教えてください。 

 

（応答） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

 意味としてはお互いに能力を磨き上げると意味がある

のですが、私の解釈としましてはメンバー同士で想いを

ぶつけ合うことで互いに成長していけるとゆう意味で使

用しています。 

 

（質問） 藤井 理事候補者 

 お互いが研鑽していくということで事業計画の何処に

当てはまるとこはありますか。 



（応答） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

 会員研修で行いたいと思っております。 

 

（質問） 藤井 理事候補者 

 会員研修でされるということですが内容等は決まって

いますか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

 具体的にはまだですが話すことについて焦点を当てて、

そういった会員研修を開きたいと考えています。 

 

（意見） 藤井 理事候補者 

 メンバー同士が話して資質の向上は良いことだと思い

ますので、良い会員研修になる様に頑張って下さい。 

 

（質問） 上田 理事候補者 

 組織の輪確立委員会ということで輪を作る委員会だと

考えますが、丸山委員長の想う輪を作るために必要なこ

とはどの様なことですか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

 下段に書いている「メンバーが相互研鑽を通して資質

の向上を行うとともに、不撓不屈の精神で団結し目標に

向かい」というところで５月度例会、「互いへの感謝や想

いやりをもつことにより」というところで１２月度例会

と考えていましてそれらを全部達成することで組織の輪

は確立出来ると思っています。 

 

（質問） 上田 理事候補者 

 １２月にならないと輪は出来ないということでしょう

か。 

 

（応答） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

 輪としましては彦根青年会議所が輪と考えていますの

で、一年間を終えて現状より更に強固な輪にするという

意味で考えております。 

 

（質問） 上田 理事候補者 

 そのために必要な手法はどの様なものがありますか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

 会員研修や５月度例会等の目標に向かい団結し達成す

ることで意識の共有をし、１２月度例会に１年間の想い

を聞きあうことによって強固な輪になると考えます。 

 

（意見） 上田 理事候補者 

 委員会名にあるように組織の輪を作るということで強

い輪を作っていただきたいと思います。 

 

（質問） 中西 理事候補者 

 組織の輪を確立するということですが具体的にどのよ

うなものですか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

 メンバー一人ひとりが想いやりや強い信頼関係で結ば

れている組織だと考えます。 

 

（質問） 中西 理事候補者 

 絆と輪に違いはあるのでしょうか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

 絆の意味は人と人が一つとなる強い想いを絆という言

葉で表しています。組織の輪は想いやりや助け合ったり

することで生まれる信頼関係の輪だと考えます。 

 

（質問） 中西 理事候補者 

 組織の輪は丸山委員長の中では絆よりもより互いの想

いやりがある絆より強いものという認識でよろしかった

ですか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

 その通りでございます。 

 

（質問） 中西 理事候補者 

 「メンバー一人ひとりが確固たる信念をもち」と書か

れていますが、メンバー一人ひとりが確固たる信念を持

ってもらうために何かされる取り組みはありますか。 

 



（応答） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

 例会や会員研修にただ参加するではなく目的やどの様

な学びがあるのか考えて参加していただきたく、ＰＲ等

で事前にある程度内容を理解していただいて目的や学び

等を考えたうえで参加していただきたいと考えます。 

 

（質問） 中西 理事候補者 

 メンバーがＪＣ活動するための信念をもち例会等に参

加する認識でよろしかったですか。それともＪＣ活動以

外の信念もあるのでしょうか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

 地域のリーダーとして活動をする為には対内例会の学

びも必要だと考えております。 

  

（質問） 中西 理事候補者 

 例会に参加するだけでは確固たる信念を持てないと思

うのですがメンバー一人ひとりに持ってもらうために何

か例会等を通したりして何かするのでしょうか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

 特に考えておりません。 

 

（質問） 中西 理事候補者 

 例会に参加する意義を伝えるだけでは地域のリーダー

になる為の信念等を持つには足りないと思うのですがど

の様に考えておられますか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

 彦根青年会議所に属していることで高い意識を持って

いると思うのですが地域のリーダーとして活動していく

ために自分に足りないもの等、例会を通して目的と意義

を見つけていただけたらと考えます。  

 

（意見） 中西 理事候補者 

 メンバーの皆さん自主的に活動されていると思うので

すけども、確固たる信念があるかと言われるとそうでも

ない気もありますので一年間の活動で確固たる信念を持

てるように促すような取り組みをしていただけたらと思

います。 

 

（質問） 藤井 理事候補者 

 組織の輪とは全メンバーが仲間と強い絆で結ばれた組

織づくりと思うのですが、現状参加されていないメンバ

ーに対して来ていただくような取り組みは考えておられ

ますか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

 早めの電話等で参加していただけるように考えており

ます。 

 

（質問） 藤井 理事候補者 

 早めの電話で来てもらえるのであれば今でも来てもら

える様な状況はあったと思うのですが、全メンバーが集

まるほうが一致団結出来ると思うので、そのために特に

考えていることがあれば教えてください。 

 

（応答） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

 何度も電話をして来ていただけるようにお願いしたい

と考えます。 

 

（質問） 夏原 理事候補者 

９月度例で滋賀ブロック大会に参加して開催する例会だ

と思うのですがこれに参加してどの様に活動の理解を深

めるのですか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

滋賀ブロック協議会がどの様な活動をしているのか歴の

浅いメンバーは知らないと思いますので参加していただ

いて活動を知ることで理解が深められると思います。 

 

（質問） 夏原 理事候補者 

 その内容は方針のどのあたりになりますか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

活動を通して本音で語りあえる機会を創出しの部分で

す。 

 



（質問） 夏原 理事候補者 

 滋賀ブロック大会に参加してメンバー同士が本音で語

り合える機会を何か別でやられるイメージですか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

 ＬＯＭランチやご飯を食べる場で普段会話しないメン

バーとも会話する機会があると思いますので、このよう

な場だと歴の浅いメンバーが歴の深いメンバーとも会話

出来る機会があると思いますので、そのようなイメージ

です。 

 

（意見） 夏原 理事候補者 

 理解しました。会員大会等メンバーを募るのが大事で

すので電話等でしっかりとメンバー集めて頑張っていた

だきたいと思います。 

 

（質問） 中西 理事候補者 

 方針の下段に、「メンバーが相互研鑽を通して資質の向

上を行うとともに」と書かれていますが相互研鑽をする

取り組みとはどの辺りになりますか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

 ２月に行う会員研修で考えております。 

 

（質問） 中西 理事候補者 

 上段にも切磋琢磨するとともにとも書かれていますが

相互研鑽や切磋琢磨する取り組みは２月以外にも考えて

おられますか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

 ２月だけで考えております。 

 

（意見） 中西 理事候補者 

 地域のリーダーとして活動する為に信念を持つことや

切磋琢磨することは目的を達成する為に大事だと思いま

すので、２月ではメンバーの資質が向上出来るような取

り組みにしていただきたいです。 

 

 

（質問） 上田 理事候補者 

 資質の向上の資質とはどの様なものですか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

 会員研修の人間力のことと考えます。 

 

（質問） 上田 理事候補者 

人間力とはどの様なものですか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

言葉の意味としては自立した一人の人間として生きて

いくための総合的な力という意味ですが、今回使わせて

いただいているのは、ＪＡＹＣＥＥとして話す力のこと

と考えます。 

 

（質問） 上田 理事候補者 

 相互研鑽をして話す力を作ることを目指すということ

でよろしかったでしょうか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

 相互研鑽をして話す力の向上と考えます。 

 

（質問） 中西 理事候補者 

 下段の二行目に団結し目標に向かいとあるのですが団

結して向かう目標とは何ですか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

 生涯の宝となる仲間と強い絆で結ばれた組織をつくる

過点ですが、目標を定めそこにメンバーが向かうことで

意識を共有し達成感やくやしさ等の気持ちの共有と考え

ます。 

 

（質問） 中西 理事候補者 

 目標は何ですか。通過点かもしれませんが目標がない

と目指せないと思うのですが。 

 

（応答） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

 ５月度例会で目標を定めることをメンバーと考えたい

と思っております。 



（質問） 中西 理事候補者 

 絆をより深めるのが目標なのか、資質の向上なのか、

委員会方針として団結して目標と書かれていますのでも

う少し具体的なものはないのでしょうか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

 この文の目標は５月度例会の目標であり全体の目標で

はありません。 

 

（質問） 中西 理事候補者 

 委員会として目標があってそれをする為の５月度例会

だと思いますので委員会として何かあると思うのですが

いかがでしょうか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

 メンバーの想いや気持ちを一つにしてもらいたいこと

と思っております。その為に力を合わせられるような場

を設営することでみんなの想いを一つにすると考えます。 

 

（意見） 中西 理事候補者 

 メンバーの想いを一つにするという目標で理解しまし

た。 

 

（質問） 北川 理事候補者 

 メンバー一人ひとりが確固たる信念を持ちと書かれて

いますが丸山委員長はどの様な信念をお持ちですか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪確立委員長候補者 

 仲間と強い絆で結ばれた組織を目指す信念を持ってお

ります。 

 

（意見） 北川 理事候補者 

 生涯の宝となる仲間と強い絆で結ばれた組織づくり、

この信念を持ちしっかりと一年活動してください。 

 

（補足説明） 西村 地域共創委員長候補者 

 地域共創委員会方針一読 

 このまちに暮らす人びとがコロナ禍により生活環境が

変化し、市民同士の交流の機会も減り、様々な不安やス

トレスを感じながらの生活から３年が経ち、ようやくＷ

ｉｔｈコロナという新しい生活スタイルとなっている現

代だからこそ、地域の人びとと広く関りを持ち、今まで

以上に市民を引き込んだ活動をすることが活気あるまち

づくりに繋がると考えます。地域共創委員会ではこのま

ちに古くから根付く伝統や文化、豊富な歴史財産が数多

くありますが、普段生活していく中で当たり前になって

います。ですがそれはここにしかないひこねオリジナル

であり、ここに注目してメンバーとともにまずは私たち

がひこねオリジナルについて理解を深め、自分たちの住

むまちの魅力や価値を市民や次世代を担う子供達に向け、

発見や魅力をより多くの方々に発信することで、興味を

仰ぎひこねオリジナルに触れ合う場を持つことで自分た

ちの暮らす地域に誇りを持ち、愛郷心を育むとともに、

関心を高め、市民一体となり地域を活気づけ、魅力のあ

るひこねを伝えて行きたいと思います。 

 

（質問） 夏原 理事候補者 

 方針や補足説明にひこねオリジナルがよく出ていまし

たが、委員長の思うひこねオリジナルとは何ですか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 私が思うひこねオリジナルとは市民が誇りを持てる魅

力あるひこね特有の地域資源だと考えます。 

 

（質問） 夏原 理事候補者 

 ２月度例会、写生大会、１１月度例会のひこねオリジ

ナル探求・体感・伝播このひこねオリジナルは同じもの

と考えてよいでしょうか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 同じものでは無いですが魅力ある地域資源という部分

では同じものです。 

 

（質問） 夏原 理事候補者 

 探求・体感・伝播の流れを見ると私の中では２月例会

でインプットをして、写生大会・１１月度例会で何かア

ウトプットする様なイメージなのですが、写生大会でア

ウトプットするようなことはありますか。 



（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 アウトプットする様な例会ですが内容は現在未定です。 

 

（意見） 夏原 理事候補者 

 内容についてはこれからじっくり考えていただけたら

良いと思いますので、メンバーや市民が体感できるよう

な事業、伝播出来るような内容にしていただけるように

頑張って下さい。 

 

（質問） 青木 理事候補者 

 「活気に溢れた明るいまちの未来」と書かれています

が、活気に溢れたまちと明るいまち意味は同じかと思う

のですが何が違うのでしょうか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 明るいまちとは地域の関心やまちを想う心を持った市

民が暮らすまちと考えます。 

 

（質問） 青木 理事候補者 

 明るいまちについては理解しました。活気に溢れてい

るまちとはどの様な状態ですか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 活気に溢れているまちとは人々が沢山集まり住み暮ら

すまちと考えます。 

 

（意見・質問） 青木 理事候補者 

 想いはあると思うのですが、限られた文字の中で表現

をするので似たような言葉は使わずにもっと委員長の想

いを表現出来る言葉のほうが良かったのではないかと思

いました。ただその様な想いを持っているなら良いとも

思いまいした。あと、多くの人が集まり彦根の魅力を理

解している人が多くいる状態の未来を作っていきたいと

思うのですが、それを叶えるには地域資源の触合いと関

心や誇りを高めて愛郷心を育むとゆうことでこの未来は

叶えられますか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 その様に考えております。 

（質問） 青木 理事候補者 

 それをする為に事業をされると思うのですが何故２月

度例会はメンバーだけで考えておられますか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 まず、私たちがひこねオリジナルについて詳しく理解

しなければ発信出来ないと思い、２月度例会はひこねオ

リジナルについて理解を深める場にしたいと考えました。 

 

（質問） 青木 理事候補者 

 方針下段に「地域資源の探求と魅力の再認識」と書か

れていて、２月度例会で探求ということで探求と再認識

とは別の意味と考えますが探求と再認識どの様な違いで

すか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

ものを探しに行くことを探求としまして魅力というの

も新しいものを探す探求でもなく、魅力を再認識して魅

力を探すと考えていますので両方探すというわけではな

いです。 

 

（質問） 青木 理事候補者 

 ものを探さないということであればそれは探求とは言

わないと思うのですが、今いるメンバーで新しいものを

探すことを探求かと思います。知らないものを知るので

はそれは再認識とも違うと思うのですが、探求と再認識

では相容れないものと考えます。探求と再認識を使用し

た意味を教えてください。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 例えばですが国宝・彦根城は皆さんも知っていると思

うのですが国宝・彦根城の良い所は知らない方もおられ

ると思いますので国宝・彦根城の知らないことを探求し、

尚且つ魅力を再認識すると考えております。 

 

（意見） 青木 理事候補者 

 既存の地域資源を深く探っていくと理解しました。た

だ、今おっしゃっていた国宝・彦根城等は今いるメンバ

ーはある程度のイメージはあると思いますので、２月度



例会のイメージはありませんが、せっかくなので国宝・

彦根城にとらわれず新しいものを探すのも良いのかとも

思いました。 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 関係諸団体や多くの人びとを巻き込みと書いてありま

すが、多くの人びとを巻き込むとはどの様な意味でしょ

うか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 多くの人びとにひこねオリジナルを伝播したいと考え

ていまして、多くの人びとを巻き込むことで沢山の人に

伝播出来ると考えます。 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 事業に参加してもらうことが巻き込むということです

か。参加だけでは巻き込めてないというイメージがある

のですが、どの様に巻き込んでいくのかということを説

明して欲しいと思います。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 具体的には決まっていません。 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 例えば例会の中に対外の方に参加していただいて、そ

の例会の中で対外の方に地域資源を伝播するのは手法の

様に思います。例会の中で手法をとるではなく対外の人

を巻き込んでのイメージがあると思うのですがいかがで

しょうか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 多くの人びととは個人的にまちおこしを考えている方、

事業に協力して下さる方々と共に活動したいと考えます。 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 今おっしゃられたのは関係諸団体だと思うのですが多

くの人びとは巻き込んでいかないのですか。 

 

 

議長判断により休憩 

休憩時間  ５分     ２０：４５～２０：５０ 

 

議長 

退席 清水翔太 君   出席理事数 １４名 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 多くの人びととは関係諸団体以外の協力関係を持てる

個人やメンバーを指しており、例えば一緒に活動を行う

子どもちや個人的にまちおこしを行っている人で、事業

に協力をしてもらえる方を指しています。 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 一般市民や参加していただく方々ではないのですね。

そしてその方々を巻き込み「次代を見据えた活動」と書

いてありますが「次代を見据えた活動」どの様な活動で

しょうか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

多くの人びとにひこねオリジナルを伝播することで愛郷

心を育む活動を行えると考えます。 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 関係諸団体やまちづくりをされている諸団体を巻き込

んでその方々に愛郷心を育むということですか。それが

次代を見据えた活動という認識で良かったでしょうか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 関係諸団体と共に市民に次代を見据えた活動をしてい

ただきたいと考えます 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 次代を見据えるとはどの様な意味ですか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 今いる子どもたちやこれから社会に出る学生などのこ

とを考えています。その子たちに愛郷心を育むことで次

代を見据えられると考えております。 

（質問） 園 理事候補者 



 ひこねの地域資源を探求しと、書いていますがひこね

の地域資源とは何ですか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 例えばですが国宝・彦根城や豊郷小学校旧校舎群や他

にも多々あります。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 ひこねの魅力ある地域資源とは何ですか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長 

 ひこねにある魅力あるようなものを魅力ある地域資源

だと考えます。そういった地域資源に自分自身が魅力を

持てれば魅力ある地域資源になると考えます。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 上段ではひこねの魅力ある地域資源とのふれあいを通

じてと書かれていますので、委員長の中では考えられて

いると思いますのと、下段ではひこねの地域資源を探求

しと書いています。地域資源、地域資源とでてきている

ので僕の中では違う単語だと思っていたのですが、もし

一緒なのであれば分けて書くのは少し違うと考えます。

ひこねオリジナルに関しまして先程の質問でも魅力ある

地域資源です。ということは全部が地域資源であればひ

こねオリジナルと言わなくてもいいのではと思います。

ひこねオリジナルは特に決まってはいないと思いますが

委員長・委員会が想うひこねオリジナルとはこれだとい

うものを掲げないと地域資源は沢山あるのでもっと細か

く書いても良いのかと僕は思いました。歴史文化や地域

の人も地域資源ですし子どもたちも地域資源と沢山ある

ので今のままだと大まかすぎて委員会の方向性が見えな

いと思いました。この委員会の最終目指すべき場所は何

ですか。活気と魅力に満ち溢れたまちの共創を目指しま

すとはどの様な意味ですか。 

 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 関係諸団体や多くの人びとを巻き込み活動し伝播出来

たときに共創出来ると考えます。 

（質問） 青木 理事候補者 

 事業計画の１１月度例会でひこねオリジナルを伝播す

る例会とあるのですがメンバーと市民でひこねオリジナ

ルを伝播されるイメージですか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 その通りです。 

 

（質問） 青木 理事候補者 

 メンバーと市民が一緒になってひこねオリジナルを伝

播されるということですが、方針には志の高い仲間とひ

こねオリジナルを伝播すると書かれています。志の高い

仲間とはメンバーだと思うので、メンバーだけで伝播さ

れると考えるのですがどの様なイメージを持っているの

かもう少し詳しくお願いします。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 わたしたちが伝播出来る場を設け、その場で市民とと

もに伝播しようと考えます。 

 

（意見） 青木 理事候補者 

 メンバーが場を用意して携わっている人に伝播しても

らうということでメンバーは設営するだけなのか疑問点

はありますが、この中に先程の質問での多くの人々を巻

き込みとかもかかってくるのかなと思いますのでしっか

りと計画していただきたいと思います。せっかくのひこ

ねオリジナルなので西村委員長の想うようなひこねオリ

ジナルを作っていって下さい。 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 地域共創委員会が一年間を通して活動されて、どの様

な成果が得られれば活気と魅力に満ち溢れたまちの共創

が出来たと思いますか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 地域への関心や誇りが高く愛郷心を育めている人が増

えれば活気と魅力に満ち溢れたまちの共創が出来ている

のではないかと思います。 

 



（質問） 北村 理事候補者 

 愛郷心を育まれた人とはどの様な状態の人のことを言

いますか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 このまちに住み続けたいこのまちを愛するような人だ

と考えます。 

 

（意見） 北村 理事候補者 

 対象者となるのは全ての人びとだと思いますので一年

間の活動を通してそういう状態になってもらえる様に全

力で活動していただきたいと思います。 

 

（質問） 青木 理事候補者 

 事業計画で写生大会とありますが例年のような規模で

の開催で考えられていますか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 その予定で考えております。 

 

（質問） 青木 理事候補者 

 写生大会での付帯事業は考えられていますか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 付帯事業も行おうと思っております。 

 

（意見） 青木 理事候補者 

 一年の主軸事業だと思いますので、関係諸団体や多く

の人々を巻き込むことでもっと大きな付帯事業も出来る

と思いますので１１月例会にも繋げられる様な取り組み

をしていただきたいと思います。 

 

（補足説明） 澤井 ７０周年実行特別委員長候補者 

 ７０周年実行特別委員会方針一読 

 ２０２３年度彦根青年会議所は創立７０周年を迎える

という節目の年です。この年を迎えることができたのも、

先輩諸氏が築き上げてこられたからだと思います。これ

までの積み重ねてこられた歴史を再認識し、先輩諸氏に

敬意を表し、これから先も続いていく彦根青年会議所へ

と繋げて行きたいと考えています。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 「先輩諸氏の精神やプライドを再認識する」というと

ころについてわかる範囲で教えてください。 

 

（応答） 澤井 ７０周年実行特別委員長候補者 

 先輩諸氏のその年の事業を行った想い、魂や誇りなど

を理解したいと考えます。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 事業を行った想いであったりを見直したりするのが４

月度例会ということですか。 

 

（応答） 澤井 ７０周年実行特別委員長候補者 

 ４月度例会でも行いたいと思いますし、周年紙でも過

去の事業風景を載せますので、そこでも再認識していた

だければと考えます。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 「創立７０年を迎えたことに感謝を表す中で」とあり

ますが誰に感謝を表すのでしょうか。 

 

（応答） 澤井 ７０周年実行特別委員長候補者 

 先輩諸氏に感謝を表したいと考えております。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 ということはひこねの地域の方々には感謝は表さなく

ても良いということですか。 

 

（応答） 澤井 ７０周年実行特別委員長候補者 

 失礼いたしました。勿論地域の人たちにも感謝を伝え

たいと思っております。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 「唯一無二のひこねへの新たな一歩を」と書かれてい

ますが委員長の思う「唯一無二のひこね」とはどういっ

たものでしょうか。 

 



（応答） 澤井 ７０周年実行特別委員長候補者 

 「唯一無二のひこねへ」ということで僕たちが運動を

おこし、挑戦して進化をすることで未来のあるひこねを

目指したいと思っています。 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 彦根青年会議所が７０周年を迎えるにあたってまちの

方々に感謝するのと、先輩に対し感謝するといったとこ

ろで、なぜ両者に感謝しないといけないのか教えて下さ

い。 

 

（応答） 澤井 ７０周年実行特別委員長候補者 

 ７０年という歴史を先輩たちが築き上げてこられたか

らこそ７０年目を迎えることが出来たと考えます。そし

て先輩たちが行ってきた事業、そこに参加していただい

た市民のお陰でもあると思いますので市民にも感謝しな

ければいけないと考えます。 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 先輩諸兄に関しましておっしゃる通りと考えます。ま

ちの方への感謝ですが事業に参加していただいた方のみ

に対しての感謝という認識で良かったでしょうか。 

 

（応答） 澤井 ７０周年実行特別委員長候補者 

 我々の活動も市民の方々や組織の協力があって活動出

来ると思いますので、市民にも感謝したいと考えます 

 

（意見） 北村 理事候補者 

 我々が活動や仕事を当り前のように出来るのもこのま

ちが活気に満ちて、豊かなまちだからこそだと思います

ので、そういったところを意識して７０周年に向け頑張

って下さい。 

 

（質問） 木田 監事候補者 

事業計画の創立７０周年に関する諸事業の開催とあり

ますが具体的にどの様なことをするのかイメージがあれ

ば教えてください。 

 

（応答） 澤井 ７０周年実行特別委員長候補者 

 式典や祝賀会などと考えます。 

 

（質問） 木田 監事候補者 

 その他にイメージするものはありますか。 

 

（応答） 澤井 ７０周年実行特別委員長候補者 

 ロゴマークについても考えます。 

 

（意見） 木田 監事候補者 

澤井委員長が周年について一番理解していないと他の

メンバーは分らないと思いますので、しっかり７０周年

について理解し、把握してメンバーに伝えるのが大事だ

と思います。ですので今からしっかりイメージを持って

準備していただきたいと思います。頑張って下さい。 

 

（補足説明） 藤井 財政規則特別委員長候補者 

 財政規則特別委員会方針一読 

 ７０周年という歴史の中で、先輩諸氏が築いてこられ

た市民や諸団体との信頼関係を守り、より強固にする必

要があると考えます。そのため、公益社団法人として厳

格かつ的確な財務運営と組織全体への法令順守を行って

行きたいと考えます。財政規則特別委員会では、事業会

計をしっかりと把握し、しっかりと審査指導してきたい

と考えます。また６月度例会でコンプライアンスを学ん

でいただくことにより、彦根青年会議所活動及び社業に

活かしていただくとともに、地域からの信頼にこたえら

れる青年会議所活動が行えると考えます。 

 

（意見） 北村 理事候補者 

 西村委員長、一年間を通して委員会方針がずっとつい

てまわります。事業を開催するたびに次代を見据えた活

動という質問が来るかもしれません。方針を自分のもの

にしっかりとしていただきたいと思います。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 澤井委員長に聞きたいのですが、事業計画で「内容」

「対象」「時期」、「内容」「時期」「対象」とバラバラなの

で直してほしいです。あと７０周年記念誌に対し対象は

ないのか教えてください。 



（資料訂正） 澤井 ７０周年実行特別委員長候補者 

審議資料 ２０２３年度 基本方針及び事業計画（案） 

２０ページ ７０周年実行特別委員会事業計画（案） 

創立７０周年に関する諸事業の開催 

（誤）内容・対象・時期 

（正）内容・時期・対象 

 

２０ページ ７０周年実行特別委員会事業計画（案） 

彦根青年会議所創立７０周年記念誌の作成 

（追記）対象：メンバー及び市民 

 

（質問） 宮川 監事候補者 

 理事長の事業計画と地域共創委員会の事業計画におい

て１月度例会（新年交流例会）、１０月度例会（家族例

会）、１１月度（事業例会）と記載ありますが後ほど上が

ってくる１０号議案には１月度（新年交流）例会という

表記になっています。表記が違いますのでどちらかに統

一された方が良いと思います。 

 

（資料訂正） 夏原 専務理事候補者 

審議資料 ２０２３年度 基本方針及び事業計画（案） 

１４ページ 理事長方針及び事業計画（案） 

      事業計画 

（誤）１月度例会（新年交流例会） 

（正）１月度（新年交流）例会 

 

１４ページ 理事長方針及び事業計画（案） 

      事業計画 

（誤）１０月度例会（家族例会） 

（正）１０月度（家族）例会 

 

１９ページ 地域共創委員会方針及び事業計画 

      事業計画 

（誤）１１月度（事業例会） 

（正）１１月度（事業）例会 

 

１７ページ 組織の輪確立委員会方針及び事業計画 

      事業計画 

（誤）１２月度例会 

（正）１２月度（卒業）例会 

 

（質問） 木田 監事候補者 

 常設委員会や理事長所信の事業計画にもあるのですが

会員拡大の記載をされていますが、記載をした意図を教

えてください。 

 

（応答） 夏原 専務理事候補者 

 ２０２３年度は橋本理事長予定者の強い想いもありま

して拡大に力を入れたいと考えています。拡大について

各委員会にて担いであるとしっかり認識していただける

ようにこの様な形にさせていただきました。 

 

（質問） 木田 監事候補者 

 １５名拡大されるという橋本理事長予定者の熱い想い

で記載されたのかなと思いますが、理事長所信の事業計

画では会員拡大活動の推進とあります。その他は仲間の

輪を広げる活動と書いていますがこの違いは何ですか。

何故理事長所信の事業計画では仲間の輪を広げる活動は

ないのですか。 

 

（応答） 夏原 専務理事候補者 

 今回拡大を各委員会に担っているのですが、執行部と

してはしっかり皆さんが拡大活動に取り組んでいただけ

るような活動をさせていただきたいと考えております。

仲間の輪を考えないわけではないのですが、執行部が背

中を見せるという意味で推進していく、ということで事

業計画には記載しておりません。 

 

（質問） 木田 監事候補者 

 特別委員会にこの様な記載がないのはなぜですか。 

 

（応答） 夏原 専務理事候補者 

 特別委員会は他の委員会に属していますので特別委員

会の事業計画には盛り込んでいません。 

（質問） 木田 監事候補者 

 事業計画に書かれていますので各委員会活動されると

思います。または計画議案という形で上がってくること

もあるのかという想像もありますが、各委員会で取り組



みをされて理事会に計画議案をあげる予定はありますか。 

 

（応答） 夏原 専務理事候補者 

 現在は各委員会での拡大の取り組みを上程することは

ありませんが仮入会会員の上程は各員会での上程はして

もらおうとは思っております。特殊な動きを持つ計画議

案は各委員会での上程は考えておりません。各委員会の

担いでの拡大活動に尽力していただきたいと考えます。 

 

（質問） 木田 監事候補者 

 各委員会が拡大に成功した時は各委員会で責任を持っ

て仮入会会員の議案の上程を行うという認識でよろしか

ったでしょうか。入会の議案の上程だけでよろしかった

ですか。 

 

（応答） 夏原 専務理事候補者 

 入会の上程と仮入会研修に関しましても各委員会でし

ていただきたいと考えます。 

 

（質問） 木田 監事候補者 

 総務広報委員会の澤田委員長が一人拡大をしたら、総

務広報委員会で仮入会会員の議案を上程し、その後仮入

会会員の研修をする。その後、正会員議案の上程、新入

会員の研修も総務広報委員会でするという認識でよろし

かったですか。 

 

（応答） 夏原 専務理事候補者 

 「各委員会で責任を持って見てね」というような投げ

やりなものではなく、各研修には執行部も入らせていた

だこうと考えております。 

 

（意見） 木田 監事候補者 

 そのような取り組みを各委員会に落とし込みをされて

いるのか、各委員会任せにならないようにしっかりと仮

入会研修では何をしなければいけないのか、例えば組織

の輪確立委員会に仮入会された時、仮入会会員研修でや

らなければならないことプラス各委員会の取り組みがあ

れば委員会としてもしっかりと責任を持って出来ると思

います。そのあたりをどの様にしていくのかしっかりと

詰めていただきたいと思います。 

 

（決定） 全会一致をもって承認 

 

 

議長判断により休憩 

休憩時間  ５分      ２１：４０～２１：４５ 

 

３号議案 ２０２３年度職務分掌（案）承認の件 

 

（資料訂正） 夏原 専務理事候補者 

審議資料 ２０２３年度職務分掌（案）３ページ  

７０周年実行特別委員会 

（削除）会員の拡大に関すること 

財政規則特別委員会 

（削除）会員の拡大に関すること 

事務局に記載している。 

（削除）会員の拡大に関すること  

 

審議資料 ２０２３年度職務分掌（案）３ページ 

（誤）組織の輪確立委員会 

   会員の拡大及び入退会に関すること 

（正）組織の輪確立委員会 

   会員の拡大に関すること 

 

（補足説明） 夏原 専務理事候補者 

 ２０２３年度の前年度との大きな変更点としましては

総務委員会と広報委員会を合わせた総務広報委員会とさ

せていただいております。理事会は引き続き事務局が担

当しますが事業報告書に関しまして２０２３年度は事務

局にて担当させていただきます。会員拡大につきまして

各特別委員会・事務局を除いた全委員会に担当していた

だきます。ご審議のほどよろしくお願いします。 

 

（質問） 木田 監事候補者 

 総務広報委員会に記載されている例会の出欠管理は具

体的にどの様にされるのでしょうか。 

 

 



（応答） 夏原 専務理事候補者 

 こちら出欠管理をしてアテンダンスとして警告・勧告

を含め、管理をしていただくことになっております。 

 

（意見） 木田 監事候補者 

 もともと事業計画に挙げて例会の皆出席をされた方に

は記念品を贈呈していました。私の解釈としまして例会

にはメンバーは必ず出席する義務があると思います。事

業計画を上げてまでの取り組みはなくても良いのかと思

い、ここ数年もなかったです。ただ例会に欠席された方

に対してのアテンダンスの案内をするということは必要

だと思います。本来であれば会務報告の中にアテンダン

スも記載されていました。アテンダンスについてメンバ

ーは認知できていないと思いますので、そのようなこと

を今後どの様にされていくのか一度ご検討いただければ

と思います。非常に大事なことですのでしっかりと取り

組んでいただければと思います。よろしくお願いします。 

 

（決定） 全会一致をもって承認 

 

４号議案 ２０２３年度収支予算書（案）承認の件 

 

（補足説明） 夏原 専務理事候補者 

 ２０２３年度収支予算書承認の件ですが来年度は７０

周年ということもあり収入の部分で積立金並びに寄付金

を記入しております。また拡大人数を１５名予定してお

ります。支出に関しましても周年関連の支出が多くなっ

てます。その他支出の部分に関しましては前年度又は６

０周年の時の情報を参考に予算立てをしております。本

日冒頭でもありましたが予算の資料に不備がありました

ので修正させていただいております。この後の事業のと

ころでもそれぞれ修正が入りますが拡大人数１５名と記

入していますがその前は１０名と誤って上程していまし

た。その１０名でこの後上程される事業も人数計算され

ていますので後ほど修正させていただくと思います。大

変申し訳ございません。審議のほどよろしくお願いしま

す。 

 

 

（質問） 青木 理事候補者 

 その他の事業会計で７月度例会がありませんが記念式

典や祝賀会に含められているとういうことでよろしいで

すか。 

 

（応答） 夏原 専務理事候補者 

 はい。そういうことになります。 

 

（質問） 青木 理事候補者 

 あと１１月度（事業）例会の予算が１６７万とあるの

ですがこれは事業例会として周年をされる為の予算です

か。 

 

（応答） 夏原 専務理事候補者 

 事業としましては地域共創委員会の担いの秋事業とい

う立ち位置でありますが、周年の記念事業ともあります

のでその分多めの予算を組んでいます。 

 

（質問） 青木 理事候補者 

 わかりました。ありがとうございます。１１月度（事

業）例会では全振りで公益目的事業にしてよろしかった

ですか。その他に割り振らなくても良かったですか。 

 

（応答） 夏原 専務理事候補者 

 一旦、写生大会等同様に内部的な事業というよりは公

益目的として、具体的には言えませんが我々のことやひ

こねのことを知っていただく事業になりますので、１０

０パーセント公益でも問題ないのかなと考えます。 

 

（意見） 青木 理事候補者 

 わかりました。ありがとうございます。また８月に補

正されるとは思いますので、またその時に詳しく調べて

もらえれば良いかと思います。あと、公式ＷＥＢサイト

のＷＥＢは全角かと思います。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 予算書の見かたがよくわからないのですが、０書いて

いるところや０書いてない所の違いはあるのですか。統

一感がないとも思うのですが。 



（応答） 夏原 専務理事候補者 

 予算書のフォーマットなのですが元々数式が入ってい

たりするものでありましてその関係で０が表記されたり、

表記されていなかったりという形となっております。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 だから統一感がないということでいいのですか。参考

資料－1 の食事代の周年記念誌だけ０で他は空白となっ

ているので気になりまして。 

 

（応答） 夏原 専務理事候補者 

 見られる方に疑問に思われたらそれは資料として直す

べきところなのかと思いますので、またこちら再度補正

等上げさせていただく時には空白の部分も書くべき所に

は入れさせていただこうかと考えております。 

 

（決定） 全会一致をもって承認 

 

５号議案 ２０２３年度ＬＯＭスローガン承認及び掲出物

作製の件 

 

（資料訂正） 澤田 総務広報委員長候補者 

審議資料 ５号議案 ２０２３年度ＬＯＭスローガン承認

及び掲出物作製の件 

５ページ 審議資料 

 

（誤）２０２３年度 スローガン 

（正）２０２３年度スローガン 

 

（補足説明） 澤田 総務広報委員長候補者 

 ２０２３年度の彦根青年会議所のＬＯＭスローガンと

して表現することでこれを掲出物として掲げることによ

り、対外向けには運動にかける熱い想いを地域や関係諸

団体など、より多くの方々に知っていただく契機になる

と考えます。対内につきましてはスローガンとして掲げ、

共に唱和することにより、メンバー間で運動にかける熱

い想いを共有し、７０周年を迎える機運を高め、組織の

強固な絆を構築する一助になると考えます。また予算の

方で例年１１０００円となっていますが、昨今原材料価

格の高騰に影響を受けまして今年度１１００円から１４

０００円にと少し上がっております。審議のほうよろし

くお願いします。 

 

（質問） 青木 理事候補者 

 審議資料のレイアウト図のイメージ図のグルグルとな

っているところは何なのですか。 

 

（応答） 澤田 総務広報委員長候補者 

 木の年輪をイメージしており、彦根青年会議所が７０

周年ということも考えまして彦根青年会議所が積み重ね

てきた歴史を年輪でイメージしました。 

 

（意見） 青木 理事候補者 

 わかりました。審議資料のレイアウト図の縦のイメー

ジ図のＪＣＩとマークがあると思うのですが、たぶんこ

の横にＪＡＰＡＮかＨＩＫＯＮＥと入らないといけない

と思うのですが、また確認していただきたいと思います。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 デザインについてですが２０２１年度は理事長の顔が

載っていたのですが、今年は載せたりしなかったのは何

故ですか。 

 

（応答） 澤田 総務広報委員長候補者 

 顔ではなく７０周年ということで、そのイメージを掲

示し、７０周年を説明出来るようにこの様なデザインに

なっております。 

 

（質問） 園 理事候補 

スローガンについて募集して選んだのは委員会メンバー

だけですか。 

 

（応答） 澤田 総務広報委員長候補者 

 募集はメンバーから募集させていただいて、応募いた

だいた中から選んだのは委員会メンバーにて委員会で選

ばせていただきました。 

 

 



（質問） 園 理事候補 

 このＬＯＭスローガンは言葉を取って組み合わせてい

ますか。 

 

（応答） 澤田 総務広報委員長候補者 

 そうでうすね。初志貫徹というのは委員会で決めてお

りまして、スローガンにつきましては応募いただいたと

ころから選ばせていただきました。 

 

（質問） 園 理事候補 

 橋本理事長は唯一無二とゆう言葉が好きなのに何故入

っていないのかと思います。橋本理事長には聞かなかっ

たのですか。 

 

（応答） 澤田 総務広報委員長候補者 

 委員会で相談して決めさせていただきました。 

 

（決定） 全会一致をもって承認 

 

６号議案 会員拡大～拡大王に俺はなる！！～開催の件 

 

（補足説明） 西川 副理事長候補者 

 彦根青年会議所が７０周年を迎えるにあたり、最重要

課題といたしまして拡大が挙がっております。そして本

年度１５名の拡大を目標に掲げております。本年度全委

員会に拡大の担いが訪れますので、委員会で拡大活動を

行っていただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。 

 

（質問） 中西 理事候補者 

 審議資料―３の内容は確定しておりますか。 

 

（応答） 西川 副理事長候補者 

 審議資料となりますので本理事会でご審議いただいた

後、発行と考えております。データとして皆様に保管し

ていただき拡大活動の際に印刷したものを持って行って

いただきたいと考えております。データを更新するのは

可能ですが審議資料として上程させていただくので本理

事会で可決され次第、発行したいと考えております。 

（質問） 中西 理事候補者 

 データですので容易に打ち出しができ、予算も掛から

ないのですごく良い取り組みだと感じます。しかし資料

の印刷に関しまして最初はご用意していただきたいと感

じましたので、１２日の説明会に間に合うのであれば、

配布していただきたいと考えます。 

 

（応答） 西川 副理事長候補者 

 印刷したものを配布することを考えましたが、折れ曲

がったり、汚れたりした資料を対象者に渡すことはでき

ないので、各自データを印刷して渡していただきたいと

考えています。事務局にはデータを保管し、印刷環境を

整えておきますので、印刷環境が無い方は事務局で印刷

をしてから対象者へ渡していただければと考えています。 

 

（資料訂正）西川副理事長候補者 

６ページ目 審議資料－３  

（誤）先駆け 

（正）魁 

 

（質問） 園 理事候補者 

 チーム対抗でポイントを競うということですが、ポイ

ントが一番高いチームに賞品などを贈呈することは考え

られていますか。 

 

（応答） 西川 副理事長候補者 

 丸山委員長候補者の方針にも書かれております生涯の

宝となるような仲間に関しまして、入会者がメンバーと

して、友として生涯の宝となるということに掛かってお

ります。委員会毎に努めていただいて入会していただく

ということが新たな仲間ということになると考えており

ます。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 １２日に開催される事前説明会で「拡大リストを参考

にし」とありますが、新しく２０２３年度の拡大リスト

を作成されるのでしょうかもしくは、２０２２年度の拡

大リストを参考に説明会を行うのでしょうか。 

 



（応答） 西川 副理事長候補者 

 新規に拡大リストを記載しておりません。今日までの

拡大リストでは在籍するメンバーとの関連性が低いので

２０２３年度の拡大リストを１年間通して作成したいと

考えております。事前説明会で委員会毎にグループディ

スカッションをしていただく中で各委員会の拡大対象者

をリストアップしていただいたものを拡大リストにした

いと考えております。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 ２０分間のグループディスカッションで拡大リスト作

成するということでよろしいですか。 

 

（応答） 西川 副理事長候補者 

 ２０分間のグループディスカッションで各委員会の特

色を入れながらどのような拡大を行っていくのか、各委

員会メンバーの拡大対象者をリストアップしていただき

拡大リストを作成していただきたいと考えております。 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 拡大リストは委員会で作成したものを委員会内で共有

するということでしょうか。 

 

（応答） 西川 副理事長候補者 

 所属委員会でリストアップしたものを報告までにいつ

拡大活動をするのかなど計画して保存していただき、最

終的に実際に活動したことを拡大リストとして委員長に

報告していただきます。それを私が１年間を通してすべ

てまとめさせていただき、２０２３年度の拡大リストと

させていただきたいと考えております。 

 

（質問） 宮川 監事 

 収支予算において会員拡大で２万円の予算が計上され

ておりますが本議案では予算が計上されておりません。

別の事業で拡大をされるという認識でよろしいでしょう

か。 

 

（応答） 西川 副理事長候補者 

 急遽予算が計上されましたので新入会メンバーが多く

なった際の会員研修や入会式などの会場費に活用、メン

バーの入会が伸び悩んだ際に活用したいと考えておりま

す。 

 

（意見） 宮川 監事 

予算を使用せず柔軟に、状況を鑑みて予算を使用する

ということであれば問題はないと考えますので、有効に

活用していただければと考えます。 

 

（質問） 木田 監事 

 審議資料－３の彦根カタログに２０２３年度のＬＯＭ

スローガンが使用されておりますので、１年間しか使用

しないと考えておりますが、７０周年のロゴも記載すべ

きだと思います。ロゴを記載しない理由があればお教え

ください。 

 

（応答） 西川 副理事長候補者 

 本議案作成時、７０周年のロゴを私が拝見できておら

ず記載しておりませんが、メンバーが増加し、ロゴを記

載するスペースが出来れば記載したいと考えます。 

 

（意見） 木田 監事 

 ７０周年のメインイベントとなりますので、大々的に

打ち出す必要がありますし、カタログだけでなくロゴマ

ークを使用できるところは使用するように検討していた

だきたいと考えます。 

 

（質問） 木田 監事 

 参考資料－３の預金口座振替依頼書ですが現在のフォ

ーマットと異なりますので確認をお願いします。 

 

（応答） 西川 副理事長候補者 

 現在使用しているものを本来であればカタログ内に挿

入するべきですが、信用金庫で利用できるものが参考資

料にあるフォーマットとなります。 

 

（質問） 木田 監事 

 滋賀銀行はどうされるのか教えていただきたい。 

 



（応答） 西川 副理事長候補者 

 入会者には信用金庫を推奨しますが、どうしても滋賀

銀行の利用をされる方には現状使用している紙を滋賀銀

行に提出していただきます。 

 

（決定） 全会一致をもって承認 

 

７号議案 創立７０周年ロゴマーク承認の件 

 

（補足説明） 澤井 ７０周年実行特別委員長 

 ７０周年準備特別員会と共に作成を進めまして、２０

２２年１１月度例会で発表させていただきました。この

マークを７０周年のロゴマークにしたいと考えています。

また開催テーマであります「挑戦」「進化」「唯一無二の

ひこね」をイメージしまして、３色の組み合わせで唯一

無二を表現しています。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 ロゴマーク承認で予算が計上されておりますが登録す

るとういうことでしょうか。 

 

（応答） 澤井 ７０周年実行特別委員長候補者 

 ロゴマークを業者に依頼し作成していただいた代金と

なります。 

  

（質問）宮川 監事 

 予算総額がなしとなっておりますので修正をお願いし

ます。行動計画書の事業名が６０周年ロゴマーク承認と

なっておりますのでこちらも修正お願いいたします。 

 

（資料訂正） 澤井 ７０周年実行特別委員長候補者 

１ページ目 事業計画概要推進方法 ③ 

（誤）なし 

（正）１，１０００円 

 

 ３ページ目 行動計画書 

 （誤）創立６０周年ロゴマーク承認 

 （正）創立７０周年ロゴマーク承認 

 

（質問） 木田 監事 

 前年度の引継ぎ事項に効果的な発信方法を検討してい

ただきたいと記載されておりますが、効果的な発信方法

とはどのようなものなのかお聞かせください。 

 

（応答） 澤井 ７０周年実行特別委員長候補者 

 ＷＥＢサイトなどに使用していただきたいと考えてお

ります。 

 

（意見） 木田 監事 

ことあるごとに７０周年のロゴマークを露出していた

だきたいと思いますので、澤井委員長の頭の中からロゴ

マークをはずさないようにお願いします。 

 

（決定） 全会一致をもって承認 

 

                           

議長判断により休憩 

休憩時間  ５分   ２２：５５～２３：００ 

                             

                             

（延長動議） 夏原専務理事候補者 

 定刻の２３時となりましたが２４時までの延長をお願

いいたします。 

                             

 

８号議案 彦根青年会議所公式ＷＥＢサイト開設・運営 

及びＳＮＳ運営の件 

 

（補足説明） 澤田 総務広報委員長候補者 

 ２０２３年度も彦根青年会議所公式ＷＥＢサイト開

設・運営及びＳＮＳ運営の取組をしたいと考えておりま

す。新たに取り組むこととしては、Ｔｗｉｔｔｅｒ、Ｔ

ｉｋＴｏｋのアカウントを新たに取得して運用を開始す

るという点になります。予算について、現状のホームペ

ージを作成しているワードプレスプラグインのサポート

が終了しているため、自由に編集できない状態になって

います。その状態を改善するために今回、ホームページ

リニューアル費用の予算を計上しているため、例年より



も予算金額が大きくなっています。このリニューアル費

用は本年のみかかるという認識をしております。 

 

（質問） 中西 理事候補者 

 リニューアルは委員会メンバーでされるのでしょうか。 

 

（応答） 澤田 総務広報委員長候補者 

 リニューアルにつきましては業者に依頼します。 

 

（質問） 中西 理事候補者 

 ＷＥＢページで様々な情報を発信されることと思いま

すが２０２３年度、澤田委員長がＷＥＢページで特に熱

量を注がれる事柄を教えてください。 

 

（応答） 澤田 総務広報委員長候補者 

 ２０２３年度につきましては月報をＷＥＢにて配信を

考えております。また、７０周年ということで他ＬＯＭ

の方や市民の方々が閲覧されたときに７０周年に関して

の特集記事を集め、閲覧できるようにすることを考えて

おります。 

 

（意見） 中西 理事候補者 

 見ていただく方により見ていただけるように更新頻度

をあげることが必要になりますので委員会メンバーの協

力を得て更新していただけるようにお願いします。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 ＴｗｉｔｔｅやＴｉｋＴｏｋなどは検索をしないと彦

根青年会議所がヒットしないと考えますが、興味をお持

ちでない方々に彦根青年会議所を知っていただくための

手法をお聞かせください。 

 

 

（応答） 澤田 総務広報委員長候補者 

 ２０２３年度に開設予定のＴｗｉｔｔｅｒとＴｉkＴｏ

ｋですが、Ｔｗｉｔｔｅｒの特徴としましては拡散性が

挙げられます。リツイートという機能により多くの方々

に伝達されます。ＴｉｋＴｏｋではショートムービーの

ような動画を作製し写生大会などの事業前に PR 動画とし

て配信を考えております。各ＳＮＳでリール動画が流れ

ていると思いますがそういった形で目を引き拡散されや

すいような工夫を考えております。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 拡散については理解できますが、検索せずとも彦根青

年会議所が多くの方に知っていただけるような工夫を教

えてください。 

 

（応答） 澤田 総務広報委員長候補者 

 ＳＮＳ広告を事業前などに配信を考えております、不

特定多数の方々、彦根青年会議所の活動エリアの方々に

見ていただいて興味を持った方々がすぐにクリックでき

るような広告を考えております。 

 

（意見） 園 理事候補者 

 ＴｉｋＴｏｋや動画を目に止めてもらえるように、動

画を視聴した方が彦根青年会議所は入会すれば楽しいと

ころだと思わせることが会員拡大に繋がると思いますの

でそのような内容を検討していただければと思います。 

 

（意見） 青木 理事候補者 

 ＴｉkＴｏｋ、Ｔｗｉｔｔｅｒは新たに開設されますの

でフォロー、フォロワーがゼロから始まりますので最低

限青年会議所関係をフォローしていただきたいと考えま

す。 

 

（質問） 青木 理事候補者 

 Ｔｗｉｔｔｅｒ、Ｆａｃｅｂｏｏｋ、Instagram はリ

ンク式で同じ内容の投稿をされるのでしょうか。 

 

（応答） 澤田 総務広報委員長候補者 

 投稿自体は一つの投稿で複数の媒体に投稿、ＴｉｋＴ

ｏｋは動画系の投稿となりますので切り離して考えてお

ります。 

 

（質問） 青木 理事候補者 

 ＴｉｋＴｏｋは動画撮影がございますので尽力してい

ただきたいと思います。Ｔｗｉｔｔｅｒ、Ｆａｃｅｂｏ



ｏｋ、Instagram をリンク式で投稿されると仰っておら

れましたが、各媒体投稿の仕方に特徴がありますので、

各媒体に適応した投稿をされた方がよいと考えておりま

す。そのような工夫は考えておられますか。 

 

（応答） 澤田 総務広報委員長候補者 

各媒体に適応した投稿を考えております。文字のみの

投稿ではなく画像を付けてリンクを貼り付けることを考

えております。 

 

（意見） 青木 理事候補者 

 Instagram であれば画像は必要ですがＴｗｉｔｔｅｒ

は文字のみでも良いので更新頻度が重要だと思います。

閲覧数などのデータを調査しながら運営していただきた

いと思います。 

 

（質問） 中西 理事候補者 

 ２０２２年度までＴｗｉｔｔｅｒの運営について意見

がございましたが、様々な理由により導入されませんで

した。委員会メンバー、担当副理事長の方々は広報の委

員長を経験されてきましたが２０２２年度まで導入され

ていないものを２０２３年度から導入するに至った経緯

を教えてください。 

 

（応答） 澤田 総務広報委員長候補者 

 Ｔｗｉｔｔｅｒを導入しない理由は炎上しやすいとい

う特徴が考えられます。現在のＴｗｉｔｔｅｒはコメン

トの制限により炎上を防げます。実際に青年会議を調査

するとＴｗｉｔｔｅｒアカウントを開設されており炎上

もしていないことからＴｗｉｔｔｅｒの導入を考えてお

ります。またＴｗｉｔｔｅｒの利用者が２０代から３０

代の利用者が多く、青年会議所の拡大対象に当てはまり

ますので導入を考えております。ＴｉｋＴｏｋについて

は１０代から２０代の若年層が多く、ダンス動画がメイ

ンでしたが、最近ではビジネス系が急激に増加しており

ますのでＴｉｋＴｏｋの導入も考えております。 

 

（意見） 中西 理事候補者 

 私自身、Ｔｗｉｔｔｅｒ、ＴｉｋＴｏｋを使用してお

りませんのでメンバーへ周知していただければと思いま

す。 

 

（質問） 木田 監事 

 ＦａｃｅｂｏｏｋのメンバーページとＬＩＮＥのメン

バーグループの違いを教えて下さい。 

 

（応答） 澤田 総務広報委員長候補者 

 Ｆａｃｅｂｏｏｋの現在の運用につきまして委員会訪

問の状況の周知、他ＬＯＭに参加した際の写真や活動情

報を共有するのに使用されています。ＬＩＮＥのメンバ

ーグループでは日常や例会、事業の案内に使用されてい

ると考えます。 

 

（質問） 木田 監事 

 ２０２３年度も同じ運用される認識でよろしいですか。 

 

（応答） 澤田 総務広報委員長候補者 

 メンバーページについては２０２２年度と同じ運用を

考えております。 

 

（意見） 木田 監事 

Ｆａｃｅｂｏｏｋのメンバーページはあまり運用がさ

れていない、「いいね」の数が少ないと思います。議案を

上程して総務広報委員会で運営されるとのことですので

報告の際にどのように運営できたのか、できなかったの

か、継続する必要があるのか検証をして次年度に繋げて

いただきたいと思います。内容が多いので苦労をされる

と予見できますので、必要のないもので変更できるもの

は変えていただきたいと思います。 

 

（決定） 全会一致をもって承認 

 

９号議案 月報配信の件 

 

（資料訂正） 澤田 総務広報委員長候補者 

 ２ページ目 メール配信対象者内訳 

（誤）４３名 

（正）４８名 



青年会議所関連 

（誤）３９３名 

（正）３９８名 

 

３ページ目 合計配信数 

（誤）４４９先 

（正）４５４先 

 

補足説明 澤田 総務広報委員長候補者 

２０２３年度も月報の配信を通じて、対外として彦根

青年会議所の運動にかける想いや、活動内容とその意義

を定期的に地域の方々や関係諸団体に対して情報を発信

し、我々の運動に興味関心を持ち共感していただき、対

内として組織内で情報共有をすることにより、メンバー

の活動への参画意識を高めるとともに、メンバー間の結

束力を高める一助になると考えます。新たな取り組みと

しては、紙媒体の月報発行を無くしＷＥＢサイト上に公

開し、配信するという変更を行いたいと考えております。 

 

（質問） 中西 理事候補者 

 青年会議所関連の方へメール配信されることは効率的

で素晴らしいことだと感じましたが行政、関係諸団体等

へは紙媒体ではないので見られる方が限定されると思い

ますが委員会で話し合いはされましたでしょうか。 

 

（応答） 澤田 総務広報委員長候補者 

 紙媒体を廃止しますので回覧されていた場合は見る機

会が減少すると考えられますがそれ以上にＷＥＢにテキ

ストベースで公開することによって検索にヒットしやす

くなります。ＳＮＳで配信しより多くの方々に見られる

機会が増加し、減少する部分もございますがそれ以上に

増加すると考えます。ＳＮＳ広告も活用し見られる工夫

を考えておりますのでより多くの方へ見てもらうことが

できると委員会では考えております。 

  

 

（意見）中西 理事候補者 

 今日まで目に触れていた方が見られなくなりますので

各団体へ意見を聞く機会がございましたらどのようにす

ればより多くの方々へ見ていただけるかの聞き取り調査

をお願いします。 

 

（質問） 青木 理事候補者 

 現状のメール登録されている人数を教えてください。 

 

（応答） 澤田 総務広報委員長候補者 

 特別会員３２４名の内、紙媒体が１０９名、メール切

り替えを依頼した中で１０数名しかメール切り替えがで

きておりません。 

 

（意見） 青木 理事候補者 

 多くの方がなかなかメール配信への切り替えをしてい

ただけないと思いますので、定期的にメールへの切り替

えを促さなければメール配信の数が多くなりません。委

員長のご尽力を期待しております。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 特別会員の方でメールアドレスを持っていない、紙媒

体を希望される方への対応をお聞かせください。 

 

（応答） 澤田 総務広報委員長候補者 

基本的には切り替えをお願いしておりますが、紙媒体を

ご所望される方へは一時的にＦＡＸを利用しておくらせ

ていただきたいと考えております。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 ＦＡＸをお持ちでない方へはどのように対応されます

か。 

 

（応答） 澤田 総務広報委員長候補者 

 ＦＡＸもメールもお持ちでない場合は想定できており

ませんがしっかり話させていただきたいと思います。特

別会員の内約１００名が切り替えを出来ておりませんの

で不測の事態が生じた場合は対話をもって対応したいと

考えます。 

 

（意見） 園 理事候補者 

 紙媒体を強く希望された場合を想定して２０名程の送



料を予算に計上しておくなどの検討をお願いします。 

 

（質問） 青木 理事候補者 

 月報のＷＥＢ化ですがＷｏｒｄで作成したものをＰＤ

Ｆ化したものという認識でよろしいですか。 

 

（応答） 澤田 総務広報委員長候補者 

 参考資料４、５、６のようにトップページに月報のハ

イパーリンクを貼り付けし閲覧していただけるものを考

えております。今日までの月報は紙面のような形をＰＤ

Ｆ化し、ＰＤＦを見ていただく形でしたが検索にヒット

し難い点がございます。記事自体を参考資料－６のよう

にサムネイルの中に目次を作成し、目次の下に記事と写

真を並べ目次をクリックすると目的のページを見られ、

スクロールでも見られるような記事を考えております。 

 

（意見） 青木 理事候補者 

月報をＷＥＢ化する利点は多くあると思いますし、私自

身、紙面では見づらさを感じることもございました。Ｗ

ＥＢであれば画像や動画を掲載しやすいと思いますので

見る人が興味を引かれるような月報を期待したいと思い

ます。 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 紙媒体の廃止について、特別会員の方、楽しみにされ

ている方がおられますので気を付けていただきたい。特

別会員の方へメール配信のご案内をして廃止すれば２０

２４年度以降紙媒体で配信することができなくなると考

えます。２０２３年度の報告において検証し２０２４年

度に引き継ぐことが重要だと思いますが検証はどのよう

に考えられておられるのかお聞かせください。 

 

（応答） 澤田 総務広報委員長候補者 

紙媒体で月報を配信しておりますがオンラインと違う

のが紙媒体の閲覧数を把握し難い点がございます。ネッ

トであればクリック数で把握できます。紙媒体を送らせ

ていただいても捨てられていても不明な点がございます。

楽しみにされている方がおられましたら２０２２年度送

らせていただいてるものでは、２０２３年度の月報から

紙媒体を廃止しメール配信へと変更することを送り続け

２０２３年度の新年交流例会でも配布を考えております

が、心の底から楽しみにされている方であれば意見をい

ただくと考えます。現状そのような意見がございません

ので楽しみにされている方がおられないのではないかと

考えます。 

 

（意見） 北村 理事候補者 

 廃止することに対して反対の意思を持っているわけで

はございませんのでしっかりと検証していただいて紙媒

体を希望されている方への対応も検証していただき２０

２４年度に引き継いでいただき、より良くなれば良いと

思います。廃止する以上、簡単には紙媒体へ変更できな

いと考えますので覚悟をもって取り組んでいただければ

と思います。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 月報は例会時や６日に発送してきたと思いますが１日

にされている理由をお聞かせください。 

 

（応答） 澤田 総務広報委員長候補者 

例会時に配布することを目的として６日にされてきた

と考えられますが、今後１日にＷＥＢにて配信すること

で少しでも早く配信すること、１日はキリがいいことか

ら１日に配信することを考えております。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 私たちの例会は６日です。１日は月の初めですが６日

に月報を例会で受け取ることを楽しみにしているメンバ

ーがおられるかもしれません。６日に例会が定められて

いますので６日もキリがいいのではないかと思いますが

どのように考えられますかお聞かせください。 

 

（応答） 澤田 総務広報委員長候補者 

 配信という意味で LINE のメンバーグループで配信が可

能となっております。今日までは例会が開催されるので

６日になっておりましたが、委員会で１日だとキリがい

いという意見があり一般の方々にとっては６日である必

要がないので１日に配信を考えております。 



（質問） 園 理事候補者 

 １日に配信するのであれば例会に関する案内をメンバ

ー向けに掲載してもよいと感じます。メンバーに対して

例会内容を掲載することで出席を促す一助になると考え

ますが委員長はどのように考えられておられるのかお聞

かせください。 

 

（応答） 澤田 総務広報委員長候補者 

 １月号のみ１月上旬の配信となりますが１月以降は１

日で考えております。２月例会の案内は２月１日に配信

を考えております。 

 

（意見） 園 理事候補者 

 各委員会が設営される事業の内容等を委員長と話し合

い全メンバーに参加を促す意味が１日に配信することに

意味があると認識しましたのでご尽力を願います。 

 

（決定） 全会一致をもって承認 

 

                             

（延長動議） 夏原専務理事候補者 

 定刻の２４時となりましたが１２号議案審議終了まで

の延長をお願いいたします。 

                             

 

１０号議案  １月度（新年交流）例会 

～初志貫徹！新たな時代の魁に！～開催の件の件 

 

（資料訂正） 大野 副理事長候補者 

５番 事業計画 概要 推進方法 ①実施日時 

誤）１月６日１３時００分～２１時３０分 

正）１月６日１３時００分～２１時２８分 

 

５番 事業計画 概要 推進方法 ⑤参加者動員計画 

誤）仮入会会員 １０名 

正）仮入会会員 １５名 

 

誤）特別会員 ４４名 

正）特別会員 ３９名 

 

補足説明 大野 副理事長候補者 

２０２３年度の新年交流例会では会食ありでの例会に

なります。感染対策として、机の上にアクリルボードを

設置し、飛散防止対策を行います。また、オープニング

ゲストとして彦根を中心に県内で多くの機会で活躍され

ておられる滋賀県立大学吹奏楽部の方に演奏していただ

きます。そして、リハーサルを前日から行いメンバーの

役割の精度と質を高めるための時間を確保することで、

来賓・特別会員の皆様へよりおもてなしをする一助にな

ると考えます。ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 事業の目的、対外のところで「２０２３年度彦根青年

会議所創立７０周年を迎える大切な年となります」と書

かれていますがこの例会の中で、７０周年というのを知

らない方もおられると思いますので、７０周年をＰＲす

る絶好の機会だと思います。７０周年をＰＲする工夫と

いうのが会場の吊り看板に７０周年のロゴを掲示すると

書かれていますが、その他にＰＲに活かせる部分という

のは何かありますか。 

 

（応答） 大野 副理事長候補者 

 委員会紹介の所信表明の組織発表の中でも十分に７０

周年についてＰＲ出来るというように考えています 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 それは例年通りです。７０周年を迎える年の新年交流

例会での工夫ではないと私は思います。ここにもう一つ

工夫があっても良いと思います。６０周年の新年交流例

会では最後の最後に全員が登壇して、その中で５分間Ｐ

Ｒする時間を作っておられました。それだけで印象が全

然違うと思います。そのような工夫があっても良いと思

うのですがどうでしょうか。 

 

（応答） 大野 副理事長候補者 

 この所信表明や理事長挨拶の時でも十分７０周年につ

いてはＰＲ出来るかと思い、このようにして上程させて

いただいております。 



 

（質問） 北村 理事候補者 

 それはもちろんのことです。理事長も熱い想いを話さ

れると思います。しかしそれは例年通りですので内容が

薄いです。絶好の機会ですので、何かないのでしょうか。 

 

（応答） 大野 副理事長候補者 

 所信表明の時に７０周年実行特別委員長が気合の入っ

たお話をしていただいて最大限にＰＲしたいと考えてお

ります。また、吊り看板のロゴマークについても、吊り

看板自体が大きなサイズでロゴマークも比較的大きいサ

イズで設置できるので十分にＰＲ出来るのではないかと

考えております。 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 ロゴマークを見た時点で７０なんだというのは分かり

ます。しかしＰＲやアピールではないと思います。何か

他にも工夫できる部分があると思います。６０周年の時

も全員で登壇して５分間ＰＲするものがありましたが、

６０周年の事業計画書をみられましたか。その結果それ

をしなかった理由というのは何かありますか。 

 

（応答） 大野 副理事長候補者 

 ２０１３年の事業計画は拝見させていただいたのです

が、その時は特別委員会のＰＲは無かったと思います。

各委員会からの所信表明があったのちに、最後に６０周

年の全メンバーでのＰＲがあったと思います。今回は７

０周年実行特別委員会の委員長としてＰＲをしていただ

いてあくまでも７０周年実行特別委員会委員長というの

は常設委員会とはかけ離れているうえ、全メンバー対象

でもありますので、そこで充分ＰＲ出来るのではないの

かと考えます。 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 この例会の中で一番力を入れている部分はどこです

か？ 

 

（応答） 大野 副理事長候補者 

  第一位として理事長挨拶がございます。その他にも

所信表明等非常に大事な部分はたくさんありますので、

これだけは大事というものは無いのですが、一番は理事

長挨拶です。 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 それは例年通りの形なのですよね。２０２３年度は特

別な年です、力を入れるべきですよね。そう思いながら

答弁されていると思います。その割に工夫が少ないと思

います。前面に７０周年をアピールしていって良いと思

います。６０周年の計画書を見たのであれば、この例会

でもやはり全員で登壇する形というのはあった方が良い

と思います。どうでしょうか。 

 

（応答） 大野 副理事長候補者 

 組織表明の順番ですが、今現在では最後が新入会紹介

となっています。その順番を変えさせていただいて、７

０周年実行特別委員会を最終に持ってくる形にして、そ

して７０周年実行特別委員長を主として全メンバーで所

信表明をする流れでＰＲしたいと考えております。 

 

（意見） 北村 理事候補者 

 順番は関係なくて、７０周年を前面にアピールする工

夫をすることで、効果が絶対に出てくるはずです。順番

を最後に持ってくるのであれば、最後に持ってくる工夫

に対して効果というものが絶対に出てくると思います。

その辺りを一度考えて下さい。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 前日準備がないのはなぜですか。 

 

（応答） 大野 副理事長候補者 

 当日１３時から早めに集まっていただいて、準備する

ことを考えています。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 アジェンダを見ると１３時からリハーサルと書かれて

います。その辺りの記載をしていただかなければいけな

いと思います。あと、前日の理事会後にリハーサルと書

かれているのは分かるのですが、会場が違うのにリハー



サルを行っても、しっかりとしたリハーサルが出来ない

と思います。その辺りもしっかりしていただきたいです。

この時９０分リハーサルしても、会場が違うため装花や

演台を移動させる等ができないと思います。その辺りマ

リアージュ様にお願いできないのかと感じました。それ

ともう一つ、新入会紹介が３分ですが、１５人入ったら、

一人１２秒だけです。何を紹介できますか。 

 

（応答） 大野 副理事長候補者 

 過去の議案書を参考にさせていただきまして、大体一

人当たり１５秒程度の挨拶を考えています。それと一つ

前のリハーサルの件なのですが、前日のリハーサルでは

当日の流れというものもありますが主に所信表明、委員

会紹介の時に各委員会、委員長が所信表明述べてから委

員会一同が何かアクションをします。その辺りを決めて

いただいてスムーズに質の高い本番を迎えたいと思いま

すので、リハーサルを行わせていただきたいと思います。 

 

（意見） 園 理事候補者 

 新入会員に一人１５秒ほど話してもらうと言っている

時点で計算が合わないです。先ほど計算したら１２秒で

した。例年意気込みなども言っていると思いますので、

１５秒で話せるとは思えないです。本年度に関しては１

５人拡大すると理事長が掲げておられるので、３０秒で

も１分でも良いですが１５人分の時間をしっかりと見て

おかないといけないと思います。ＰＲの時間も入れると

なると時間も変わってくると思いますので、その辺りも

う少ししっかりと見ていただきたいと思います。リハー

サルの件では委員長の意気込みや出入りは別会場でも出

来ると思うので良いのですが、それ以外の部分をしっか

りとしておかないと、本番の動きなどは例年前日に触り

だけでも行っていると思います。スクリーンの位置であ

ったり、出し方であったり。当日にしかできないと思う

ので、このあたりを本当にしっかりとしておかないと失

敗しては失礼にあたりますので、副理事長として指揮を

執っていただいて、皆さん協力してくれると思いますの

で、失礼のないようにしてください。 

 

（質問） 青木 理事候補者 

 まず、目的と意義ですが、これが昨年度の１月交流例

会の内容とほぼ全文、対内も対外も同じなのですが、ど

こに副理事長の想いが書かれているのでしょうか。 

 

（応答） 大野 副理事長候補者 

 ほぼ全文そのままというわけではないかと思っていま

す。ただ、どちらにしても来賓、特別会員、関係各所の

皆様に対しての内容等、そういった部分に関しては目的

が同じになってくるので、似たような文言が入ってくる

と思います。全体的に全文同じというわけではないと思

います。 

 

（質問） 青木 理事候補者 

 私が今確認したところ、ほぼほぼ全文同じです。私が

書いたときはまだコロナウイルス感染症が収束の見通し

もなくて、そもそも会食ということはやめようという判

断を先にしていました。今と状況が全然違う中で書いた

目的と意義でした。それがほぼほぼ全文同じまま、本年

度の７０周年も絡んでくる状況が違う中で行う新年交流

例会の目的と意義が全く一緒だということは、私の中で

はあり得ないことだと思います。これが通用するのであ

れば、すべての議案書が目的と意義を少しいじるだけで

通ってしまうものになってしまいます。根本的な部分な

のですが、これのどこに副理事長の想いが書かれている

のか教えて下さい。 

 

（応答） 大野 副理事長候補者 

 対内の方に関してなのですが、本年度の例会において

これから１年間がスタートするぞという意味も込めて運

動指針を掲げて一致団結して取り組むというところがあ

ると私は考えています。その中で特別会員や来賓の方に

は日頃からお世話になっておりますし、これからご協力

等をしていただかなければいけない問題でもありますの

で、感謝の想いも再認識する必要があると考えています。 

 

（質問） 青木 理事候補者 

 対内の部分も同じですし、７０周年がと言われたとこ

ろというのが、大野副理事長の自分の言葉で全く書かれ

ていないかと感じます。ただ答弁で想いを乗せているだ



けであって、この文章には表れていないと思います。こ

れが本当に通るのかと、これで良いのかと感じます。 

 

（応答） 大野 副理事長候補者 

 想いは十分に乗せて上程させていただいております。

言葉もまるまる単純に一緒というわけではございません。 

（質問） 青木 理事候補者 

 これで一緒と言わないのであれば、なんなのだと思い

ます。２０２２年度であれば横津直前理事長予定者の

「勇猛果敢」という言葉を次年度の言葉に変えられただ

けというところがあります。メンバーの指揮を高めると

いうところを、結束力を高めるというように、言い方を

変えただけです。これが７０周年の１月に行う、会食も

久しぶりに再会するというところの想いが何も文章に表

れていないのですが、どこに大野副理事長の想いを乗せ

たのか、説明を下さい。 

 

（応答） 大野 副理事長候補者 

 目的と意義の体外のところに関してなのですが、来賓

や特別会員の方たちとの交流の中からと書いている部分

ですが、その交流に関して２０２２年度行った新年交流

例会と本年度の新年交流例会では、交流の部分において

会食があることで変わってくると私は考えています。同

じ文字であっても意味が違う、想いの部分が違うのでは

ないかと思います。また、別の違う種類の想いになって

くると考えています。 

 

（質問） 青木 理事 

 それについて、想いがあるのは分かります。想いがあ

るのは議案書を作っているのであるならば皆そうだと思

います。その想いを言葉にするという作業を皆苦労して

いるわけであって想いを乗せるのは誰でも載せていると

思います。その同じ交流と言われますが、その想いを文

章で見たときに誰に伝わるのかと、言うものを背景等で

表すものです。百歩譲ってこれで良いと、「交流」の意味

としてこれで良いというのであれば、それを説明する背

景があると思います。同じ文章だけれどもただ想いを乗

せましたというのであれば、何も書かないはずです。そ

れは対内においての話です。もっと大事なのは対外だと

思います。対外の方を説明して下さい。 

 

（応答） 大野 副理事長候補者 

 ２０２３年度は７０周年を迎える節目の年でもありま

す。それによって各種関係団体の協力は絶対的に必要に

なってくると思っています。その協力体制を継続してい

くためにはこの新年交流例会で彦根青年会議所の想いと

いった部分を感じていただいて、会食を通じて更なる交

流を深めていただいて、ご支援ご協力をいただく契機に

したいと考えています。 

 

（質問） 青木 理事候補者 

 １月度交流例会は例年開催している事なので、ある程

度言葉の一つ一つや内容というのは似通ってくるのは致

し方ないのだとは思います。ただ、背景まで同じであっ

たり、書き方全文が同じであったりというところは、大

野副理事長が書いたわけではないですし、大野副理事長

の思いではないと思います。このようなことを説明する

ことは無駄に思いますが、私が議案書を書いたときとい

うのは、新年交流例会自体をやめてしまっても致し方な

いというようなコロナ禍の状況の中でも、何とか行いた

いという理事長の想いがあって、新年交流例会を行わな

いことで関係諸団体との関係性を途切れさせたくないと

いうところがあったので、途切れさせたくないという言

葉等を使いました。本年度は７０周年なのでまた違うは

ずです。途切れさせるわけではもちろんないですが、も

っと違う意味が絶対あると思います。これは書き直しま

せんか。 

 

（応答） 大野 副理事長候補者 

 今まで築き上げてきた関係性であったり、信頼性であ

ったりといった部分を途切れさせることは絶対にいけな

いと思います。なおかつ協力体制を構築する必要がある

というようにも考えられますし、それを途切れさせて良

いといったわけではなくて、周年事業を行うにあたって、

必ず協力体制というのは今まで以上に強く必要であると

考えています。 

 

（質問） 青木 理事候補者 



 今ご自身でも言われたように、強くするべきであると

いうのに、なぜ途切れさせたくないという書き方をされ

ているままなのか、お聞かせください。 

 

（応答） 大野 副理事長候補者 

 それを途切れさせてしまうと結果的にいけないことだ

と思います。今現在ある関係諸団体との関係性というの

は途切れさせることなく、構築させていかなければなら

ないと考えています。 

 

（質問） 青木 理事候補者 

 新年交流例会の議案書で背景を書きはじめられたのが、

本日も出席されています木田外部監事です。その時の状

況でなぜこの例会を行う意味があるのかということに対

しての背景を書かれていたと私は感じていました。２０

２１年度は、最初は会食有りで計画を立てられて、途中

でなしにされました。私が行った２０２２年の時は始め

から会食はないという状況での背景でした。今大野副理

事長が挙げておられる背景というのは今の状況の背景で

はないです。これは２０２２年度の背景であって、２０

２３年度の背景ではないと思います。これが２０２３年

度の背景であるという説明をお願いいたします。 

 

（応答） 大野 副理事長候補者 

 ２０２３年度は、７０周年はもちろんのこと、それ以

外にも継続してきた写生大会等もございます。７０年間

築き上げてきた関係諸団体との関係をここで途切れさせ

るわけにはいかないというように考えております。その

中で協力体制を構築しなければ、関係諸団体との関係性

を途切れさせても良いのかという問題にもなってきます。

そこは途切れさせずに構築して行くべきではないのかと

思います。周年をより良いものにするためにもそのよう

に考えています。 

 

（質問） 青木 理事候補者 

 なぜ途切れる前提なのですか。 

 

（応答） 大野 副理事長候補者 

 新型コロナウイルスの感染が始まって、今現在は減少

傾向ではありますが、減少傾向になったからこそ、その

状況の中で途切れてしまう可能性もあります。今までは

出来たけれども、これからは出来ないといったことが起

こりうる可能性も考えられます。そういった意味も込め

て途切れさせるわけにはいかないというように思います。 

 

（質問） 青木 理事候補者 

 そもそもの考え方がネガティブなのです。昨年度の途

切れさせるは、新年交流例会を行いたいけれども、でき

ない可能性の方が高かった。それでも無理をしてでも行

いたいと考えた。それでも途切れさせたくないから行い

たいという想いがありました。これは明らかにネガティ

ブな状況からの考えでした。本年度は状況が違うのでそ

もそもの状況が違うのかと思います。議案書を自分の言

葉で書いていない。想いを乗せただけだからこのような

明らかな回答になる答弁になっていないと思います。書

き直して言葉のニュアンスを使用するのであれば大丈夫

だとは思います。それが積み重ねてきたものを利用する

ということだと思います。ですが丸々同じでは違うと思

います。これが通ってしまうと本年度１年間同じような

議案書が出てくるのかと感じます。 

 

                           

議長判断により休憩 

休憩時間  １０分   ２４：２４～２４：３４ 

                           

 

（応答） 大野 副理事長候補者 

 今回は一旦取り下げさせていただきます。 

 

（意見） 北村 理事候補者 

 開場のマリアージュ様のこのステージでブラスバンド

の方が演奏されているのを聞いたことが無いです。参考

資料についている写真だと、結構な人数がおられます。

このステージでこれだけの方が入られるのかが疑問に思

います。すでに打ち合わせと検証は終わられていますか。

その時の打ち合わせは何をされましたか。 

 

（応答） 大野 副理事長候補者 



 人数と演奏曲、どういった内容で行うか等を打ち合わ

せさせていただきました。配置スペースにつきましては、

今現在２０名で演奏していただけるということで、場所

としては十分可能だと判断して配置をさせていただいて

おります。演奏につきましてはステージではなくて後方

で行う予定をしております。今回円卓となりますので、

違和感なく後ろを向いていただけるかと思います。 

 

（意見） 北村 理事候補者 

 口頭で言っていただけると解るのですが、その資料で

あるレイアウト図があって初めて、これだけのスペース

でこれだけの人数だったら可能だということが分かりま

す。その資料も必要だと思います。 

 

（意見） 園 理事候補者 

 先程ブラスバンド部の方は２０名だと言っておられま

したが、予算書には講師食事代、ペットボトルお茶２４

本と書かれていますが、２０人なのですか。 

 

（応答） 大野 副理事長候補者 

 今現時点では２０名というようにお聞きしております。

例えば大学生の吹奏楽部の方には一人でも多くというこ

とで、お声かけはまだ継続中ということになります。 

 

（意見） 園 理事候補者 

 参加者動員計画の特別会員４４名というところが気に

なるのですが、７０周年という歴史のある中で節目の新

年交流例会であるのに４４名というのはどういった計算

なのかというところと、大野副理事長は特別会員の方に

何人来ていただきたいのかというところが気になったの

で、教えて下さい。 

 

（応答） 大野 副理事長候補者 

 来賓の方が６３名、正会員と新入会員と外部監事の方

にプラスして特別会員の方を入れて１５０名で計画を行

っております。こちらが最大の数字でございますので、

人数の関係上特別会員の方の人数はこのような形になっ

ています。先ほど資料訂正をさせていただきましたので、

特別会員の方の数は３９名で予定しております。 

 

 

（意見） 園 理事候補者 

 マリアージュの会場の参考資料には収容人数１８０名

と書かれています。その辺り例えばブラスバンドステー

ジの関係上１５０名しか入れないといった場合、それ以

上の応募があった場合の特別会員の方は断るということ

ですか。 

 

（応答） 大野 副理事長候補者 

 計画人数以上の参加というのは厳しいので、断らざる

負えないと思っています v 

 

（意見） 園 理事候補者 

 今後彦根青年会議所が８０周年、９０周年を迎えるの

時には、やはり周年というのは見ておきたいと思います。

「今はどのようなメンバーがいるのか」と思う人は絶対

にいると思います。それを断るというのはどうかと思い

ます。それであるならば、メンバーを全員座らせないで、

そこに特別会員の方に座ってもらい、メンバー全員で接

待する形でも良いのではないかと思います。そういった

ことは考えなかったですか。 

 

（応答） 大野 副理事長候補者 

 その辺りは臨機応変に対応させていただければと考え

ています。１０年前の２０１３年度の報告書ではメンバ

ーを含めて１３８名でした。それ以降の年は大体８０名

から９０名くらいとなっておりますので、大体そのくら

いで収まるのかと考えています。 

 

（意見） 園 理事候補者 

 その辺り調べて計画していただいているのであれば、

大丈夫なのかと思いますが、最悪の場合はメンバーが立

ってでも特別会員の方に来ていただくという形を取って

下さい。 

 

（意見） 青木 理事候補者 

 関係諸団体で新たに呼ぼうと思われている所はありま

すか。 



 

（応答） 大野 副理事長候補者 

 特に考えてはいないです。 

 

（意見） 青木 理事候補者 

 ７０周年の周年事業まで対外的な関係諸団体が関わっ

てくるような例会はこれが最初で最後かと思います。写

生大会は全く別の目的だとは思います。周年に向けての

期待を持っていただけるような対外的なＰＲの場という

のは、本当に１月交流例会が肝心要だと思います。北村

理事も言っておられたように、そういったＰＲの場はも

ちろんだと思いますが、まずは人を呼ぶということも大

事だと私は考えます。例年読んでいる関係諸団体だけで

はなく、別のところも検討されるべきかと思います。 

 

（意見） 北村 理事候補者 

 工夫と期待される効果の５番目のステージ上にＪＣＩ

パネルを設置させることによりという文章がありますが、

これについて、当日彦根青年会議所の事業だと知らずに

来る人はまずいないと思います。この文章に意味がある

のであれば教えていただきたいのですが、無いのであれ

ば削除した方が良いと思います。 

 

（質問） 中西 理事候補者 

 先ほど出席者の事に関して意見が出ていたと思います

が、逆に私が思うのはコロナ禍の前年までの事があるの

で、来賓の方々もかなり少なくなるのではないかと懸念

します。特に会食を伴うとなると特別会員の中にはご高

齢のかたもおられると思いますし、昨年の出席の方々を

見ていても一昨年は来られていたのに、昨年来られてい

ない方が結構おられました。シニアの方の意見や会食す

るにあたっての反応は聞かれましたか。 

 

（応答） 大野 副理事長候補者 

 シニアの方に関しましては、商工会議所のシニアクラ

ブでの会食なども始まっておりますので、できる状態で

あると思っております。そして７０周年を迎えるにあた

って、いつまでも会食なしで開催するというよりも、会

食ありで元気よく行いたいと思います。 

 

（意見） 中西 理事候補者 

 行いたいという想いはメンバーも同じだと思いますが、

実際に来ていただけるかどうかというところは別問題に

なりますので、実際に相談を事前にされても良いように

思います。現在人数を最大で計算されていますが、その

辺りを相談されても良いように感じました。 

 

（質問） 木田 監事 

 シニアクラブの代表幹事を来賓で呼ばれている理由を

教えて下さい。 

 

（応答） 大野 副理事長候補者 

 前年度の引継ぎ事項にも記載がありますが、その中で

目録贈呈であったり、挨拶であったりをしていただく中

で、大勢の前に立っていただくというところもあります

ので、そういった際に失礼のないように来賓での扱いを

させていただいております。 

 

（意見） 木田 監事 

 失礼のないように来賓として呼ぶということが本当に

この彦根ＪＣシニアクラブの代表幹事、言ってしまえば

身内を来賓でお呼びし、リボンたれをつけた格好でステ

ージに立っていただくことを、私は恥ずかしいことだと

感じます。身内を来賓として呼ぶことを他から見るとそ

う感じます。その辺りをもう一度検討いただきたいと思

います。 

 

（意見） 青木 理事候補者 

 工夫と期待される効果のところに会食の事が書かれて

いますが、会食を再開することというのはすごく大きい

ことだと思います。なのでここをもっと詳しく聞きたか

ったのですが、今答弁していただく必要は無いので、も

う少しここの部分を詳しく、なぜ本年度会食を再開させ

るのかというところを書いていただきたいと思います。

今書かれている所は例年と同じ工夫と期待される効果だ

と思いますので、その辺りを書いていただきたいです。 

 

（質問） 宮川 監事 



 いくつかありますが、まずは６ページの審議資料１の

時間配分が書かれていますが、彦根ＪＣシニアクラブ代

表幹事の挨拶が１０分になっています。主賓の方の挨拶

が５分なのになぜここが１０分になっているのかという

ことが不思議なのですが、何か意図があるのですか。 

 

（応答） 大野 副理事長候補者 

 目録を贈呈していただけることもありますので、感謝

の意味を込めて過去の議案書の事を参考にしながら、１

０分とさせていただきました。 

 

（意見） 宮川 監事 

 もしかしたら１０分話すことがあるかもしれませんが、

流れからすると少し違和感があります。私としては主賓

と同じく５分で統一されて、残った５分を７０周年のＰ

Ｒタイムに回せるのではないかと思いますので、そこで

調整していただければと思います。 

 

（質問） 宮川 監事 

 オープニングゲストの演奏の話が北村理事からありま

したが、こういった演奏は大体壇上でされると思います

が、会場の後ろでされるのは何か理由があってのことで

しょうか。 

 

（応答） 大野 副理事長候補者 

 楽器を持ち込んで演奏されるとお伺いしていますので、

そのオープニング演奏が終わった後に撤収作業をされる

ことに時間がかかってしまいます。そのまま来賓の方の

祝辞等を行いますので、時間の都合上後方で行っていた

だく流れとなっております。 

 

（質問） 宮川 監事 

 オープニング演奏が終わった後、続いて開会宣言、点

鐘、国歌斉唱というように続いていきます。どちらにし

ても会場広報でガチャガチャしている中でこれをスター

トするのはあり得ないと思います。完全撤収し終わって

からしか、スタートできないと思いますが、撤収には大

体どのくらいの時間をイメージされていますか。 

 

（応答） 大野 副理事長候補者 

 撤収には３０分程度かかると聞いておりまして、ただ、

オープニング演奏後すぐに撤収するのではなくて、乾杯

の挨拶が終わり、しばらくした会食の時間のあたりで撤

収していただく流れで確認は取ってあります。 

 

（意見） 宮川 監事 

 その辺りしっかりとご理解していただいている上で言

っていただいているのであれば大丈夫かと思いますが、

撤収に３０分もかかる楽器を持ち込まれるのだろうかと

思いますので、その辺りしっかりと打ち合わせをしてい

ただいて、撤収にどのくらいの時間がかかるのか確認し、

もし５分ほどで楽器を運ぶだけで済む、あるいは楽器を

運ぶ際にＬＯＭメンバーが手伝うなりして短縮できるの

であれば開始前に完全撤収をしてしまってからの方がゲ

ストの皆様にとっても迷惑が掛かりませんので、厳かな

雰囲気でしっかりとスタートができるのかと思いますの

で、もう一度ご検討いただければと思います。 

 

（質問） 宮川 監事 

 ７ページの審議資料２の来賓案内状リストについて、

このあたりがいくつか気になるのですが、特別会員の数

が３２３名になっております。先ほどの月報の議案書で

は３２４名と記載をされていましたが、この１名の差と

いうのはどこにあるのでしょうか。 

 

（応答） 大野 副理事長候補者 

 先ほどの月報の議案書に関しましては名誉会員を含む

３２４名となっております。こちらは名誉会員を除いた

３２３名となっております。 

 

（意見） 宮川 監事 

 このあたりをしっかりと精査して欲しいと思います。

それと同時にここが本質ではなくて２０２２年度の青木

副理事長が上程された議案書では特別会員の数が２９０

名ほどでした。本年度３２４名になっているということ

は特別会員が３０名ほど増えている計算になります。３

０人増えるのはおかしなことなので、この数字の信憑性

というのが怪しいです。その上で数を精査しないと予算



が全く変わってくるので、しっかりと確認して欲しいと

思います。 

 

（質問） 宮川 監事 

 返信用はがきと礼状はがきの数字の根拠をお聞かせく

ださい。 

（応答） 大野 副理事長候補者 

 返信用はがき３８６枚に関しては来賓の方６３名と特

別会員の方３２３名の計算になっております。礼状用は

がきにつきましては。 

 

（意見） 宮川 監事 

 気付かれたようですが、計算が合わないですよね。と

いうことで返信用はがきの計算方法なのですが、単純に

来賓と特別会員を足すだけではいけないです。来賓と特

別会員の重複者を引かないといけません。例えばですが、

赤井先輩には議長の肩書と特別会員の肩書とダブルでは

がきが行くということになります。ですので、現段階の

数字が正しいということであればこの３８６名から１０

名を引くというのが正しい数字になります。その辺りし

っかりと精査しておかないと余分に予算を出してしまう

ということになってしまいます。次に上程される時には

しっかりとお願いしたいなと思います。ついでに予算の

事で言いますと、この議案書は上程冒頭で落ちることが

確定しています。それは特別会員の数を減らしたからで

す。５名減らしたら予算が変わるはずですよね。執行部

には気付いて欲しいものです。特に新年交流例会はタイ

トなスケジュールで進んでいますので、次の再上程の時

には、特に予算面のところは取り返しがつかないので十

分に精査をした上で再上程をお願いしたいと思います。 

 

（意見） 中西 理事候補者 

 例年通りだと申し訳ないですが、来賓、特別会員のお

見送りに３０分とかなり長時間取られていますが、ここ

で３０分取るのであれば先ほどから意見のある特別委員

会のＰＲなどに使った方が良いと思います。変更可能で

あれば反映をお願いいたします。 

 

（決定） 取り下げ 

 

１１号議案 ７０周年合同部会開催の件 

 

（補足説明） 澤井 ７０周年特別委員長候補者 

 ７０周年はメンバー全員で取り組みたいと考えていま

すので、合同部会を開催して情報の共有や部会の進捗状

況をそれぞれが意識していただきたいと考えています。

またこのように早期に日程を決定することにより、皆様

が集まりやすい環境を創りたいと考えています。ご審議

の程よろしくお願いいたします。 

 

（資料訂正） 澤井 ７０周年実行特別委員長候補者 

５番 ①実施日時 

誤）２０２３年２月２８日（月） 

正）２０２３年２月２８日（火） 

 

誤）２０２３年４月２７日（水） 

正）２０２３年４月２７日（木） 

 

誤）２０２３年６月２７日（水） 

正）２０２３年６月２７日（火） 

 

 ５番 ⑤参加者動員計画 

誤）４３名 

正）４８名 

 

誤）仮入会会員１０名 

正）仮入会会員１５名 

 

（質問） 園 理事候補者 

 ４８名入れるメンバーの事業所はどこですか。 

 

（応答） 澤井 ７０周年実行特別委員長候補者 

 例えば宝源の２階であったり、夏原工業さんであった

りを考えています。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 ＯＢ会員の事業所等とも書かれていますが、外部協力

者なしとなっています。それではできないと思います。 



 

（資料訂正） 澤井 ７０周年実行特別委員長候補者 

 ５番 ②実施場所・会場 

削除）ＯＢ会員事業所 

 

 

（意見） 園 理事候補者 

 行動計画も日付が決まっている所は記載して下さい。 

 

（応答） 澤井 ７０周年実行特別委員長候補者 

 １月中旬に委員会、２月開催会場の選定及び会場依頼

が※１、その下の委員会にて２月合同部会の部会活動報

告の調査、確認が※２、その下２月合同部会の開催が※

３となっていまして、その下３月上旬に２月合同部会に

ついて委員会で反省というのが※４となっております。

これを合同部会まで都度繰り返すと書かせていただいて

おります。 

 

（意見） 園 理事候補者 

 それはわかるのですが、実施日時ですでに日付が書か

れているのであれば、行動計画に書かない理由はないと

思いますが、開催日時を消すか、行動計画に追記するか

しないといけないと思います。 

 

（資料訂正） 澤井 ７０周年実行特別委員長 

行動計画 ３月上旬の下 

追記）４月２７日 ４月合同部会の開催 

 

 行動計画 ４月２７日の下 

追記）６月２７日 ６月合同部会の開催 

 

（決定） 全会一致をもって承認 

 

１２号議案 仮入会会員承認の件 

 

（補足説明） 西川 副理事長候補者 

 ２０２３年度の入会申し込みと致しまして「有田嘉樹」

「高橋寛之」「原田圭祐」「藤本夏樹」の４君の承認をお

願いいたします。 

 

（報告） 橋本 理事長予定者 

 去る１１月８日に仮入会会員選考委員会を開催いたし

ました。選考委員長を飛松副理事長にお願いし、選考し

ていただきました。 

 

（報告） 飛松 副理事長候補者 

 去る１１月８日に仮入会会員選考委員会を開催いたし

ました。議案書に記載しています の４君は会員規則第

２章第５条に基づいて資格を有すると報告します。 

 

（開票結果報告） 上田 事務局長候補者 

 先程両監事に投票用紙をご確認いただいた上、開票い

たしました。只今より結果をご報告いたします。出席理

事数１４名 、投票用紙総数１４枚、有効投票用紙数１４

枚、有効投票総数５６票、無効票０票、合計５６票とな

ります。 

 

（報告） 木田 監事 

ただいま投票を確認させていただき、適正に審査された

ことをご報告申し上げます。 

 

（決定） 全会一致をもって承認 

 

１． 依頼事項 

夏原 専務理事候補者 

 皆様長丁場の会議お疲れ様でございました。次回理事

候補者会議につきましては臨時候補者会議という形で第

２回理事候補者会議を開催させていただきたいと思いま

す。日程については後ほど事務局長より確認をしていた

だきます。そしてもともと予定していました１２月１２

日の第２回理事候補者会議は第３回理事候補者会議とい

う形でご予定をよろしくお願いいたします。 

 

澤田 総務広報委員長候補者 

 本日は２０２３年度総務広報委員会の委員会方針の件、

２０２３年度ＬＯＭスローガン承認及び掲出物作成の件、

公式ＷＥＢサイト開設・運営及びＳＮＳ運営の件、月報

配信の件の４議案に関しましてご審議いただきましてあ



りがとうございました。承認いただきましたので、この

１年この活動をしていきたいと考えております。３議案

につきましては明日から早速動いていきたいと思います

ので皆様よろしくお願いいたします。 

 

 

丸山 組織の輪確立委員長候補者 

 組織の輪確立委員会の方針をご審議いただきありがと

うございました。 

 

西村 地域共創委員長候補者 

 本日は地域共創委員会の委員会方針を審議可決ありが

とうございました。 

 

藤井 財政規則特別委員長候補者 

 財政規則特別の委員会の方針をご承認いただきありが

とうございました。 

 

大野 副理事長候補者 

 本日取り下げとなりました新年交流例会ですが、皆様

からいただいたご意見を基に次回理事候補者会議にて再

上程させていただきますのでよろしくお願いいたします。 

 

澤井 ７０周年実行特別委員長候補者 

 私からは委員会方針、ロゴマーク、合同部会の承認を

していただきありがとうございました。合同部会は２月

から開催させていただきますが、各部会は本年中に開催

したいと考えています。また改めて部会長から連絡があ

ると思いますので、何卒ご参加の程よろしくお願いいた

します。 

 

西川 副理事長候補者 

 本日会員拡大～拡大王に俺はなる～、そして仮入会会

員の承認ありがとうございました。早速ですが拡大王の

議案から、事前説明会が１１月１２日（土）に１９時よ

りスカイジョーカーで行います。是非とも皆様ご参加し

ていただき、拡大活動をスタートさせていただきたいの

で、よろしくお願いいたします。 

 

上田 事務局長候補者 

 臨時理事会については１１月１８日２０時から開催し

たいと思います。場所は文教スタヂオ様５階で開催させ

ていただきます。 

 

 

（質問） 木田 監事 

 上田事務局長から送られてきている会務報告並びに委

員会報告の中で委員長の皆様から送られてきている委員

会報告についてご質問なのですが、事業計画に会員拡大

が記載されているにも関わらず、委員会でそのことにつ

いて話をされた形跡がないです。委員会では拡大の話を

しなければいけないと思いますが、その辺りどのように

ご指導されているのか夏原専務理事にお伺いいたします。 

 

（応答） 夏原 専務理事候補者 

 拡大については各委員会の担いということで委員長達

にはお話しています。委員会内で話しているというより、

事あるごとに執行部からお願いさせていただいています

が、今現在のところ具体的に委員会内でどうしていくか

というところが揉めていない状況であります。その辺り

我々の方でも指導ができていないと思うところがありま

す。１１月１２日の土曜日に拡大の事前説明会がありま

すので、その辺りでも委員長の皆様に自分たちがやるべ

きことをしっかりと理解していただけると思いますので、

次回の委員会報告の中にはその文字が見えるのではない

かと考えています。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 先ほど１８日に臨時理事候補者会議を行うと言ってい

ましたが、その日は２０２３年度の執行部会があります

が大丈夫なのですか。 

 

１．監事講評 

  

宮川 監事候補者 

 皆さん長丁場の理事会大変お疲れ様でございました。

まずはご設営いただきました事務局の皆様お疲れ様です。

ありがとうございました。第一回理事候補者会議という



ことで２０２３年度幕開けということになります。それ

にふさわしい素晴らしい中身のある会議になったのでは

ないかと両監事喜んでいます。では各議案について講評

させていただきます。１号議案２０２３年度理事候補者

会議及び理事会開催の件について本日１４名が出席とい

うことで非常に多くのメンバーで第一回理事候補者会議

がスタート出来たことは素晴らしいと思っています。こ

れからも円滑かつ効果的な理事会運営に理事の皆様はご

協力いただきたいと切に願っています。委員会が充実し

理事会で活発な意見が飛び合い、内容のある協議になる

ことが何より活性化に繋がると思いますので、今後の理

事会も一人でも多くの参加をお願いしたいと思います。

共にそれが理事の責務だと思っていますので十分に認識

し日程調整をして理事会に臨んでいただければと思いま

す。続きまして２号議案２０２３年度事業計画（案）承

認の件ようやくこれで次年度の執行部と各委員会がスタ

ートに立ったという風に言えると思います。特に、方針

作成について新委員長と皆さんは苦労されたと思います。

まずはそれに対し労いをさせていただきたいと思います。

去年この方針に対して理事からいただいた意見の中で

色々とご答弁いただいたと思います。それによって方針

への理解度や自分の事業計画の課題というのがいくつか

見えてきたのではないかなと思います。審議通過したか

らにはこの事業計画を元に方針を達成するために、この

委員会活動を進めていくというなかで自分がやりたいこ

とや自分が達成しなければならないこと、この背骨だけ

は必ず曲げずに、ぶれずにかつ柔軟な面も持ちながら委

員会活動を進めていただきたいと思います。答弁が思う

ように出来た人出来なかった人、各々反省すべき点はい

くつかあるのかと思います。それから、理事の質問が少

し優しかったと思います。全体的に見まして我々両監事

が委員長の時と比べましても全体に、相対的にですけれ

ども答弁の質は個人的に上がっていると思っています。

その様に感じていますので、ぜひ新委員長の皆さんは胸

を張って理事会で大きな声で答弁していただければと思

います。それと気持ちよく答弁をしていると一つ罠があ

りまして徐々にハードルが上がっていく様な面もありま

すので、これも経験だと思いますので委員会が本当にや

りたいことをしっかりと見据えて適切な答弁が出来るよ

うに考えながら今後の理事会に臨んでいただきたいと思

います。続きまして、３号議案 ２０２３年度職務分掌

（案）承認の件ですけども冒頭に大きな変更がありまし

た。職務分掌というのは各々の部署の担いを明確にする

非常に大切なものでありますが、誤解を恐れずに発言す

ると職務分掌というのは意外と疎かにされがちだと思っ

ています。執行部の上程議案ということもありますので

事前にもう少し丁寧に協議をしていただきたかったと思

うのと、一点気になる事は、来年の第一回候補者会議に

我々はいないので、敢えていうのですがあくまでも職務

分掌というのは現行の運動指針を元に構成されているも

のです。来年の２０２４年の第一回候補者会議の時には

内容を大きく変えなければならないということを来年残

られる方、特に執行部になりそうな方は覚えておいてい

ただきたいと思います。続きまして、４号議案２０２３

年度収支予算書（案）承認の件ですけども毎年度担当さ

れる専務理事が非常に頭を悩ますことが予算であり、更

に７０周年ということもあり通常にはない収入があって、

通常にはない支出があると非常に組むのに苦労されたと

思っています。拡大の目標数も多いとゆうこともありま

すし特に今年度は収支予算を運用していくのは難しいの

ではないかと思っています、しかしながら、収支相償が     

ぎりぎりであったりだとか、公益事業比率の５３パーセ

ントであったりは滋賀県総務部、総務課から言われると

危険水域です。もう少し上げておかないといけないのか

なとも感じています。これを遵守していくのが公益社団

法人として守らなければならない法令として定められて

いるものですので慎重に運用をしていただきたいと思い

ます。修正補正が後々ありますので逐一細かくどれくら

いの収入があってどれくらいの支出が出ているのか収支

バランスを見ながら運用していただきたいと思っており

ます。続きまして、５号議案２０２３年度ＬＯＭスロー

ガン承認及び掲出物作製の件ですけども、今回ＬＯＭス

ローガン公募採択とゆうことですが結果的には橋本理事

長にピッタリな素晴らしいＬＯＭスローガンになったか

なと思っています。メンバーがＬＯＭスローガンを大切

にするというのも重要ですが、既出物を作るということ

は対外的な目的も十分にあるということを認識もしてお

りますので、ぜひあらゆる会員大会の場でＬＯＭスロー



ガンを掲げられる姿を披露することを大いに期待してお

ります。続きまして、６号議案会員拡大～拡大王に俺は

なる！！～開催の件ですけども、拡大は結果がすべてと

いう面があります。目標は達成出来たか、次年度は１５

名目標という目標がありますが、例えば単純に目標は

「達成出来たな」「素晴らしいな」という話になりますが、

本議案に関しましては本当に大事なのは全員拡大が本当

に出来ているのか、というプロセスが重要になってくる

のではないかと思います。メンバー全員で会員拡大を意

識して取り組むことが出来る意識改革や仕組みを変える

ことが、もし出来れば２０２３年度以降の会員拡大にも

十分に関わってくる可能性があると思いますので、メン

バーが自発的に取り組める様に設えを今後も考えていた

だいて執行部の皆様には進めていただければと思います。

７号議案創立７０周年ロゴマーク承認の件ですがせっか

く作ったものですので色々な場面で使っていかないとも

ったいないというのは木田監事の意見にもあった通りで

す。隙あらばロゴマークがどこかに飾ってあると思うよ

うな状態を澤井委員長はぜひ作って欲しいと思います。

答弁で色々な所でロゴマークを使って貰えるとありまし

たが、ロゴマークを使うのは澤井委員長からのアプロー

チがないと使われないと思いますので、そこだけは十分

に意識していただいて積極的に使うという意識もして、

全員で進めてほしいと思います。続きまして８号議案彦

根青年会議所公式ＷＥＢサイト開設・運営及びＳＮＳ運

営の件です。日本でメジャーになっているＳＮＳをほぼ

網羅する感じの議案になりました。委員長が広報にかけ

る思いが十分に伝わってくる内容だと思っています。で

すが、理事会の意見にもありましたが一つ危惧している

のは多くのツールを運用出来るのだろうか適切に出来る

のだろうか、円滑に出来るのだろうか、といったところ

を少し気になっているところです。中途半端になるとＳ

ＮＳというのは逆効果になりえると思います。多分、委

員長が一人で回していけるような内容ではないのかなと

思いますので、委員会全体でＷＥＢ・ＳＮＳの運用をど

の様に効率的に行っていけるのか、効果的に行っていけ

るのかということを委員会内で十分に検討していただい

て、特に総務広報委員会の理事の方には委員会全体で積

極的に広報活動を盛り上げていけるようにサポートして

いただきたいと思っております。９号議案月報配信の件

について、いよいよ紙媒体を辞めてＷＥＢに切り替える

ということで、これは７０周年に相応しい英断と言って

良いのではないかなと思っております。これまでの月報

というのはメンバー間の情報共有であったり、ＯＢの皆

様、関係諸団体の皆様への情報発信であったりというの

がメインとなっていたように私は認識しています。それ

の紙媒体を辞めて完全にＷＥＢに切り替わるということ

はこの月報の対象といえるのは比較的地域市民に寄って

行く。より対外的な意味合いが強くなっていくのではな

いのかなという風に思います。私はそれで良いという風

に思っています。ＯＢの方々を批判しているわけではあ

りませんがより地域市民に向けた発信という工夫に切り

替えて月報を運用していくのは良いと思っている一方で、

これまでと同じような内容で市民に伝わるのかというこ

とも少し思うところがあります。月報の記事内容を見て

いるとそれ程例年と変わらないようなイメージを私は持

ってしまいましたので、何より地域市民にしっかり興味

を持ってもらえるような、記事の作成をお願いしたいと

思います。あと、どうしても紙を要望される方への対応

ですけれども、万が一その様なこともあるかもしれない

と思いますので、その時は別議案を上げて予算を立てて

と、ということも可能性があると思いますので、そのあ

たりはその様なことがあれば執行部の皆さんで協議をし

ていただきたいと思います。１０号議案は１月度（新年

交流）例会～初志貫徹！新たな時代の魁に！～開催の件

についてです。残念ながら取り下げとなりました。２０

１８年でしたか江頭先輩が取り下げになったのを非常に

強く思い起こすような懐かしい流れになったと思ってお

ります。執行部の上程議案なので厳しく見られるのは当

然の流れであります。新任委員長のお手本となる様に次

回再上程の時には質問も意見も出ない、理事を黙らせる

ような素晴らしい出来になっていることを期待したいと

いう様に思っております。１１号議案７０周年合同部会

開催の件です。合同部会を開催するのは良いのですが、

いざ蓋を開けてみたら今日は何をするとかですね。議案

作成や資料作成に黙々と作業をしているという姿を過去

の合同部会で何度も見てきました。意外と合同部会を開

催したからといって中身が無いというのは良くありがち



で、合同です意味あるのかと思ってしまうようなことも

度々ありました。何故合同部会でメンバーが一度に会し

ているのかという意味をしっかりと考えていただいて、

効果的な出題をぜひ期待をしたいと思います。せっかく

なのでしっかり機運の高まる出題を澤井委員長にはお願

いしたいと思います。続きまして１２号議案仮入会会員

についてですが、いきなり４名ということで執行部の素

晴らしい拡大に向けてのスタートが切れたと思っており

ます。晴れて４名が正会員になられるまでしっかりとフ

ォローをしてほしいと思います。木田監事のＦａｃｅｂ

ｏｏｋの投稿を見ていますと、仮入会会員１名を監事が

上げたということもあり７０周年に対する期待というも

のを非常に感じております。何か期待をして青年会議所

の門を叩いていただいていると思いますので、新しい４

名の期待を裏切らないように我々がしっかりと活動・運

動・背中で見せないといけないと思っていますので、入

れて終わりでなくそこから育てることを含め拡大と思い

ますので、しっかりと万全なフォロー体制をお願いした

いと思います。いよいよ７０周年の幕開けです。理事会

構成メンバーの皆様含め、メンバー全員が悔いのない１

年を過ごせる様に妥協なく活動・運動に邁進していただ

きたいと思うのと、特に理事構成メンバーの皆さんが来

年の１２月３１日やり切った笑顔で、その様な１２月３

１日を迎えられることをご祈念申し上げまして簡単では

ございますが監事講評とさせていただきます。本日は大

変お疲れ様でした。 







１． 理事長報告  

橋本 理事長候補者 

 皆様、こんばんは。まずは第二回理事候補者会議に御参加い

ただきありがとうございます。今日の議案ですが本来であれば

委員長の見本となる執行部の議案書のみの再上程という形で

誠に申し訳ないと思っております。今後この様なことがないよ

うに気を付けたいと思います。それと、もう一つ執行部の西川

副理事長が体調不良のため欠席になったことをお詫び申し上

げます。申し訳ありません。前回の９日の理事候補者会議から

一週間ほど経ちまして執行部で議案書を完璧に直して来たつ

もりでございます。理事の方が見てどう思われるか分かりませ

んが、我々の出来る精一杯の形で直してきましたのでまた意見

があるようであれば副理事長に言っていただきたいと思いま

す。それと１２日の土曜日ですね。執行部設営の会員拡大の事

前説明会に御参加いただきましたメンバーの皆様ありがとう

ございました。来年１５人拡大すると言って現在４名です。あ

と１１名拡大を年内に出来ることなら行いたいというように

考えております。この前の拡大の事前説明会でも言った通りで

すが、メンバーが増えることは非常に良いことですし、メンバ

ーが増えることで組織に勢いが増して青年会議所の運動や活

動が地域の方により多く知ってもらえるのではないのかと僕

は考えておりますので、出来ることなら年内に１１名拡大し、

来年の新年交流例会に１５名並んでいただく気持ちを持って

会員拡大に邁進していただきたいと思います。あと、いつもな

ら１９時からですが今日は２０時からで、議案も１つなので皆

様大野副理事長候補者に忌憚のない御意見をお願いしたいと

思います。それと、もう一点だけ、２０２２年は理事長が集ま

る会が士会という名前で開催されていると思います。おそらく、

北村直前理事長がやっている時も士会だったと思います。来年

高島青年会議所が無くなるということなので、１０ＬＯＭにな

るということで以前は名前を士として十と一で１１ＬＯＭの

サムライという意味でしたが、この前第一回目の集まりの時に、

名前をどうしようかということで「勇志会」真田十勇士の勇志

会という意味で勇ましいに志す会として、勇志会と決まりまし

た。その中で皆様が思われていた公式訪問例会の件についてで

すが、第二回の勇志会がＺＯＯＭでありまして次年度の吉田会

長が言っておられたのは、公式訪問例会は例年であれば日本青

年会議所の名代として各ＬＯＭに運動の方向性を発信しにく

る場だということは分っていると、それを発信する手法として

意見交換があったというだけであって運動の方向性を各ＬＯ

Ｍに発信出来るのであれば意見交換する必要がないのではな

いかと言っておられました。確かにそうだと思いました。来年

はそういう風な方向性ではないということだけは言っておら

れ、時期は５月ぐらいにしたいという希望を言っておられまし

た。それもまた会員会議所で議案を通すという形になるので、

５月ぐらいに滋賀ブロック協議会が彦根青年会議所に日本青

年会議所の運動の方向性を発信しに来てくれる、ということは

ほぼほぼ決まっていますのでお知らせいたします。ということ

で今日の理事会が皆様にとって有意義な時間になりますこと

をご祈念申し上げまして挨拶と代えさせていただきます。本日

もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

１．会務報告  

夏原 専務理事候補者 

 皆様、改めましてこんばんは。本日臨時での候補者会議にお

集まりいただきありがとうございます。また先程橋本理事長か

らもありました通り執行部議案の取り下げによる臨時という

ことで皆様の貴重な時間をいただいて大変申し訳なく思って

おります。前回の第一回候補者会議の議事録につきましては次

回第３回理事候補者会議の資料に添付をさせていただきたい

と思っております。また会務報告につきましたは先日上田事務

局長により配信させていただいております。以上です。 

 

１． 副理事長報告 

大野 副理事長候補者 

 副理事長の大野です。本日新年交流例会を上程させていただ

きますので理事の皆様忌憚のない御意見の程よろしくお願い

いたします。 

 

飛松 副理事長候補者 

 １２日の拡大事業に御参加いただきましたメンバーの皆様

ありがとうございました。執行部の声掛けも遅かったので出席

メンバーは少なかったのですが、拡大意識を上げていかないと

なかなか繋がらない。私も理事長からプレッシャーを与えられ

ていまして年内に絶対入れないといけないなと、誰かがするだ

ろうでは拡大は出来ないと思うので、特に拡大をされたことの

ない方は一人でも拡大をすると見える景色や自分がやった感

出てくると思いますので前向きな意識を持って委員会内で拡

大をしていっていただきたいと思います。 

 

１． 資料の確認 

上田 事務局長候補者 

 資料に関しましては本日メールにて配布させていただいて

おります。なお当日配布のため、後ほど資料確認の時間を設け



させていただきます。 

 

〇事前資料 

配布資料 

Ｎｏ．１ ２０２３年度第２回理事候補者会議のご案内 

Ｎｏ．２ 事業計画 １月度（新年交流）例会 

～初志貫徹！新たな時代の魁に！～開催 

 

１． 審議事項 

 １号議案 １月度（新年交流）例会 

～初志貫徹！新たな時代の魁に！～開催の件 

 

（補足説明） 大野 副理事候補者 

 第１回候補者会議の意見と対応 

（意見）目的と意義の対外及び対内を検討し再度記載お願いし

ます。 

（対応）目的と意義の対外及び対内について修正し記載しまし

た。 

（意見）例年通りではない７０周年を最大限にＰR できる工夫

を取り入れて下さい。 

（対応）アジェンダにて７０周年実行特別委員会による７０周

年事業をＰR できる場を設けました。 

（意見）新入会員紹介の時間が１５名に対し３分では足りない

のではないでしょうか。 

（対応）１人あたり４０秒とし、１０分にしました。 

（意見）吹奏楽部演奏時の会場レイアウト図を追記してくださ

い。 

（対応）会場レイアウト図を追加しました。 

（意見）計画人数よりも特別会員が多くなった場合は１人でも

多くの特別会員を迎え入れるようお願いします。 

（対応）計画人数よりも多くの特別会員が来ていただける場合

は、臨機応変に対応し１人でも多くの特別会員を迎え入れます。 

（意見）例年呼んでいる諸団体以外の方も呼ぶべきではない

か？ 

（対応）他の関係諸団体も検討しましたが、７０周年との関わ

り等を検討した中で、お招きする来賓につきましては変更なし

としました。 

（意見）工夫と期待される効果の５つ目の削除をお願いします。 

（対応）削除しました。 

（意見）前年までのことがあり、会食を伴うと参加人数が減る

恐れがあるので、シニアの方などに相談してもいいのではない

か。 

（対応）シニアクラブに相談したところ、会食を伴う例会でも

問題ないと意見をいただきました。 

（意見）シニアクラブの代表幹事を来賓扱いにするのは逆に失

礼ではないか。 

（対応）シニアクラブ代表幹事につきましては、特別会員とし

てお招きいたします。 

（意見）会食を行う工夫と期待される効果を詳しく書いていた

だきたい。なぜ会食するのか踏まえた上で記載してください。 

（対応）工夫と期待される効果に記載しました。 

（意見）シニアクラブ代表幹事の挨拶をしていただく時間につ

いて来賓祝辞や締めの挨拶も５分の為、代表幹事の挨拶も５分

にし、その分を７０周年のＰR タイムにまわすよう検討してく

ださい。 

（対応）シニアクラブ代表幹事の挨拶を５分にし、その分を新

入会員紹介、７０周年のＰＲタイムにまわしました。 

（意見）オープニングゲストについて演奏後にかかる撤収時間

を再確認し、５分程度で撤収が可能であればメンバーが撤収作

業を手伝い、撤収後に開会宣言をしたほうがいいのではないか。 

（対応）オープニングゲストの撤収時間について、メンバーが

協力することで、５分程度で可能と返事をいただきましたので、

撤収後に開会宣言へと移ります。また、演奏箇所につきまして

は、ステージで演奏していただきます。 

（意見）特別会員数を精査してください。前年度の新年交流例

会の時に２９２名のため、しっかりと数を精査し予算をお願い

します 

（対応）特別会員数について精査し、３２４名と記載しました。 

（意見）返信用はがきは来賓と特別会員の重複者１０名を引か

ないとダブルで行ってしますので精査をお願いします。 

（対応）９名引き予算書に記載しました。 

（意見）来賓・特別会員のお見送りが３０分とあるが、ここで

時間を取らず７０周年のＰR にまわすよう検討をお願いします。 

（対応）お見送り時間について、１５分としました。 

 

（質問） 上田 理事候補者 

 審議資料－３でステージ上にＪＣＩパネルがあると思うの

ですが審議資料－４のところではオープニングゲストの演奏

となっております。この時ＪＣＩパネルはどこかにしまわれる

のでしょうか。 

 

（応答） 大野 副理事候補者 

 一度横にずらそうと考えております。 

 



（質問） 上田 理事候補者 

 かなり大きいものですので置く場所や移動手段を検討され

た方が良いと思うのですが検討はされていますでしょうか。 

 

（応答） 大野 副理事候補者 

 事前に検討はさせていただきました。二人であれば持ち運び

も出来ますので問題ないかと考えております。一応スペースに

関しましてはどける予定をしているのですが吹奏楽部の方が

今現在２０名で演奏予定でして、ただ声掛けの方を続けてくだ

さっている状態でして一人でも多くの方ということで人数が

増えた場合に少しでも多くのスペースを確保するために一応

どける計画をしております。 

 

（意見） 上田 理事候補者 

 スムーズな設営が出来るように事前の確認などしっかりと

していただきたいと思います。 

 

（意見） 車 理事候補者 

 審議資料－５の会場吊り看板の形ですが下の段に７０周年

のロゴマークが左に印字されているのですが、ＬＯＭスローガ

ンには右側に印字されていると思うのでどっちかに合わせる

方が良いと思います。 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 特別会員の数ですが３２４名ですが実際どうやって確認さ

れましたか。 

 

（応答） 大野 副理事候補者 

 事務局員と一緒に確認させていただきました。 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 前年度が２９２名に対して３２４名に増えているというこ

とはどういうことなのか説明お願いします。 

 

（応答） 大野 副理事候補者 

 前年度２９２名という数字は前回の新年交流例会の報告書

から出してきた数字であり、３２４名に関しましては特別会員

のハンドブックの数字を事務局員の岡田さんと一緒に確認さ

せていただきまして、物故会員を差し引いた数字と物故会員が

二名でしてそれを差し引いた数字が３２４名となっています。 

 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 了解しました。あと演奏ですが撤収は５分ぐらいで演奏が１

５分ぐらいですか。 

 

（応答） 大野 副理事候補者 

 演奏１５分撤収５分、一応２０分でアジェンダには記載させ

ていただいております。 

 

（意見） 北村 理事候補者 

 了解です。手伝っていただくメンバーの方にはしっかりリハ

ーサルで声掛けしていただきたいと思います。一発目の７０周

年の例会ですのでしっかり良いスタートを切れるようにしっ

かり準備いていただきたいと思います。 

 

（質問） 木田 監事候補者 

 財特委員長がおられないので予算の根拠の説明をどなたが

されるかわからないのですが、特別会員３２４名の中に来賓は

含まれないという認識でよろしかったでしょうか。 

 

（応答） 大野 副理事候補者 

 返信用ハガキの３８８枚の根拠数のことでしょうか。 

 

（質問） 木田 監事候補者 

 最終的にはその質問をしたいのですが特別会員３２４名と

記載されている中に来賓の中に特別会員がおられると思うの

です。３２４名の中に来賓の中に記載されている特別会員９名

は含まれているのか含まれていないのかを教えてください。 

 

（応答） 大野 副理事候補者 

 礼状用ハガキの９３枚につきまして 重複者は含まれてお

りません。 

 

（質問） 木田 監事候補者 

 まず、３２４名特別会員がおられます。その認識でよろしか

ったですか。 

 

（応答） 大野 副理事候補者 

 はい。それで大丈夫です。 

 

（質問） 木田 監事候補者 

 ３２４名プラス来賓が６４名で返信用ハガキの３８８名と

いう数字を出しておられると思うのですけども来賓の中に９



名特別会員と重複者がおられます。特別会員としてもお招き案

内を出す来賓としても案内を出すという認識でよろしかった

ですか。 

 

（応答） 大野 副理事候補者 

 そちらで大丈夫です。 

 

（質問） 木田 監事候補者 

 来賓リストの下に書いてある「特別会員が来賓の中で重複し

ています」という記載は必要ないのではないですか。何故ここ

に特別会員の中に来賓の中に特別会員が含まれていますとい

う記載されているのか教えてください。 

 

（応答） 大野 副理事候補者 

 案内の方は出させていただくのですが、どちらで来られるか

といいますか、そういったことがありますので返信につきまし

て重複者は減らさせていただいております。 

 

（質問） 木田 監事候補者 

 返信用ハガキの送付、９名は減らされているというご回答だ

と思いますが、３２４名プラス６４名３８８名ですよね。その

６４名の中に特別会員９名が含まれていますので３８８名か

ら９名今の答弁でいくと３８８名から９名引いた数字が返信

用ハガキの数字になるのではないでしょうか。 

 

 

議長判断により休憩 

休憩時間  ５分    

 

（応答） 大野 副理事候補者 

 申し訳ございません。資料訂正の方よろしくお願いします。 

 

（資料訂正） 大野 副理事候補者 

 ５ページ目 事業計画収支予算書 

（誤）返信用はがき＠63×388 枚 

（正）返信用はがき＠63×379 枚 

 

５ページ目 事業計画収支予算書 

（誤）礼状用はがき＠63×93 枚 

（正）礼状用はがき＠63×102 枚 

 

 

（意見） 車 理事候補者 

 事業計画の概要・推進方法の１番から２番を飛ばして３番に

なっているのですが２番の実施場所・会場は何もないので少し

見にくいのでもう少し検討していただきたいです。あとリハー

サルと新年交流例会のかっこのスタートを同じ列にする方が

いいと思います。 

 

（資料訂正） 大野 副理事候補者 

 ２ページ目 ５．［事業計画の概要・推進方法］ 

（誤）文教スタヂオ 

（正）②（実施場所・会場）文教スタヂオ 

 

（質問） 車 理事候補者 

 本年度の工夫と期待される効果の中の「新型コロナウイルス

感染症により２年間できなかった会食」と書いてありますが、

一月頃にコロナ感染者が多くなって会食参加者が減ると寂し

いと思うのですが来てもらえる様な方法は何か考えられてい

ますか。 

 

（応答） 大野 副理事候補者 

 会食を伴う例会の方をさせていただきますとゆうことをシ

ニアクラブの方に伝えさせていただきましたら、会食があるか

らこそ交流が出来るとゆう意見をいただき参加したいとゆう

ふうに意見をもらいました。 

 

（質問） 車 理事候補者 

 もう１つあるんですが、ＹＥＧの例会では体温表を必ず参加

者に書いてもらうルールがありまして、新年交流例会に取り組

む考えはありますか。 

 

（応答） 大野 副理事候補者 

 検温はさせていただきます。 

 

（質問） 車 理事候補者 

 検温だけですか。 

 

（応答） 大野 副理事候補者 

 検温とアルコール消毒はさせていただきます。 

 

（決定） 全会一致をもって承認 

 

１． 依頼事項 



夏原 専務理事候補者 

 皆様第二回候補者会議御出席いただき誠にありがとうござ

いました。次回の候補者会議ですが１２月７日に第三回候補者

会議を１９時より文教スタヂオにて開催致しますのでご参加

の程よろしくお願いします。 

 

大野 副理事長候補者 

 本日は１月度新年交流例会ご承認いただきまして誠にあり

がとうございます。準備の方しっかりとさせていただきまして

よりよい１月度新年交流例会を行いたいと思っておりますの

で皆さんよろしくお願いします。 

 

澤田 総務広報委員長候補者 

 前回の候補者会議の方で承認いただきました月報の配信の

件ですがまた１月の月報に対しまして取材の方させていただ

いたり、記事の方の原稿を依頼させていただいたりしたいと

思いますので皆さんご依頼さしていただいた際にはよろしく

お願いいたします。 

 

１．監事講評 

木田 監事候補者 

 皆さん改めましてこんばんは。第二回理事候補者会議という

ことで急遽の開催となりましたが皆さん何とか日程の調整を

いただき、お集まりいただきましてありがとうございました。

またご設営いただきました上田事務局長はじめ委員長、事務局

の皆さんお疲れ様でございました。監事講評ということですの

で今回理事会一つの議案だけございます。大野副理事長のため

に集まっているものだという認識をもう少し強く持っていた

だきたかったと思います。理事の皆さんはお優しい方ばかりで

すので、そこまで前回みたいにきつい意見はありませんでした

けども今回の議案を見ますとやっぱり体裁が整っていないよ

うに思います。色々と予算の面でご意見させていただきました

が、過去の議案をしっかり見て過去の議案がどういう風に組み

立てられているのか予算がどういう風に計上しているのかと

いうところまで紐といて見るとすごく解ると思います。それを

大野副理事長今回出来ていなかったのかなと思います。計画は

通りましたからしっかりと準備をしていただいて新年交流例

会、橋本予定者の晴れ舞台でございます。理事長の仕事という

のはこの新年交流例会を終えますと色んな会に顔を出すぐら

いでしかありません。ここで橋本理事長予定者の一年が決まる

といっても過言ではありませんのでしっかりとした準備を大

野副理事長だけではなくて執行部の皆さんしっかりと入念に

行っていただきたいと思いますので宜しくお願い致します。今

回大野副理事長のみの上程でしたけども委員長の皆さんはし

っかりと理事会の質問、答弁を聞くべきだと思います。大野副

理事長が一生懸命答弁されている時にどの様な態度で聞いて

いるのかとすごく気になって拝見しておりました。多くは言い

ませんけどもそういうところもしっかりとし、自分が上程して

いる時だけ頑張れば良いというわけではございませんのでそ

のあたり次の理事会から、しっかりと臨むということを委員長

の皆さんもしていただきたいと思います。冒頭の理事長挨拶で

橋本理事長は謝っておられました。やっぱり理事長が謝るとい

うことは一番させてはいけないことだと思います。そのあたり

しっかり肝に銘じていただいて、まだまだ２０２３年度も始ま

ったばかりでございます。挽回するチャンスはいくらでもござ

いますので２０２３年度の執行がしっかりと背中を見せてい

ただくようにお願いしたいと思います。大野副理事長頑張って

下さい。結びになりますが新型コロナウイルスがまた第８波が

来ているというふうに騒がれています。１月の中頃から末にか

けてまたピークが来るのではないのかなというようなお話が

ありますので、今回新年交流例会３年振りに会食を伴って盛大

な新年交流例会になると思っておりますが、その裏で感染者が

出たとかそういう不幸な話にならないようにしっかりと感染

対策を行っていただくとともに不要不急な外出は極力控えて

いただいて２０２３年度新年交流例会を迎えていただきたい

と思っておりますのでよろしくお願いします。簡単ではござい

ますが監事講評とさせていただきます。本日はお疲れ様でした。 

 

 







１． 理事長報告  

橋本 理事長候補者 

 皆様こんばんは。まずは第三回理事候補者会議に御参加いた

だきまして誠にありがとうございます。昨日に引き続き１２月

例会の後ですが皆様集まっていただきありがとうございます。

奇跡の後に実績があってそれは努力によるものだと先日も話

しましたが、今日一つ話しておきたいことがあります。今週月

曜日に会社の朝礼がありまして、コロナの都合でしばらくやっ

ていなかったのですが一年の締めくくりの１２月ということ

でやろうとなりました。グループ全員が集まって朝礼をしたの

ですが、その中で橋本健一代表が喋っていたのが、今会社では

工程会議等のすべての会議をＺＯＯＭ会議で行っているとい

う話をしておられました。近江建設ではその様な月に一回の会

議はコロナ禍なので省略しているのですが、橋本建設におきま

してはそのような会議をしないと現場の各々の工程がわから

ないということで、それをＺＯＯＭに変えたという話をしてお

られました。便利な世の中なのでＺＯＯＭに変えることで良い

こともありますがデメリットも発生します。デメリットとして

喋っておられましたのが、コミュニケーションが出来ないこと

です。便利な時代ですので、ＺＯＯＭを使うことは良いことな

のですが、ＷＥＢにすると従業員間のコミュニケーションがな

かなか取れなくなってくるということを言っておられました。

夏頃に一度ＢＢＱをしましたがそれ以降何もなく冬になり、今

年橋本建設に入った５人の新入社員が５人共、夏のＢＢＱから

会う機会が何も無い、会社の上司やその他の方々とコミュニケ

ーションを取る機会がないと喋っておられました。青年会議所

にしても最近は対面で理事会や例会が出来ていますし、一時コ

ロナの都合でＺＯＯＭに変えてやっていたということもあり

ましたが、対面の理事会では密にコミュニケーションが取れる

と思いますし、各それぞれがコミュニケーションを取ることで

メンバーの絆を深める一歩になると考えられます。そこがない

と青年会議所の組織は成り立たないだろうと聞きながら思っ

ていまして、７月の７０周年に向けて皆でコミュニケーション

を取って、やっぱり「あーでもないこうでもない」という時間

が一番大事なのではないかと、それをないがしろにすると言い

たいことも思っていることも正直なことを言えなくなってく

ると思うので、そこだけは「無駄な時間」ではなくそれは「一

番大事な時間だと僕は思います。例えば委員会の時でも雑談し

ているようでそれがコミュニケーションに繋がっているとい

う風に解釈してほしいと感じました。あと、先々週の日曜日に

リレードに僕と夏原専務理事と直前理事長と西川副理事長と

青木出向委員長とリレードに行きました。その時に監査の山本

孝弘さんが監査講評で喋っておられることがすごく良いこと

をおっしゃられていましたのでかみ砕いて話します。山本監査

は青年会議所以上の団体は無いと総評で言っておられました。

話を聞いてみたら、今年卒業でロータリークラブに在籍しなが

ら滋賀ブロック協議会の監査、ＬＯＭも行っているという忙し

い日々を送っておられるみたいです。しかし「青年会議所に勝

るものはない」ということを言っておられました。青年会議所

は年会費１３万円前後が相場みたいなのですが、それを割り戻

すと月に１万円ぐらいでこれだけの学びを得られるというの

は凄いことだと言っておられました。委員長の３名におかれま

しては今日も上程が１議案ずつあると思いますし、たぶん今相

当緊張していると思います。ただその緊張を１万円で買ってい

ると思えば、とても勉強になるので安いです。その緊張に１万

円払って緊張感を買うと思って自分の想いを一生懸命伝えて

いくのが一番大事だと思いますので、厳しい意見も来ますが自

分の想いだけは絶対に最後まで諦めずに伝えてください。長々

と喋りましたが７時１０分ですね。本日の理事会が皆様にとっ

て有意義なお時間になりますことをご祈念申し上げまして、理

事長挨拶に代えさせていただきます。どうぞよろしくお願い致

します。 

 

１． 直前理事長挨拶 

横津 直前理事長 

 皆様あらためましてこんばんは。本日も昨日に引き続きお集

まりいただきまして誠にありがとうございます。また本日ご設

営いただきました上田事務局長を始めとされます事務局メン

バー、そして委員長連の皆様ありがとうございます。先程もあ

りました通り第一回、第二回候補者会議に参加出来ておりませ

ん。本当に申し訳ございませんでした。何を喋ろうか悩んでい

まして。やっぱり理事会は委員長が答弁する場ということで委

員長に少しだけお話したいことがあります。先程橋本理事長か

らもありました通り緊張はされていると思いますが、緊張はし

た方がいいと思います。意見や質問が出ると思いますが自分が

書いた議案書を自分のものにしてください。上手いこと伝えよ

うとすると間違った言葉になる恐れもありますので、自分自身

の言葉でいいと思います。自分の想いをしっかりと理事メンバ

ーに伝えていただければと思います。今回初めて事業計画書を

上げるということで本当に分からないことばかりだと思いま

すし、どんな意見や質問が来るかも委員長自身わからないと思

います。委員会で理事会対策されていると思いますけれども、

やはり全然違う意見や質問が来ると思います。そのことをしっ

かりと今まで議案書を書いて委員会で考えた結果を自分の言



葉で理事構成メンバーにお伝えして、素晴らしい議案書で事業

が構築出来るようにしていただきたいと思います。どうぞよろ

しくお願いいたします。それでは簡単でございますが本日の理

事会が皆様にとって実りある有意義な時間になりますことを

ご祈念申し上げまして直前理事長挨拶に代えさせていただき

ます。本日もどうぞよろしくお願い致します。 

 

１． 会務報告  

夏原 専務理事候補者 

 皆様改めましてこんばんは。まず、第三回理事候補者会議に

お集まりいただき誠にありがとうございます。会務報告につき

ましては本日上田事務局長より配信させていただいておりま

す。私の方から二点謝らせていただきたいことがございます。

まずは一点目ですが本理事会資料におきまして前々回の第一

回候補者会議の議事録が添付出来ておりません。事務局の方で

準備をしていただいていたのですが、再確認や修正する部分が

直前に確認され本理事会までに間に合わない結果となってし

まいました。大変申し訳ありません。第一回、第二回、そして

本日の第三回の候補者会議の議事録につきましては第一回理

事会までに全て完成させて確認させていただいたものを上程

させていただきたいと思いますのでどうぞよろしくお願いい

たします。もう一件、本日配信させていただいている資料の中

に１号議案事業計画 ２０２３年度会員会費徴収の件という資

料を配布させていただいておりましたが、本日上程者である西

村会計担当が欠席をさせていただいております。代わりに私の

方からの上程と考えたのですが、そこは会計担当者ご本人が上

げていただくべきであろうということと徴収に関する内容が

例年より変更がないことを前提に本日は取り下げさせていた

だいて第一回理事会の方にまわさせていただきたいと考えて

おります。大変申し訳ございませんが何卒宜しくお願い致しま

す。 

 

（出席確認）上田 事務局長候補者 

出席 宮川 佳典 君      出席理事数 １２名 

 

１． 副理事長報告 

西川 副理事長候補者 

 本日組織の輪確立委員会より会員研修の議案が上程されま

す。丸山委員長含め委員会の総出で企画致しましたので是非忌

憚なくご意見をよろしくお願いいたします。 

 

 

大野 副理事長候補者 

 本日地域共創委員会より二月度例会の上程をさせていただ

きます。上程議案を今現在理事会構成メンバーに資料等配布さ

れていると思うのですが一部資料を追加させていただいてお

りますのでご確認よろしくお願い致します。二月例会西村委員

長の想いがこもった議案書になっていますので皆様方の忌憚

のない御意見の程よろしくお願い致します。 

 

１． 資料の確認 

上田 事務局長候補者 

 資料に関しましては事前にメールにて配信しております。 

 

〇事前資料 

配布資料 

Ｎｏ．１  ２０２３年度第３回理事候補者会議のご案内 

Ｎｏ．２  事業計画 ２０２３年度会員会費徴収 

Ｎｏ．３  事業計画 ２月度例会～彦根城一帯堪能ツアー～ 

開催 

Ｎｏ．４  事業計画 ２月度通常総会開催 

Ｎｏ．５  事業計画 ハンドブックの作成 

Ｎｏ．６  事業計画 会員研修～人間力溢れる人財へ～開催 

 

〇当日配布資料 

・Ｎｏ３ 事業計画書 ２月度例会～彦根城一帯堪能ツアー～ 

開催 差し替え資料 

 

１．報告事項 

上田 事務局長候補者 

 先程専務理事からありました通り第一回候補者会議の議事

録が本候補者会議の資料に間に合いませんでした。大変申し訳

ありませんでした。第一回候補者会議、第二回候補者会議、本

日の第三回候補者会議の三つを第一回理事会で必ず添付した

いと思いますので何卒よろしくお願い致します。 

 

１． 審議事項 

 

１号議案 事業計画 ２０２３年度会員会費徴収 

 

（決定） 取り下げ 

 

 

 



２号議案 事業計画 ２月度例会～彦根城一帯堪能ツアー 

～開催の件 

（資料訂正） 西村 地域共創委員長候補者 

審議資料 ２月度例会～彦根城一帯堪能ツアー～開催 

１ページ 目次 添付資料 

（誤）６ページ～２４ページ 

（正）６ページ～２６ページ 

 

審議資料 ２月度例会～彦根城一帯堪能ツアー～開催 

３ページ ．［添付資料の種類］ 

（追加）審議資料―３ 例会アンケート 

 

審議資料 ２月度例会～彦根城一帯堪能ツアー～開催 

４ページ 事業計画収支予算書 

無駄な文字の削除 

 

審議資料 ２月度例会～彦根城一帯堪能ツアー～開催 

配布資料 １ページ 

（誤）審議資料―１ 

（正）審議資料―３ 

 

審議資料 ２月度例会～彦根城一帯堪能ツアー～開催 

１ページ 事業計画書 

（誤）第３回候補者会議４号議案 

（正）第３回候補者会議２号議案 

 

審議資料 ２月度例会～彦根城一帯堪能ツアー～開催 

５ページ 行動計画書 

（誤）１１月１８日、１１月３０日 

（正）１１月２１日、１１月２８日 

 

（出席確認）上田 事務局長候補者 

出席 北川 凌 君      出席理事数 １３名 

 

（補足説明） 西村 地域共創委員長候補者 

 メンバーがツアーを企画し新たな観点から彦根城一帯の城

下町など周辺を探索し触れ合いすることで、新たな発見や魅力

に触れ、ここにしかない魅力を再認識することでこのまちに誇

りを持ち愛郷心を育む一助になると考えます。 

 

（質問） 車 理事候補者 

 本年度の工夫と期待される効果の中に例会アンケートは書

いてなかったのですが理由は何ですか。 

 

 

議長判断により休憩 

休憩時間  ５分     １９：３７～１９：４２ 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 アンケートは検証材料の一つとして行いますので工夫と期

待される効果に記載はさせていただいておりません。 

 

（質問） 車 理事候補者 

 本年度の工夫と期待される効果の「本例会を開催することに

より、メンバーが彦根城一帯を探求しひこねの魅力を体感する

ことでこのまちへの理解と関心を深めるとともに」と書いてあ

りますがひこねは平仮名で書いていると思うのですが平仮名

だと２市４町だと思うのですが何故平仮名で書かれているの

ですか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 深い意味はありませんがひこねの魅力というのは２市４町

の彦根市の中に入っていますのでその様な記載にさせていた

だいいております。 

 

（意見） 車 理事候補者 

 写生大会やると思うのですが写生大会の時は、２市４町は平

仮名で書いています。二月度例会の計画書と写生大会の計画書

を見比べて見たらひこねだけでは２市４町とはわからないと

思いますので分けた方がいいかなと思います。 

 

（質問） 夏原 理事候補者 

 今の車理事の意見に続くのですが、今回彦根城一帯の探求と

いうことですが何故この場所を選ばれたのか教えていただき

たいです。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 普段から目にする彦根城だと思いますが、皆さんが深く理解

していないかと思いまして、今ある地域資源の魅力を掘り下げ

ようと考えています。彦根城を知っている中で彦根城の周りも

知っているのかと普段生活する中で触れ合うことはあります

が中身を知っているのかと考えて彦根一帯にしました。 

 

 



（質問） 夏原 理事候補者 

 先程、車理事がひこねを平仮名で書くと２市４町になるとお

っしゃられていましたが２市４町全体を探求するという選択

肢もあったと思います。何故彦根城一帯だけにしたのか教えて

いただきたいです。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 彦根城一帯に場所を狭めた理由としましてより濃く深く知

っていただきたくために彦根城一帯という場所を選ばせてい

ただき、例会を通して彦根城の魅力などを発信することで周り

の地域にも関心や興味を持って貰えると思い、彦根城一帯のエ

リアに選定させていただきました。 

 

（質問） 上田 理事候補者 

 目的と意義の一行目のところで「私たちの暮らすまちを活気

に満ち溢れた明るい未来へ創出するためには」とあるのですが、

これがわかりにくいと感じます。この創出するというのは何を

創出するということで使われていますでしょうか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 明るい未来を創出するという形でこの言葉を使わせていた

だいております。 

 

（質問） 上田 理事候補者 

 「未来へ創出する」という風に書かれているのは間違った書

き方だということでしょうか。おそらく「私たちの暮らすまち

を」というのが前にきていますので少しおかしいと感じるのか

と思います。この文章でいきますと「明るい未来を私たちの暮

らすまちへ創出するためには」だと意味が通じるような気がし

ますがいかがでしょうか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 この文章だと意味が通じないということでしょうか。 

 

（質問） 上田 理事候補者 

 そうですね。「私たちの暮らすまちを」に続いて「創出する」

という風になっていますのでまちを創るのかなという風な感

じに感じます。そういった意味ではないということでしょうか。 

 

（質問） 上田 理事候補者 

 今の説明ですと明るい未来を創出するための例会だという

認識でよろしかったですか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 その認識で大丈夫です。 

 

（質問） 上田 理事候補者 

 では西村委員長の想う明るい未来というのはどの様な未来

でしょうか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 地域への関心や誇りを高くまちを想う心を持った市民が暮

らすまちだと考えます。 

 

（質問） 上田 理事候補者 

 まちを想ってまちをより良くしていく市民がいるというこ

とでよろしかったですか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 はい。その認識で大丈夫です。 

 

（意見） 上田 理事候補者 

 理解しました。ありがとうございます。 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 事業の目的と意義で「本例会を通じてメンバーが新たな観点

で彦根城一帯のひこねオリジナルを探求し」とありますが、メ

ンバーが新たな観点とゆうのはどういうことですか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 新たな観点というよりもメンバーに旅行客目線から彦根城

周辺を探索してもらいたいと考え、新たな観点という言葉を使

わせていただいております。 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 先程の補足説明で「観光客目線で」という風におっしゃられ

ていましたのでそうだろうと思います。この例会はその目線で

参加しないと効果が得られないというか、普段登ったこともな

い、見たことのある景色ばかりなのですね。ですからそれが重

要になってくるのかと思うのですが、先程の補足説明を聞いて

今理解しているのですが、この計画書の中で観光客目線でとい

う文言というのはどこかにありますかね。 

 

 



（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 すみません。入っておりません。 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 我々はここで見て補足説明聞くとそれが大事だというのは

分かるのですが例えば来年以降でこの計画書を見たときにそ

の目線で見ることが大事だということは中々ここからは伝わ

ってこないと思います。工夫と期待される効果の様々な視点か

ら魅力を発見する一助になるこの辺だと思うのですが、もう少

しシンプルに書いていただいた方が、何が大事なのかというの

がわかると思います。あと、観光客目線でツアーを回るのであ

れば我々が行ったことのないような場所の方が僕は多分観光

客目線で見やすいと思います。選定理由がついていないですけ

ど、僕としては全然知らない所に行っている方が効果あるので

はないかなと思うのですがいかがでしょうか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 観光客目線でも見ていただきたいのですが、知らないとツア

ーを組めないと考えるのと知っているからこそ推すべきとこ

ろもあると考えます。皆が知らない所に行くということをそれ

は旅行かなと僕は思いまして普段から目にする彦根城一帯を

観光客の気持ちになってということも考慮して回っていただ

くことでまた違った見え方があるのかなと考えます。 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 国宝・彦根城の新たな魅力というのはどのようなことですか。

我々が知らない魅力というのは何処があると思いますか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 例として護国神社にするとしまして、護国神社は知っている

と思うのですが深くは知らないのかなと思いまして。なので、

深堀することによって新たな魅力になるのではないかと考え

ます。 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 それは当日誰かがここはこの様な歴史があることを、説明さ

れながら回られるということですか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 それを調べてきてもらおうと思っております。 

 

 

（質問） 車 理事候補者 

 審議資料―２ですが、開会セレモニーで理事長の場所はある

のですが、委員会タイムの時に理事長は参加しないのですか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 参加しておりますがまだ席は決まっておりません。 

 

（質問） 車 理事候補者 

 参加なのに場所を決めていない、今日は上程日なので書いて

なかったら少しややこしいと思います。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 グループに分かれて座るのでグループによって場所が変わ

ります。ですのでまだ理事長の席は設けておりません。 

 

（質問） 車 理事候補者 

 ２月５日の例会ですが、その日の天気がどうなるかまだわか

りません。外に出かけますので基本的に例会は中止ではないで

すが、大雨とかの天気の都合や災害があった場合どうするかは

委員会で検討されましたか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 災害に関しては考えていなくて、悪天候時は車なので行動す

ることで行えると考えております。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 この例会を通してメンバーにどうなって欲しいか教えてく

ださい。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 誇りと愛郷心を持つきっかけを作って行きたいと考えます。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 誇りと愛郷心を育む例会なのに観光客として違う目線で見

てほしい探求する。ということでこの観光客目線で誇りは持て

ますか。どうやって誇りを持つのか教えてください。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 新たな観点から探求することによって新たな発見や、元々知

っている物でも新たな魅力などが再認識出来ると思いまして、

再認識することによって誇りと愛郷心を育むきっかけになる

のではないかと考えております。 



 

議長判断により休憩 

休憩時間  ５分     ２０：０７～２０：１２ 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 委員会タイムの流れとしましてまずは開催趣旨から私たち

の住むまちひこねには、シンボルである国宝・彦根城という誇

るべき歴史遺産やそこに寄り添って城下町や周辺の地域があ

り私たちがこのまちに暮らすにあたり数多く触れ合ってきま

した。市民に更に魅力を知ってもらうために、まずはメンバー

自身がツアーを企画し彦根城や城下町など周辺の地域を新た

な観点で探索し、より理解と興味を深め、ここにしかない魅力

を再認識するとともに、このまちに対してより一層の愛郷心を

育むことにより、まちづくりに取り組む意欲を高めていただく

契機にしたいと考えております。まず、委員会タイムの流れと

しまして彦根城の魅力発信タイムにて彦根城を探求すると一

日が終わってしまうと考えまして、私たちから彦根城の魅力を

まとめた物を発表したいと考えております。彦根城一帯探索ツ

アーにおいては３グループに分かれて一日のツアーのテーマ

を選定し、そのテーマに沿ってツアーを企画してもらいたいと

考えております。その中でテーマに沿った行き先を選定してい

ただきたいと思っております。彦根城一帯の探索の中では一日

ツアーを企画する中でテーマに沿った場所に行ってもらい探

索をして観光客のことも考えて探求していただきたいと考え

ます。そしてグループまとめで探求した内容をパワーポイント

にまとめていただき、プラス課題や問題点をまとめていただき

発表していただきたいと考えております。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 委員会タイムの開催趣旨のところに「市民に更に魅力を知っ

てもらうために」と書いていますがこの例会で市民に魅力を知

ってもらうのですか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 この例会では市民に知ってもらうことは無いと考えていま

す。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 開催趣旨で「魅力を知ってもらうため」と書いていますのと

市民に魅力を知ってもらうのにどうして観光客目線でないと

駄目なのか、市民は住んでいるというところで開催趣旨が違っ

てくるのではないかと思うのですがどうですか。 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 観光客目線で見ることによって新たな物に見えてくるので

はないかと思いこの様な書き方にしております。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 「市民に更に魅力を」と書いてありますが観光客としてこの

例会のツアーを組むということは作成したものを何処かに出

すからこうゆうことをすると僕は思っているのですがその辺

どういう風に僕らは市民に魅力を伝えたらいいのかなと疑問

に思ったのですがどうでしょうか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 今回の例会で市民に知ってもらうわけではなく、まず市民に

伝えるためには私たちが知らないといけないと考えましてこ

ういう書き方をしております。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 僕らが市民に魅力を伝えるためにこの委員会タイムをして

新しい魅力などを伝えるための勉強だと思うのですが、何故あ

えて市民に伝えたい、愛郷心を持ってもらいたいのであればも

っと違うやり方はあったと思うのですが何でツアーじゃない

と駄目なのかというのをお聞かせください。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 ツアーを企画して観光客のことも考えて見ることにより、違

った魅力などが見えてくるのではないかと考えていますので

ツアーを企画しております。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 でもこの例会では市民には伝えないですよね。ツアーのこと

とか。となると観光客目線でなくてもいいのではないのかなと

思うところもあります。このツアーを立てて例えば何か資料を

作成し市民に配布して市民にこのような魅力がありますよと

いうのであればわかりますが調べるだけ調べて終わりみたい

な感じになっていると思います。この例会では伝えません。で

も開催趣旨には市民に魅力を知ってもらうためにするのです

よと書かれているのですが、ツアーをしたパンフレットみたい

なものを作成して配布するのかなと少し思ったのです市民に

魅力を知ってもらうために。でもそうじゃないということなの

でツアーを作る意味があるのかパンフレットを作る意味があ

るのかという疑問です。その辺何か想いはありますか。 

 



（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 二月度例会の開催趣旨に書いていますが二月度例会で市民

に発信する予定ではなくて、行動計画の十一月にひこねオリジ

ナルを伝播する例会というのがありますのでそこで行う予定

をしております。 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 この例会はメンバーがまちづくりに取り組む意欲を高めて

いただくことが目的の例会ですよね。このツアーを体験してい

ただくことが何故そこに繋がるのかということをもう少し詳

しく説明していただいていいですか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 ツアーを企画する中でこのまちの周辺地域の問題点や課題

をまとめることで少しでも意識を高めるきっかけになればと

考えております。 

 

（質問） 北村 理事候補者 

 今ご答弁いただいたことだけではなかなかまちづくりに取

り組む意欲というのは高まらないのではないかなと思うので

すが、テーマが書かれていて子連れ４人家族向け、高齢夫婦向

け、学生６人グループ向けと書いてありますが僕のイメージで

すけど観光客の方がこういう方おられますよね。他県から来ら

れている方に思えるのですが、ということはこの先にある具体

的には決まっていないですが十一月例会では何か他県の方を

呼び込むような取り組みをされるということでしょうか。 

 

（出席確認）上田 事務局長候補者 

出席 青木 克己 君      出席理事数 １４名 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 十一月例会では県外の方たちを多く呼ぶとか具体的なこと

は決まっておりません。 

 

（意見） 北村 理事候補者 

 そうだと思います。おそらく彦根の魅力をもっと探して例え

ばこの様なツアーを企画するということは例えば他県から来

ていただくように考え、ここに住んでいる人たちにもっと楽し

んでもらえるようなツアーとかを計画しそれにメンバーが

色々と意見し合い、携わっていく。それがまちづくりに取り組

む意欲を高められるのかということでこのツアーというのは

その様なイメージを持ち一度我々で計画しやってみることで

それに繋がるのではないかという認識をしました。 

 

（質問） 夏原 理事候補者 

 参考資料－１のパワーポイントか何かだと思うのですがこ

れをその時にグループごとに作成するという認識でよろしか

ったでしょうか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 その認識で大丈夫です。 

 

（質問） 夏原 理事候補者 

 この時間とか場所とかグループごとで変わると思うのです

が時間帯的に翌日までというツアーの計画を想定するという

ことだと思うのですが、宿泊施設というのは実際この例会の日

に泊まれないと思うのですがどんな体験をしたとか、おすすめ

ポイントとかそもそもこの宿泊施設に行ってどうしたらいい

のかわからないのですがいかがでしょうか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 彦根城一帯の一覧から出していますのでこちらの一覧から

選んでいただきます。実際には泊まらないのですが選んでいた

だき、体験やおすすめポイントというのはＷＥＢでしか確認出

来ない情報になっておりますので、そちらの方はＷＥＢで検索

していただいて書いていただきたいと思っております。 

 

（質問） 夏原 理事候補者 

 ＷＥＢから拾える情報で書けるのであれば他の所もＷＥＢ

で検索することでこの場所でこの様なツアーを作ることは可

能だと思うのですがどうでしょうか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 行った所に関しましては書いてない情報や新たな発見など

を書いていただきたいと考えております。 

 

（意見） 夏原 理事候補者 

 もちろん実際行った方が色んな体験や発見が出来ると思い

ますので重要だと思います。宿泊施設に関しましても実際泊ま

らずとも旅館の方に話を聞くとかも出来ると思いますので、そ

の様な出題でもいいのかと思います。あと、このツアーという

のは宿泊ありで考えるのもいいと思うのと、宿泊なしのツアー

もあると思いますので、絶対にこの宿泊施設を入れないといけ

ないという決まりにしなくてもいいのかと思います。その辺当



日説明していただければいいと思いますので、よろしくお願い

致します。 

 

（質問） 車 理事候補者 

 事業の目的と意義対内のことでして、「今回は彦根城一帯の

オリジナルを探求し愛郷心を育み地域活性に対して意欲を高

める」と書いていますが、この様な書き方ですと写生大会の目

的に思えるのですが、今回彦根城一帯だけで愛郷心を育む自身

はありますか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 彦根城一帯の探索を通して彦根城一帯の地域資源の魅力の

再認識することによって、新たな魅力などを見つけてこのまち

がいいまちだと思えると思っております。 

 

（質問） 車 理事候補者 

 自信があるということですね。後、その日はプロジェクター

を使用すると思うのですが審議資料にスクリーンはあるので

すがプロジェクターは記載されていませんがどこに置くとか

考えていますか。 

 

 

議長判断により休憩 

休憩時間  ５分     ２０：４０～２０：４５ 

 

（資料訂正） 西村 地域共創委員長候補者 

審議資料 ２月度例会～彦根城一帯堪能ツアー～開催 

９ページ 会場レイアウト図委員会タイム 

（追加）スクリーン反対側の位置にプロジェクターの位置追記 

 

（質問） 青木 理事候補者 

 事業の目的と意義の所に「青年経済人」と書かれていますが

委員長の想う青年経済人とはどのようなことですか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 青年経済人とは今のＪＣメンバーのことを青年経済人だと

思って記載しました。 

 

（質問） 青木 理事候補者 

 ＪＣだけが経済人ではないのかと思うのですが、あえて経済

人と書かれた意図があるのかと思ったのですが別に経済人で

なくてもこの事業は良いのではないのかと思うのですが、何故

あえて経済人と書いたのか聞きたいです。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 意図という意図はないのですが青年経済人というのはメン

バーであるというのは皆さんも分ると思うのと、青年経済人と

書いた目的としてはかっこよく書けたらいいかなと考えまし

た。 

 

（意見） 青木 理事候補者 

 雰囲気だけであればもっと適切な言葉はあったのかなと思

うのですが、僕の思う経済人というのはやっぱり経済に精通し

ている人かなと思うのですけれども、目的には「新たな魅力や

価値や愛郷心を育みたい」というところで経済とは異なる意味

の目的になってくるのかと思うのです。あえて青年経済人と、

経済ということでお金が絡んでくることだと僕は思いますの

で、その辺りをもう少し深く考えて書いて欲しかったと思いま

す。次からは一つ一つの言葉は意味を持って書いていただきた

いと思います。 

 

（意見） 車 理事候補者 

 実施場所・会場の件ですが「文教スタヂオ」とその下の「旧

城下町エリア」と書いてありますが見る人によってはわからな

いと思いますので、もう少し詳しく書いた方が良いと思います。 

 

（質問） 夏原 理事候補者 

 工夫と期待される効果の下から二番目の「テーマに沿ったま

ちの課題や問題点に向き合うことにより、解決策を見出す」と

書いてありますが解決策を見出してどうされるのでしょうか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 どの様にするとかはありませんが地域の意欲を高めるので

あれば課題や問題点に向き合って解説策を出して、地域活性の

意識を高めることに繋がると考えます。 

 

（質問） 夏原 理事候補者 

 解決策を見出すことで地域活性の意識を高める。この解決策

に対しては何か具体的に行動するということは考えておられ

ないということでしょうか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 現段階では考えておりません。 

 



（質問） 夏原 理事候補者 

 せっかく解決策をメンバーで出したのにもったいないなと

いう感じもあるのですが、問題点とかも色々出てくると思いま

す。実際青年会議所だけでは解決出来ないということもあると

思いますので、まちの市民の方々や色々とあると思いますが何

かしていただきたいと思います。いかがでしょうか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 二月度例会では行動に動かすのは難しいので五月、十一月と

ありますので、現状断言は出来ませんが五月、十一月にやった

結果を出来ることがあればそれに繋げたいと考えております。 

 

（意見） 夏原 理事候補者 

 一年間活動ありますのでその中で是非二月でやったことを

生かしていただきたいと思います。 

 

（質問） 青木 理事候補者 

 前年度よりの引継事項に書かれていることがあるのですが

これは何か反映された部分はあるのでしょうか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 前年度よりの引継事項としまして言葉だけでなく自身が体

験した魅力が伝わるやすい取り組みを厳選していただきたい

とゆう引継事項がありましてそれがわかりやすいようにまと

めるパワーポイントを作成しました。 

 

（質問） 青木 理事候補者 

 パワーポイントもわかりやすいと思いますが、僕は動画が良

いと思います。今年度も動画が入っていると凄く面白かったと

思いました。ですので動画を入れるのも一つなのかと思います。

その辺りもう少し工夫出来たかと思いますし、その二月度例会

だからこそというところは探したりしましたか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 ２市４町の中でということでよろしかったでしょうか。 

 

（質問） 青木 理事候補者 

 わかりにくい質問ですいません。この時期だからこそ体感出

来ない魅力というものがあると思いますので、それを二月度例

会にて体験、体感出来るものはなかったのかと思います。何か

その様な物は探しましたか。 

 

（応答） 西村 地域共創委員長候補者 

 彦根城一帯に雪が降ればもの凄く景色が良いと思いまして

二月に雪が降ればとかになるとは思いますが、寒い時期だから

こそ見られる場合もありますので彦根城一帯と考えました。 

 

（意見） 青木 理事候補者 

 雪というのは不確定要素がかなり高いものだと思いますの

でそこに頼るというよりも二月でなければ出来ないこと、今は

思いつきませんが探すべきところだったのかと思いました。今

から探してとは言いませんが当日にはこの時期だからこそ出

来るもの、参考例を発表されるということですので、その様な

ところに付け加えてもいいのかと思います。一考いただければ

と思います。 

 

（決定） 全会一致をもって承認 

 

３号議案 事業計画 ２月度通常総会開催の件 

 

（補足説明） 澤田 総務広報委員長候補者 

開催時間を１９時３０分からとしております。１９時開催の場

合仕事の都合で間に合わないメンバーがおられるかもしれな

いので開催時間を３０分遅くして開催したいと考えておりま

す。ご審議の程宜しくお願いします。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 前年度よりの引継ぎ事項に「出席率向上を見込み開催時間を

３０分遅くしたが出席率向上に繋がったといえない」と記載さ

れております。工夫と期待される効果に「全体 LINE や Facebook

メンバーページ、委員会訪問にて総会が最高意思決定機関であ

ることを周知する」とありますが他に出席率向上へ向けた取り

組みはされないのでしょうか。 

 

（応答） 澤田 総務広報委員長候補者 

 工夫としましては記載したことを取り組みます。電話での出

欠確認は基本的なことと考えております。工夫として記載して

おりますのは知らせること、開催日程を知らないといったこと

をなくすために工夫として記載しております。委員会メンバー

で何度も連絡を重ね直接話をして参加率を高めたいと考えて

おります。 

 

（意見） 園 理事候補者 

 来年最初の総会なので例年以上にメンバーに出席していた



だけるように取り組んでいただければと思います。 

 

（意見） 中西 理事候補者 

 審議資料の会場レイアウト図について違和感を覚えるので

すが今後も総会の資料を上程されることと思いますので、会場

の広さ、席の配置等を確認していただいて資料の作成をお願い

します。 

 

（質問） 木田 監事 

 予備日を設けている理由をお教え下さい。 

 

（応答） 澤田 総務広報委員長候補者 

 定足数に満たない等開催できない可能性を考え予備日を設

定しております。何故２月に開催しないといけないのかお教え

ください。 

 

（応答） 澤田 総務広報委員長候補者 

 定款に定められているから、内容としまして「本会計の承認」、

「前年度の予算の承認」、「本年度の収支予算（案）」の承認がご

ざいます。これから活動するにあたり重要なことを審議するの

で２月に開催するべきと考えております。 

 

（意見） 木田 監事 

定款に通常総会は２月、１２月に必ず開催しなければならな

いと記載がありますので予備日を設けていると思います。澤田

委員長が仰っていた定足数が足りない、開催ができないといっ

たことがないように、出席率が重要となりますのでしっかり取

り組んでいただきたいと思います。 

 

（決定） 全会一致をもって承認 

 

４号議案 ハンドブック作成の件 

 

（補足説明） 上田 事務局長候補者 

 本年度も例年と同じくバイブルサイズの製本にてハンドブ

ックの作成を行いたいと考えております。本年度は７０周年と

いうこともあり、７０周年記念ロゴをカラーで記載したいと考

えております。予算についてはカラー刷りにより２万円、紙の

原価高騰により２万円、例年月報と同封して送付していた分が

紙での月報配布をやめたことにより、郵送費の増加が２万円程

度の計６万円増加しております。ご審議の程よろしくお願いい

たします。 

 

（質問） 園 理事候補者 

 ハンドブック裏面に QR コードが記載されておりますが一つ

の QR コードで全てのサイトに繋がりますか。 

 

（応答） 上田 事務局長候補者 

 ２０２２年度 Instagram のリンクから各サイトに繋がる QR

コードを作成しましたのでそちらに切り替えた方が良いと考

えこのようにさせていただいております。 

 

（質問） 車 理事候補者 

 審議資料－３ですが情報の部分で具体的に記載した方が良

いと思います。 

 

（応答） 上田 事務局長候補者 

一年間の間に仕事内容が変更する恐れがあります。ハンドブッ

クは一年間変更できませんので記載をすべきでないと考えて

おります。ＷＥＢページであればすぐに変更可能なのでその点

は問題ないと考えております。 

 

（質問） 車 理事候補者 

 審議資料－２公式ＷＥＢサイトですがＦａｃｅｂｏｏｋ、

Instagram、LINE とあります。恐らくＴｉｋＴｏｋも活用され

ておられるはずですがＴｉｋＴｏｋは記載されないのでしょ

うか。 

 

（応答） 上田 事務局長候補者 

ＴｉｋＴｏｋについては現時点ではまだ開設しておりませ

んので記載しておりません。公式ＷＥＢサイトにリンクを張り

付ける予定とお伺いしておりますので、そちらで見ていただけ

ればと思います。 

 

（決定） 全会一致をもって承認 

 

５号議案 会員研修～人間力溢れる人財へ～開催の件 

 

（補足説明） 丸山 組織の輪委員長候補者 

 メンバー一人ひとりが率先して行動するＪＣとして飛躍を

遂げるために自分の意思を言葉にする、自分自身に自信を持つ、

自ら前に出る力が必要と考え委員会アジェンダに記載してお

ります通り三部構成にいたしました。ご審議の程宜しくお願い

いたします。 



（質問） 中西 理事候補者 

 目的と意義に「相互研鑽に励むことにより人間力溢れる魅力

的な人財へ」と記載されておりますが人間力溢れるとはどのよ

うなことを考えられてますでしょうか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪委員長候補者 

 人間力についてですが話すことに人間力という言葉を当て

嵌めております。話す力に溢れる、様々な場面において話せる

ことと考えております。 

 

（質問） 中西 理事候補者 

 話す内容は個人の人間性が出る部分なので話せる力を伸ば

すことができれば人間力を高めることができると感じました。

「魅力的な人財」と記載されておりますが人材ではなく人財と

記載された理由をお教えください。 

 

（応答） 丸山 組織の輪委員長候補者 

 人材の意味として業務遂行能力を持つ人間、指示されたこと

を遂行する人間、代替えの利く人間という意味があります。人

財を記載した理由としまして、組織にとって、ＪＣにとって宝

となる替えの利かない人間という意味で人財という言葉を記

載しております。 

 

（質問） 上田 理事候補者 

 委員長が考えている人間力がある人とはどのような人を指

しますか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪委員長候補者 

 様々な場面で自信をもって自分の意思を明確に伝えられる

人を考えております。 

 

（質問） 上田 理事候補者 

 意思を伝えるということは一方通行という認識でよろしい

ですか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪委員長候補者 

 多くの意見を聞き入れ、それに適切な応答ができるというこ

とも含めております。 

 

（質問） 上田 理事候補者 

 その部分について理解しました。人間力という部分で大声タ

イムは必要無いと感じますが、委員長はどのように考えておら

れますか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪委員長候補者 

 大声を出すのはあくまで手法であり自信を持つ、想いがあっ

ても自分の意思をしっかり持てなければ話すことができない

と考えております。前に立ち大声を出すことで自分自身に自信

を持たせる意味で大声タイムを計画しております。 

 

（意見） 上田 理事候補者 

 理解しました。是非、自信のある魅力のある人財を育てられ

るような取り組みにしていただきたいと思います。 

 

（質問） 北川 理事候補者 

 会員研修ですが正会員向けの設えと考えております。２０２

３年度の２月に開催されるので新入会員への説明や取り組み

はどのように考えておられますか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪委員長候補者 

 会員研修ですがＪＣを知らなくても研修を行うことで今後

のＪＣ活動に活かせるものと考えております。 

 

（意見） 北川 理事候補者 

 私も入会した頃、彦根青年会議所がどのような会なのか不明

点がありましたので会員研修を通して仮入会会員の方が彦根

青年会議所活動に邁進できる研修にしていただきたいと思い

ます。 

 

（質問） 中西 理事候補者 

 三部構成で計画されておりますが意気込みタイムを最後に

予定し時間をかける部分と思いますが内容は次年度の想いを

伝えると記載されております。意気込みタイムについて何か想

いがあればお聞かせください。 

 

（応答） 丸山 組織の輪委員長候補者 

 第一部で自分の意思を言葉にする。第二部で自分自身に自信

を持つ。第三部で挙手性にすることによって第一部で自分の意

思、第２部で自信を持つということを実践していただく為に意

気込みタイムを取り入れさせていただきます。 

 

（質問） 中西 理事候補者 

 第一部がディベートタイムということでお題に対して討論

することを考えられていると思います。ディベートは自分の意



思や意見ではなく与えられた意見に対して自分の想いとは無

関係の内容を話し合う認識をしており性質が異なるものと感

じたのですがこの点についてどのように考えておられますか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪委員長候補者 

 お題を決め、肯定派、否定派で分かれます。お題に対して自

身の考えを相手に言葉で発することによって想いを表現する

ことができると考えております。 

 

（質問） 夏原 理事候補者 

 ２月１７日に開催される理由をお答えください。 

 

（応答） 丸山 組織の輪委員長候補者 

 １７日（金）に開催する理由ですが、会員研修後に懇親会を

予定しております。より多くのメンバーに懇親会まで参加して

いただきたいと考えております。翌日が土曜日で仕事が休みの

会社が多いと思いますので１７日に開催します。また、２月３

日節分、２月１０日通常総会、２月４週目第３回理事会が開催

されますので１７日を選定させていただきました。 

 

（質問） 夏原 理事候補者 

 多くのメンバーに参加していただくことが会員研修におい

て大事なことだと思います。内容的にも欠席されるメンバーは

学びを得られないものと感じますので日付の選定以外にメン

バーの出席を促す工夫はございますか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪委員長候補者 

 服装を私服にております。仕事が長引いてスーツに着替える

時間がない等、無駄な時間をなくす為に、ドレスコードは定め

ず私服での参加を認めております。 

 

（意見） 夏原 理事候補者 

 基本的なことですがメンバーへの連絡を早期に行うなど

様々な工夫がございますので、より多くのメンバーに参加して

いただく為に尽力していただければと思います。 

 

（質問） 車 理事候補者 

 当日スクリーンは使用されますか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪委員長候補者 

 スクリーン使用の予定をしております。 

 

（質問） 車 理事候補者 

 スクリーンを使用される目的をお教えください。 

 

（応答） 丸山 組織の輪委員長候補者 

 開催趣旨をより詳細に説明するためにパワーポイントをス

クリーン投影し使用します。 

 

（質問） 車 理事候補者 

 理解しました。しかし工夫と期待される効果に記載されてお

りませんので記載をされない理由をお教えください。 

 

（応答） 丸山 組織の輪委員長候補者 

 スクリーンを使用することに工夫はないと考えております。 

 

（質問） 車 理事候補者 

 先ほどスクリーンを使用される目的を仰っておられました

がそのことが工夫と期待される効果だと感じますが記載され

ないのでしょうか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪委員長候補者 

 開催趣旨を伝えるための手段と捉えておりますのでスクリ

ーンを使用することが工夫ではないと考えております。 

 

（質問） 北川 理事候補者 

 審議資料－３アンケート３番の内容ですと未達成のことを

達成できたかを聞く内容ですのでこのように記載された理由

をお聞かせください。 

 

（応答） 丸山 組織の輪委員長候補者 

 気持ちの部分、大声を出すことができたので次回セレモニー

ではどの程度大声を出せると感じられたのかをアンケートで

答えていただきたいと考えております。 

 

（質問） 北川 理事候補者 

 想いは理解できます。しかし記載された文言では「できるよ

うになった」、「できるようにならなかった」と答えられない内

容です。審議資料は訂正してはいけないという認識を私は持っ

ています。執行部での決まり事を定められているのであればお

教えください。 

 

（応答） 丸山 組織の輪委員長候補者 

 文言を聞かれますと正しいのかどうかわかりませんが私は



正しいと思いこの文言を記載しております。 

 

                           

議長判断により休憩 

休憩時間  ５分   ２１：３９～２１：４４ 

                             

（応答） 丸山 組織の輪委員長候補者 

 審議資料‐３アンケート設問３の資料訂正をお願いいたし

ます。 

 

（資料訂正） 丸山 組織の輪委員長候補者 

 ９ページ目 審議資料－３ アンケート設問３ 

（誤）大声タイムを行い、今後のセレモニーなどで今以上に声

を出すことができるようになりましたか？ 

（正）大声タイムを行い、今後のセレモニーなどで今以上に声

を出すことができるきっかけとなりましたか？ 

 

（質問） 中西 理事候補者 

審議資料－２レイアウト図ですが机がございませんが会場で

は机を設置せず会員研修を行われるのでしょうか。 

 

（応答） 丸山 組織の輪委員長候補者 

 机は使用しません。話すことに焦点を当てております。机は

間を遮る障害物と考えておりますし、セレモニー後レイアウト

変更に時間を取られますので机は必要ないと考えております。 

 

（質問） 中西 理事候補者 

 会員研修のアジェンダに若い我ら斉唱とありますがセレモ

ニーを行わない研修にセレモニーを行われる理由をお教えく

ださい。 

 

（応答） 丸山 組織の輪委員長候補者 

 大声タイムなどで声を出す練習をしますので最後に全員で

輪になって歌いたいと考えております。 

 

（意見） 中西 理事候補者 

 そのような意図があれば工夫と期待される効果に記載され

ても良いと思います。 

 

（決定） 全会一致をもって承認 

 

 

１．依頼事項 

夏原 専務理事候補者 

皆様、長時間ご参加いただき誠にありがとうございました。次

回理事会ですが１月５日１９時～文教スタヂオにて開催しま

す。２０２３年度の最初の会議となりますので別途事務局から

出欠確認を行いますが新年お忙しい中ですが皆様必ずご出席

して頂きますようお願い申し上げます。 

 

澤田 総務広報委員長候補者 

本日、２月通常総会の審議可決誠にありがとうございます。次

年度月報の取材のご依頼をさせていただきますのでご協力よ

ろしくお願いいたします。総会の出席人数を集めるために早期

からご連絡させていただきますので必ずご参加の程宜しくお

願いいたします。 

 

丸山 組織の輪委員長候補者 

 本日、会員研修～人間力溢れる人財への審議可決誠にありが

とうございます。皆様に実りがある会員研修となりますよう委

員会メンバー全員で設営させていただきますのでご参加の程

宜しくお願いいたします。 

 

西村 地域共創委員長候補者 

 ２月例会の審議可決誠にありがとうございます。２月５（日）

に例会を開催いたしますので皆様ご参加の程宜しくお願いい

たします。 

 

上田 事務局長候補者 

 本日、ハンドブック作成の件審議可決誠にありがとうござい

ます。早速作成に取り掛かり、２月通常総会にて配布させてい

ただきますのでよろしくお願いいたします。 

 

大野 副理事長候補者 

 新年交流例会のご案内させていただきます。本日出席されて

いる方は全員出席のご返事をいただいております。１月５日の

第１回理事会終了後にリハーサルを行いますのでよろしくお

願いいたします。また、１月６日例会当日は１３時から行いま

すのでそちらも皆様宜しくお願いいたします。 

 

西川 副理事長候補者 

 ２０２３年度会員拡大についてですが新年交流例会が１月

６日に行われます。そこに人数を揃えたいと考えておりますの

で年末年始の忙しい中、活発に拡大活動をできないと思います



ので委員長が目標とされたポイントを達成できるか気になり

ますので執行部含め全メンバーが拡大対象となりますが、委員

長は特に年内に目標一人は達成できるように皆様にご協力い

ただき新年交流例会に新入会員を多く並べたいのでご協力を

お願いいたします。 

 

澤井 副理事長候補者 

 １２月１６日に懇親部会の部会を開催いたします。部会担当

メンバー、部会長から連絡させていただきますのでご参加の程

宜しくお願いいたします。 

 

１．監事講評 

宮川 監事 

２０２３年度第３回候補者会議、お疲れさまでございました。

また、本日もご設営いただきました事務局の皆様にも感謝申し

上げます。冒頭ですが、議事録が添付できなかったこと、２０

２３年度会員会費徴収の件が取り下げとなった点につきまし

て、各々の事情はよく理解できます。特に議事録に関しては過

去に携わった身として本当に大変な作業であることが痛いほ

ど分かります。しかし、この候補者会議の段階から例外を生ん

でしまったことは今後が心配になります。まだ本年度の理事会

も立ち上がったばかりですので今後への期待を込めて厳しく

は申し上げませんが、最低限やるべきことはしっかりやらなけ

れば理事会のスタート地点にも立てないことを十分にご理解

いただいて、慎重にスケジューリングを組んでいただければと

考えます。１号議案 ２月例会全体的に見て、大枠は非常に面白

い発想です。青年会議所メンバーが、という視点ではなく、我々

が観光客やツアー会社に成りきっておすすめしたいスポット

を探っていく。この視点の変更は見慣れたひこねの街並みに新

しい魅力を探る手法として優れていると感じます。それだけに、

もう少し踏み込んだ内容であればもっと面白い例会になった

のではないかとも感じました。例えば、彦根を訪れる観光客の

動向、観光客はどのような動機をもって彦根を訪れているのか、

彦根のまちの何に興味を持ち、どこに積極的に訪れているのか。

そういって統計情報は市や観光協会によってまとめられてい

ます。そのような実情を学んだ上でこの手法を実施すると、も

っと目線が変わって充実した事業になるのではないでしょう

か。大枠は目新しさがありながらも、ここからもう一歩踏み込

まないと例年と似通った雰囲気の例会になりかねないと思い

ます。もっと学びのある例会に、もっと面白い例会に、理事の

皆様からいただいたご意見を参考にして、ここから例会本番に

向けて委員会の頑張りと更なるブラッシュアップを期待した

いと考えます。付け加えて、委員長の答弁に関してですが、ま

だ不慣れな中でも懸命に理事の質問に答えておられましたが、

まず議案に記載されている文言の一つ一つには全て意味がな

ければならない。特に意図はありません、といった答え方は適

切ではないと思います。JCI 彦根が日常に使用している言葉の

意味を理解しておくことは最低限必要です。執行部の指導に期

待したいと思います。続きまして２号議案 ２月通常総会これ

は例年言われることですが、この総会をもって本当の意味で２

０２２年が終了します。立ち上げから１８ヶ月に及ぶ横津直前

理事長の奮闘をできる限り多くのメンバーで讃えたい。また、

本年度一発目の総会でどれだけ出席率を上げられるか、これは

今後の総会に対するメンバーの意識を大きく左右します。出席

率には十分にこだわって当日まで万全の準備を進めてほしい

と思います。続きまして３号議案 ハンドブック議事録の作成

も同様ですが、ハンドブックの作成も相応に時間のかかる作業

です。そして、もちろん対外に出るものですので誤字、脱字な

どの誤植には十分に気をつけなければならないと思います。そ

のためにも入念なスケジューリング、そして校了までの入念な

確認作業をお願いしたいです。決して１人や２人の目だけで確

認しないように、１人でも多くの目を通して確認作業を行うよ

うに進めていただきたいと考えます。続きまして４号議案 会

員研修丸山委員長の答弁が軽快であったのが印象的でした。こ

の議案に対する想い、そして手法に対する理解、上程までの十

分な準備が垣間見えたように思います。ディベートによって理

解力、分析力を、大声タイムや意気込みタイムで構成力や伝達

力を身につけて話す力を養う。目的に対して意図が伝わる事業

構成になっていることは評価したいと感じますが、ここで１点、

手作り例会の是非について述べさせていただきたいと思いま

す。近年、講師をお招きする例会が極端に減っています。原因

としては予算に起因する面もあると思いますが、そもそも本事

業は JCI彦根のメンバーがもっと話す力を身に付ければより良

い活動や運動が展開できるはず。人間力溢れる魅力的な人財へ

と成長するためには話す力がまだ不足しているという問題点

から始まっているはずです。話す力が不足しているメンバーが、

どのようにすれば話す力が身に付くのかということを学ぶ時

間を取ることなく、さあディベートをやってみましょう、大声

タイムで対決しましょう、それで本当に話す力が身に付くのだ

ろうかと疑問に感じます。どうすれば話す力が身に付くのかを

まず知ることから始めないとこの事業を通しての成長は薄い

ように思います。我々は話すプロではない。これを打開するた

めには話すプロである講師を呼ぶ、例えば本会のＪＣプログラ

ムにはディベートやスピーチといったプログラムがあります。



おそらく講師をお呼びする方がメンバーには学びがあるでし

ょう。その手法を取らないのであれば、委員会が話し方、本議

案で言うとディベートについてプロ並みの知識を得てメンバ

ーに指導する必要があります。そこまでして初めて充実した学

びを得ることができるはずです。ハードルは高いかもしれませ

んが、2 月度例会と同様に、どのようにすればメンバーの学び

が最大化するのか。話し方をしっかり勉強して、その知識をメ

ンバーに落とし込む準備をしっかりと進めていただきたいと

思います。ワールドカップがノックアウトステージ日本敗退と

いうことで、ベスト１６で終了しました。期待値を上回った活

躍であったと認識しています。要因は様々ありますが、まず 1

点目として強豪と言われたドイツとスペインが思うようなサ

ッカーができなかったことにあります。明確に両国とも全盛期

と比較して個の力、選手の質が下り坂になりつつあります。サ

ッカーは対戦相手のあるスポーツですので、世代によって個の

力の差が出ることによって、強い世代、弱い世代が出てくるこ

とは致し方がないことです。しかし組織論の話をするのであれ

ば個の力に頼らず常に一定以上の力が発揮できる組織作りが

必要であるはずです。個の力に頼らない組織作りは本大会での

日本代表が体現しているように思います。それは森保監督の強

豪国に勝ち抜くビジョン、戦術が明確であったこと。その戦術

を選手たちが完全に理解していたこと、またその戦術を実現す

る力が備わっていたことに尽きます。これをＪＣの組織に落と

し込んでみます。ここでいう森保監督は執行部、選手は委員会、

戦術は方針です。執行部は方針を、委員会の進むべき道を明確

に示せているでしょうか。委員会は理事長所信や委員会方針を

完全に理解でしているでしょうか。また、その方針を達成する

力が備わっているでしょうか。我々にとってのワールドカップ

本番は目前、新年１月１日に迫っています。準備期間はあと僅

かです。この数週間でどんな準備ができるのか。方針は、委員

会の進むべき道は、執行部と委員会の考え方に齟齬が無いよう、

皆が一丸となって全力を尽くせるよう執行部と委員会は、特に

副理事長と委員長は十分にコミュニケーションを取っていた

だきたいと思います。この準備をもって最高のスタートを切る

ことができれば、きっと２０２３年度は素晴らしい１年になる

はずです。我々外部監事は一歩引いた立場として、皆様がこの

ひこねに新しい景色を見せてくれることを大きく期待申し上

げまして、簡単ではございますが監事講評とさせていただきま

す。 
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  Ｎｏ．５ 

［様式：計－１］ 

公益社団法人 彦根青年会議所 

２０２３年度 事業計画書 

 

第１回理事会１号議案 

議 案 名 ：２０２３年度理事候補者会議における決議事項承認   

提 案 者 ：公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度理事長予定者 

作 成 者 ：夏原 大輝                     

上程月日 ：２０２３年 １月 ５日               

 

目  次  上程スケジュール  

事業計画書 （１）ページ ～（２）ページ 第１２回 執 行 部 会 ２０２２年１２月 ９日 協議 

添付資料 （３）ページ 第１３回 執 行 部 会 ２０２２年１２月１５日 協議 

最終ページ （３）ページ 第１４回 執 行 部 会 ２０２２年１２月２０日 審議 

  第０１回 理 事 会 ２０２３年 １月 ５日 審議 

 

  １．［事業計画提案名］ 

２０２３年度理事候補者会議における決議事項承認の件 

 

  ２．［運動指針該当項目］ 

なし 

 

  ３．［事業の目的と意義：対外］ 

なし 

 

  ４．［事業の目的と意義：対内］  

公益社団法人彦根青年会議所の各会議の運営にあたり、２０２２年度中に執り行われた第１回、第２回、

第３回理事候補者会議の決議事項に関して、本事業年度が始まる２０２３年１月５日までに、決議された

全ての事項を正式に承認いただきたい。 

 

  ５．［事業計画の概要・推進方法］ 

①（実 施 日 時） なし 

②（実施場所・会場） なし 

③（予 算 総 額） なし 

④（外 部 協 力 者） なし 

⑤（参加者動員計画） なし 

⑥（宣伝・推進方法） なし 

⑦（事 業 概 要）  

  第１回理事候補者会議 ２０２２年１１月 ９日（水） １８時００分～２６時０５分 

  第２回理事候補者会議 ２０２２年１１月１８日（金） ２０時００分～２１時０５分 

  第２回理事候補者会議 ２０２２年１２月 ７日（水） １９時００分～２２時００分 

 

６．［前年度よりの引継事項］      

なし 
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  ７．［本年度の工夫と期待される効果］ 

 なし 

 

  ８．［執行部会での意見］ 

    なし 

 

  ９．［添付資料の種類］ 

    ・参考資料 第１回、第２回、第３回理事候補者会議決議事項一覧 

 

 １０．［その他］ 

    なし 
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参考資料 

第１回理事候補者会議決議事項 

・審議事項 

１号議案 ２０２３年度理事候補者会議及び理事会開催の件   全会一致をもって承認 

２号議案 ２０２３年度事業計画（案）承認の件    全会一致をもって承認 

３号議案 ２０２３年度職務分掌（案）承認の件    全会一致をもって承認 

４号議案 ２０２３年度収支予算書（案）承認の件    全会一致をもって承認 

５号議案 ２０２３年度ＬＯＭスローガン承認及び掲出物作製の件   全会一致をもって承認 

６号議案 会員拡大～拡大王に俺はなる！！～開催の件    全会一致をもって承認 

７号議案 創立７０周年ロゴマーク承認の件     全会一致をもって承認 

８号議案 彦根青年会議所公式ＷＥＢサイト開設・運営及びＳＮＳ運営の件  全会一致をもって承認 

９号議案 月報配信の件       全会一致をもって承認 

１０号議案 １月度（新年交流）例会～初志貫徹！新たな時代の魁に！～開催の件 取り下げ 

１１号議案 ７０周年合同部会開催の件     全会一致をもって承認 

１２号議案 仮入会会員承認の件      全会一致をもって承認 

 

・報告事項 

公益社団法人彦根青年会議所議事法動議リストについて 

公益社団法人彦根青年会議所理事会における申し合わせ事項一覧 

勘定科目一覧について 

公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度出向者について 

 

第２回理事候補者会議 

・審議事項 

１号議案 １月度（新年交流）例会～初志貫徹！新たな時代の魁に！～開催の件 全会一致をもって承認 

 

第３回理事候補者会議 

・審議事項 

１号議案 ２０２３年度会員会費徴収の件     取り下げ 

２号議案 ２月度例会～彦根城一帯堪能ツアー～開催の件   全会一致をもって承認 

３号議案 ２月通常総会開催の件      全会一致をもって承認 

４号議案 １号議案ハンドブックの作成の件     全会一致をもって承認 

５号議案 会員研修～人間力溢れる人財へ～開催の件    全会一致をもって承認 
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  Ｎｏ．６ 

［様式：計－１］ 

公益社団法人 彦根青年会議所 

２０２３年度 事業計画書 

 

第１回理事会２号議案 

議 案 名 ：公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度理事長（代表理事）選定 

提 案 者 ：公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度理事長予定者      

作 成 者 ：橋本 一幾                          

上程月日 ：２０２３年 １月 ５日                    

 

目  次  上程スケジュール  

事業計画書 （１）ページ ～（２）ページ 第１２回 執 行 部 会 ２０２２年１２月 ９日 協議 

最終ページ （２）ページ 第１３回 執 行 部 会 ２０２２年１２月１５日 協議 

  第１４回 執 行 部 会 ２０２２年１２月２０日 審議 

  第０１回 理 事 会 ２０２３年 １月 ５日 審議 

 

  １．［事業計画提案名］ 

公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度理事長（代表理事）選定の件 

 

２．［運動指針該当項目］ 

なし 

 

  ３．［事業の目的と意義：対外］ 

なし 

 

  ４．［事業の目的と意義：対内］  

一般社団法人及び一般財団法人に関する法律第９０条並びに公益社団法人彦根青年会議所定款第４章第

３１条及び第３２条の規定に基づき、公益社団法人彦根青年会議所役員選任の方法に関する規則に従い選

出された２０２３年度理事長予定者を、２０２３年度理事長（代表理事）として選定し承認をいただくた

めに本議案を提案いたします。 

 

 ５．［事業計画の概要・推進方法］ 

①（実 施 日 時） なし 

②（実施場所・会場） なし 

③（予 算 総 額） なし 

④（外 部 協 力 者） なし 

⑤（参加者動員計画） なし 

⑥（宣伝・推進方法） なし 

⑦（事 業 概 要）  

  公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度理事長（代表理事）として下記の者を選定する。 

   滋賀県彦根市芹川町１２１２－５０８ 

   理事長（代表理事）  橋本 一幾 君 

 

  ６．［前年度よりの引継事項］ 

なし 
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  ７．［本年度の工夫と期待される効果］  

なし 

 

  ８．［執行部会での意見］ 

なし 

 

  ９．［添付資料の種類］ 

なし 

 

 １０．［その他］ 

なし 
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 Ｎｏ．７ 

［様式：計－１］ 

公益社団法人 彦根青年会議所 

２０２３年度 事業計画書 

 

第１回理事会３号議案 

議 案 名 ：公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度副理事長・専務理事選定 

提 案 者 ：公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度理事長予定者      

作 成 者 ：橋本 一幾                          

上程月日 ：２０２３年 １月 ５日                    

 

目  次  上程スケジュール  

事業計画書 （１）ページ ～（２）ページ 第１２回 執 行 部 会 ２０２２年１２月 ９日 協議 

最終ページ （２）ページ 第１３回 執 行 部 会 ２０２２年１２月１５日 協議 

  第１４回 執 行 部 会 ２０２２年１２月２０日 審議 

  第０１回 理 事 会 ２０２３年 １月 ５日 審議 

 

  １．［事業計画提案名］ 

公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度副理事長・専務理事選定の件 

 

  ２．［運動指針該当項目］ 

なし 

 

  ３．［事業の目的と意義：対外］ 

なし 

 

  ４．［事業の目的と意義：対内］  

公益社団法人彦根青年会議所定款第４章第３１条及び第３２条の規定に基づき、公益社団法人彦根青年

会議所役員選任の方法に関する規則に従い指名された２０２３年度副理事長・専務理事候補者を、２０２

３年度副理事長・専務理事として選定し承認をいただくために本議案を提案いたします。 

     

  ５．［事業計画の概要・推進方法］ 

①（実 施 日 時） なし 

②（実施場所・会場） なし 

③（予 算 総 額） なし 

④（外 部 協 力 者） なし 

⑤（参加者動員計画） なし 

⑥（宣伝・推進方法） なし 

⑦（事 業 概 要）  

  公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度副理事長として下記の者を選定する。 

     副理事長 大野 勝輝 君 

副理事長 澤井 雄一 君 

副理事長 飛松  龍 君 

副理事長 西川 隼世 君 

  公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度専務理事として下記の者を選定する。 

     専務理事 夏原 大輝 君 
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  ６．［前年度よりの引継事項］      

なし 

 

  ７．［本年度の工夫と期待される効果］  

なし 

 

  ８．［執行部会での意見］        

なし 

 

  ９．［添付資料の種類］         

なし 

 

 １０．［その他］             

なし 
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  Ｎｏ．８ 

［様式：計－１］ 

公益社団法人 彦根青年会議所 

２０２３年度 事業計画書 

 

第１回理事会４号議案 

議 案 名 ：公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度委員長・特別委員長・会計任命 

提 案 者 ：公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度理事長予定者         

作 成 者 ：橋本 一幾                             

上程月日 ：２０２３年 １月 ５日                       

 

目  次  上程スケジュール  

事業計画書 （１）ページ ～（２）ページ 第１２回 執 行 部 会 ２０２２年１２月 ９日 協議 

最終ページ （２）ページ 第１３回 執 行 部 会 ２０２２年１２月１５日 協議 

  第１４回 執 行 部 会 ２０２２年１２月２０日 審議 

  第０１回 理 事 会 ２０２３年 １月 ５日 審議 

 

 １．［事業計画提案名］ 

公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度委員長・特別委員長・会計任命の件 

 

 ２．［運動指針該当項目］ 

なし 

 

 ３．［事業の目的と意義：対外］ 

なし 

 

  ４．［事業の目的と意義：対内］  

公益社団法人彦根青年会議所定款第６章第５３条及び第８章第６４条の規定に基づき、公益社団法人彦

根青年会議所役員選任の方法に関する規則に従い委嘱された２０２３年度委員長・特別委員長・会計候補

者を、２０２３年度委員長・特別委員長・会計として任命し承認をいただくために本議案を提案いたしま

す。 

     

  ５．［事業計画の概要・推進方法］ 

①（実 施 日 時） なし 

②（実施場所・会場） なし 

③（予 算 総 額） なし 

④（外 部 協 力 者） なし 

⑤（参加者動員計画） なし 

⑥（宣伝・推進方法） なし 

⑦（事 業 概 要）  

  公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度委員長として下記の者を任命する。 

     総務広報委員長         澤田 晃仁 君 

     組織の輪確立委員長       丸山 義樹 君 

     地域共創委員長         西村 直人 君 

  公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度特別委員長として下記の者を任命する。 

     財政規則特別委員長       藤井  肇 君 

     ７０周年実行特別委員長     澤井 雄一 君 
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公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度会計として下記の者を任命する。 

     会  計            西村 健太郎 君 

 

  ６．［前年度よりの引継事項］ 

    なし 

 

  ７．［本年度の工夫と期待される効果］ 

    なし 

 

  ８．［執行部会での意見］ 

    なし 

 

  ９．［添付資料の種類］ 

    なし 

 

 １０．［その他］ 

    なし 
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Ｎｏ．９ 

［様式：計－１］ 

公益社団法人 彦根青年会議所 

２０２３年度事業計画書 

第１回理事会５号議案 

議 案 名 ：公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度事務局長・事務局次長・事務局員任命 

提 案 者 ：公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度理事長予定者            

作 成 者 ：橋本 一幾                                

上程月日 ：２０２３年 １月 ５日                          

 

目  次  上程スケジュール  

事業計画書 （１）ページ ～（２）ページ 第１２回 執 行 部 会 ２０２２年１２月 ９日 協議 

最終ページ （２）ページ 第１３回 執 行 部 会 ２０２２年１２月１５日 協議 

  第１４回 執 行 部 会 ２０２２年１２月２０日 審議 

  第０１回 理 事 会 ２０２３年 １月 ５日 審議 

 

  １．［事業計画提案名］ 

公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度事務局長・事務局次長・事務局員任命の件 

 

  ２．［運動指針該当項目］ 

なし 

 

３．［事業の目的と意義：対外］ 

なし 

 

  ４．［事業の目的と意義：対内］  

公益社団法人彦根青年会議所定款第８章第６４条の規定に基づき、２０２３年度事務局長及び事務局員

を任命し承認をいただくために本議案を提案いたします。 

   

５．［事業計画の概要・推進方法］ 

①（実 施 日 時） なし 

②（実施場所・会場） なし 

③（予 算 総 額） なし 

④（外 部 協 力 者） なし 

⑤（参加者動員計画） なし 

⑥（宣伝・推進方法） なし 

⑦（事 業 概 要）  

 公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度事務局長・事務局次長・事務局員として下記の者を任命する。 

     事務局長         上田 一八  君 

     事務局次長        中西 雄也  君 

     事務局次長        夏原  慶  君 

     事務局員（会計）     西村 健太郎 君 

     事務局員（セクレタリー） 北川  凌  君 

   事務局員（セクレタリー） 清水 翔太  君 

     事務局員         岡田 君江  氏 

 

  ６．［前年度よりの引継事項］       

なし 
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  ７．［本年度の工夫と期待される効果］   

なし 

   

８．［執行部会での意見］         

なし 

 

  ９．［添付資料の種類］          

なし 

 

 １０．［その他］              

なし 
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Ｎｏ．１０ 

［様式：計－１］ 

公益社団法人 彦根青年会議所 

２０２３年度 事業計画書 

 

第１回理事会６号議案 

議 案 名 ：公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度副委員長及び委員任命 

提 案 者 ：公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度理事長予定者     

作 成 者 ：橋本 一幾                         

上程月日 ：２０２３年 １月 ５日                   

 

目  次  上程スケジュール  

事業計画書 （１）ページ ～（２）ページ 第１２回 執 行 部 会 ２０２２年１２月 ９日 協議 

添付資料 （３）ページ 第１３回 執 行 部 会 ２０２２年１２月１５日 協議 

最終ページ （３）ページ 第１４回 執 行 部 会 ２０２２年１２月２０日 審議 

  第０１回 理 事 会 ２０２３年 １月 ５日 審議 

 

 １．［事業計画提案名］ 

公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度副委員長及び委員任命の件 

 

  ２．［運動指針該当項目］ 

なし 

 

３．［事業の目的と意義：対外］ 

なし 

 

  ４．［事業の目的と意義：対内］  

公益社団法人彦根青年会議所定款第６章第５３条の規定に基づき、２０２３年度副委員長及び各委員会

所属委員を任命し承認をいただくために本議案を提案いたします。 

   

５．［事業計画の概要・推進方法］ 

①（実 施 日 時） なし 

②（実施場所・会場） なし 

③（予 算 総 額） なし 

④（外部協力者）   なし 

⑤（参加者動員計画） なし 

⑥（宣伝・推進方法） なし 

⑦（事 業 概 要）  

公益社団法人彦根青年会議所２０２３年度副委員長及び各委員会所属委員として、別紙公益社団法人彦

根青年会議所２０２３年度組織図のとおり任命する。 

 

  ６．［前年度よりの引継事項］       

なし 

 

  ７．［本年度の工夫と期待される効果］   

なし 
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  ８．［執行部会での意見］ 

なし 

 

  ９．［添付資料の種類］ 

    審議資料  公益社団法人彦根青年会議所 ２０２３年度組織図 

  

１０．［その他］ 

   なし 

 



3 

 

審議資料 
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Ｎｏ．１１ 

［様式：計－１］ 

公益社団法人 彦根青年会議所 

２０２３年度 事業計画書 

 

第１回理事会７号議案 

議 案 名 ：２０２３年度会員会費徴収 

提 案 者 ：会 計          

作 成 者 ：西村 健太郎       

上程月日 ：２０２３年 １月 ５日  

目  次                  上程スケジュール 

事業計画書 （１）ページ～（３）ページ 第 ８回 執 行 部 会  ２０２２年 １１月１２日 協議 

行動計画書 （３）ページ 第１０回 執 行 部 会  ２０２２年 １１月１８日 協議 

最終ページ （３）ページ 第１１回 執 行 部 会  ２０２２年 １１月３０日 審議 

  第 ３回 理事候補者会議 ２０２２年 １２月 ７日 審議 

  第１２回 執 行 部 会 ２０２２年 １２月 ７日 審議 
  第 １回 理 事 会 ２０２３年  １月 ５日 審議 

 

 

 １．［事業計画提案名］ 

   ２０２３年度会員会費徴収の件 

 

２．［運動指針該当項目］ 

なし  

 

 ３．［事業の目的と意義：対外］ 

   なし 

 

４．［事業の目的と意義：対内］  

 公益社団法人彦根青年会議所定款第２章第１４条、運営規則第５章第２６条及び会員資格規則第２章第７条

の規則に基づき、２０２３年度会員会費徴収を行う。 

 

 ５．［事業計画の概要・推進方法］ 

       ①（実 施 日 時） ⅰ．正会員   ２０２３年 １月３１日（火）及び ２月２８日（火） 

                （仮入会会員 ２０２３年 １月３１日（火）以降随時） 

                （妊娠及び出産を理由とする休会中の会員 ２０２３年 １月３１日（火）） 

               ⅱ．特別会員  ２０２３年 ２月２８日（火） 

               ⅲ．賛助会員  ２０２３年 ２月２８日（火） 

②（実施場所・会場） なし 

       ③（予 算 総 額） なし 

 ④（外 部 協 力 者） なし 

       ⑤（参加者動員計画） なし 

 ⑥（宣伝・推進方法） 事業概要参照 
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⑦（事 業 概 要）  

ⅰ— １．正会員 

        徴収方法・金融機関の調査票を配布。徴収方法は１回全納、２回分納のいずれかとし、現金による        

納付、または滋賀中央信用金庫、滋賀銀行のどちらかの預金口座より自動振替にて徴収する。 

２０２３年 １月１６日（月）までに連絡がなければ、２０２２年度と同様とする。自動振替の１

週間前にその旨を連絡する。 

        ※徴収日及び金額  １回全納  １月３１日（火） １３０，０００円 

                  ２回分納  １月３１日（火）  ６５，０００円 

                        ２月２８日（火）  ６５，０００円 

 

      ⅰ— ２．仮入会会員 

        徴収方法・金融機関の調査票を配布。徴収方法は現金による納付、または滋賀中央信用金庫、        

滋賀銀行のどちらかの預金口座より自動振替にて徴収する。自動振替の１週間前にその旨を連絡す

る。 

        ※徴収日及び金額  【前 期 入 会】 

                   仮入会会員会費 １月３１日（火） ６５，０００円 ※１ 

                   入  会  金 ２５，０００円 ※２ 

                   会    費           ６５，０００円 ※２ 

                   合    計          １５５，０００円 

                  【後 期 入 会】 

                   仮入会会員会費 ７月３１日（月） ６５，０００円 ※３ 

                   入  会  金           ２５，０００円 ※２ 

                   合    計           ９０，０００円 

           ※１ 但し１月付の仮入会会員に限る。以降については理事会承認後随時徴収 

           ※２ 入会金及び会費については理事会にて正式入会承認後随時徴収 

           ※３ 但し７月付の仮入会会員に限る。以降については理事会承認後随時徴収 

       

ⅰ— ３．妊娠及び出産を理由とする休会中の会員 

        徴収方法・金融機関の調査票を配布。徴収方法は現金による納付、または滋賀中央信用金庫、        

滋賀銀行のどちらかの預金口座より自動振替にて徴収する。自動振替の１週間前にその旨を連絡す

る。 

※徴収日及び金額  １回全納  １月３１日（火） ２５，０００円 

   ※ 但し休会が承認された翌年度から適用とする。 

     

      ⅱ．特別会員 

        ２月通常総会資料発送時に特別会員会費納入を依頼し、２０２２年度正会員会費同様の徴収方法に        

より徴収する。自動振替の方については１週間前にその旨を連絡する。 

           ※徴収日及び金額  １回全納  ２月２８日（火）  ６５，０００円 

 

      ⅲ．賛助会員 

        書面にて賛助会員会費納入を依頼し、指定の口座に入金いただく。 

           ※徴収日及び金額  １回全納  ２月２８日（火）  １０，０００円 

 

 ６．［前年度よりの引継事項］ 

   なし 

 

 ７．［本年度の工夫と期待される効果］ 

   なし 

 

 ８．［執行部会での意見］ 

   なし 
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 ９．［添付資料の種類］ 

   なし 

 

１０．［その他］             

   ・２０２３年度第３回理事候補者会議にて上程予定でありましたが、提案者の欠席により一旦取り下げとし、 

２０２３年度第１回理事会にて再上程とさせていただきました。上程時期が変更になることの条件として、 

前年度から事業概要内の金額に変更がないことを前提とし再上程とさせていただきます。 

 

 

 

［様式：計－３］ 

行 動 計 画 書 

 

事 業 名   ２０２３年度会員会費徴収 

期   間   企画開始 ２０２２年１０月２７日 ～ 企画終了 ２０２３年 ９月２９日 

行 

動 

計 

画 

月 日 内              容 確認印 

２０２２年 

１０月２７日 

前年度会計と徴収方法及び納入方法を引き継ぎ 

徴収方法及び徴収日について検討 
済 

１１月１２日 執行部会にて協議 済 

１１月１８日 執行部会にて協議 済 

１１月３０日 執行部会にて審議 済 

１２月 ７日 理事候補者会議にて事業計画書上程 済 

１２月 ９日 執行部会にて審議 済 

２０２３年 

１月 ５日 
第１回理事会にて上程  

１月 ６日 調査票配布開始  

１月１３日 調査票締め切り  

１月２４日 金融機関に会費引き落とし書類の提出及び１月３１日会費引き落とし対象者に連絡  

１月３１日 会費引き落とし  

２月 上旬 特別会員及び賛助会員に納付依頼  

２月２１日 金融機関に会費引き落とし書類の提出及び２月２８日会費引き落とし対象者に連絡  

２月２８日 
引き落とし 

以降、理事会において仮入会会員及び正会員承認後、随時会費徴収 

 

９月２９日 後期新入会会員会費引き落とし  
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Ｎｏ．１２ 

［様式：計－１］ 

公益社団法人 彦根青年会議所 

２０２３年度 事業計画書 

 

第１回理事会８号議案 

議 案 名 ：創立７０周年記念式典開催日決定 

提 案 者 ：７０周年実行特別委員会     

作 成 者 ：澤井 雄一           

上程月日 ：２０２３年 １月 ５日     

 

目  次                                  上程スケジュール 

事業計画書 （１）ページ～（２）ページ 第１２回 執 行 部 会     ２０２２年 １２月 ９日 協議 

行動計画書 （２）ページ 第１３回 執 行 部 会  ２０２２年 １２月１５日 協議 

最終ページ （２）ページ 第１４回 執 行 部 会  ２０２２年 １２月２０日 審議 

  第０１回 理 事 会      ２０２３年 １月 ５日 審議 

        

 

 １．［事業計画提案名］ 

創立７０周年記念式典開催日決定の件 

２．［運動指針該当項目］ 

・本事業は運動指針「Ｗｅ ｃａｎ ｇｏ ｔｏ ｔｈｅ ｎｅｘｔ ｓｔａｇｅ～私たちのチカラがひこ

ねの未来を創造する～」において、下記の項目に該当する      

「まち」のチカラ・・・“ひこねオリジナル”の提唱による活気溢れる地域の創造 

「ひと」のチカラ・・・使命感と行動力を持った“ひこねびと”の伝承～  

「こころ」のチカラ」・・・“ひこねスピリット”が漲る活力ある地域社会の継承 

「組織」のチカラ ・・・目指すべき彦根青年会議所像 

「夢」のチカラ ・・・希望溢れるひこね愛の高揚と伝播～ 

 

 ３．［事業の目的と意義：対外］ 

創立７０周年記念式典を開催するにあたり、開催日を決定したいと考えます。早期に決定することで、効

果的なＰＲが出来るとともに、より多くの参加者が募れる取り組みが可能になると考えます。 

 

４．［事業の目的と意義：対内］  

創立７０周年記念式典を開催するにあたり、開催日を決定したいと考えます。早期に決定することで、メ

ンバーの意識の共有を図るとともに、式典開催へ向けての気概を高める一助になると考えます。 

 

 ６．［事業計画の概要・推進方法］ 

       ①（実 施 日 時） ２０２３年７月８日（土）※時間未定 

②（実施場所・会場） なし 

       ③（予 算 総 額） なし 

       ④（外 部 協 力 者） なし 

       ⑤（参加者動員計画） なし 

       ⑥（宣伝・推進方法） ２０２３年度１月度例会にてＰＲ、以後各会にて随時ＰＲ 

               ホームページ、ＳＮＳ、月報にて随時ＰＲ 

       ⑦（事 業 概 要）  

     ２０２３年７月８日（土）創立７０周年記念式典開催 

     ただし、事業名の名称については、変更があり得ます。 
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 ７．［前年度よりの引継事項］ 

なし 

 

 ８．［本年度の工夫と期待される効果］ 

・創立７０周年記念式典開催日を早期に決定することで、メンバーの意識の共有を図るとともに、式典開催

へ向けての気概を高める一助になると考えます。 

・設立記念日である７月４日以降でより近い土曜日に開催する事により、一人でも多くの先輩・御来賓の皆

さまにお越しいただけると考えます。 

 

 ９．［執行部会での意見］ 

なし 

 

 １０．［添付資料の種類］ 

なし 

 

 １１．［その他］             

なし 

行動計画書                   

［様式：計－３］ 

事 業 名   創立７０周年記念式典開催日決定 

期   間   企画開始 ２０２２年 ５月１１日 ～ 企画終了 ２０２３年 １月 ５日 

行
動
計
画 

月 日 内              容 確認印 

２０２２年 

５月１１日 
７０周年準備特別委員会にて日程について検討 済 

６月１５日 ７０周年準備特別委員会にて日程について検討 済 

６月２９日 ７０周年準備特別委員会にて日程について検討 済 

７月 ６日 ７月度例会で開催日（案）発表 済 

９月１５日 委員会にて日程について検討 済 

１０月 ３日 委員会にて日程について検討 済 

１１月１２日 執行部会にて、日程について検討 済 

１２月 ９日 執行部会にて、日程について検討 済 

１２月１５日 執行部会にて、日程について検討 済 

１２月２０日 執行部会にて、日程について審議 済 

２０２３年 

１月 ５日 

第１回理事会に上程  
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